


[image: ]







[image: ]







[image: ]







[image: ]







[image: ]







[image: ]







本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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「残念だけど、あなたをノイエンドルフ奪還作戦には投入できないわ」

　戦場特有の重々しい緊張感に包まれた公国軍駐屯地。敷しき地ち内ないに設けられた研究所で、白びやく檀だん春はる海みはそう告げた。

　糊のりの利きいた白衣を纏まとう春はる海みは、極東人らしい艶つややかな黒髪が美しい女性だった。歳としは三み十そ路じ目前で、年相応の落ち着いた雰囲気を醸かもし出だしている。

　春はる海みはヘルヴァイツ公国軍に所属するオートマタ技師であり、また、ハルミ＝ビャクダン＝ヘルヴァイツの名を持つ元皇太子妃でもあった。

　存亡の危機にあるこの国で多くの人々に慕われる春はる海みだが、それは人間に限らず、彼女に製作されたオートマタたちもまた同じ気持ちだった。

「初投入に向けて張り切っていたのに、悪いと思っているわ」

　心から申し訳なさそうに言った春はる海みは、前へ座る少年の姿をしたオートマタに目を向ける。

　印象的な深い藍色の瞳に見つめられ、少年は瞬まばたきと共に口を開いた。

「白びやく檀だん博士、いえ、母さん」

　春はる海みに作られた少年オートマタたちは普段、彼女を母と呼ぶ。公の場では博士と呼ぶよう言われているが、研究室で二人っきりなのだから「母さん」でいいと彼は判断した。

「それで、僕の初うい陣じんはいつになるんですか？」

　見かけも仕草も話し方も、少年は人間とまったく見分けがつかない。

　微笑ほほえんで返答を待つ少年から春はる海みは目を逸そらした。長い黒髪を揺らして席を立つ。




「……あなたは『不適合』と判断されたの」




　──『不適合』？

　聞き慣れない言葉に少年の表情が翳かげる。

　春はる海みは部屋の隅へと歩み寄った。そこに置かれている空の輸送用コンテナに目を落とす。

「あなたを戦場には出せない。これ以上、私があなたを研究することもない。そういうわけだから、このコンテナに入ってほしいの」

「待ってください、母さん！　戦場には出せないってどういうことですか!?」

　少年は戦闘用オートマタだった。戦うことが使命であり、敵を屠ほふることが本能のようにプログラムされているのだ。

　戦闘をするために作られたオートマタが戦場から退けられる。告げられた『不適合』と併せて、彼の優秀な人工頭脳が事態を把握するのはそう難しいことではなかった。

　──自分は廃棄処分される。

　焦燥がせり上がり、少年は思わず母へ詰め寄っていた。

「母さん、嫌だ」

「大丈夫よ。大きな戦いになるけれど、あなたがいなくても勝てるというシミュレーション結果が出ているわ」

「嫌だ。僕は戦えます！　兄さんや姉さんたちと同じように作戦を遂行できる自信があります！　戦場へ行かせてください。お願いします、僕を戦わせてください！」

　母に捨てられたくない少年は懸命に言う。

　しかし、母の口からは無情な命令が下された。

「オーダー、コンテナに入りなさい」

『強制命令オーダー』。それは、少年の所有者マスターである春はる海みのみが行使できる、命令コマンド。

　プログラム上、その指示には決して逆らえない。

　少年の意に反して彼の足は箱へと向かう。

　その間にも少年は、この状況を回避できないか人工頭脳を必死に巡らせていた。

　どうしてこうなったか、彼には身に覚えがあった。あの日以来なのだ。研究所に侵入者があったあの日、少年が彼らを撃退してから春はる海みはすべての訓練を急きゆう遽きよ中止した。そこで何か自分に重大な欠陥が見つかったに違いないのだ。

「ごめんなさい、母さん。僕のどこに問題があったんですか？　教えてください。いけないところはすべて直します。母さんの期待に応えられるよう、どんな努力でもします。だから、お願いだから僕を捨てないで……！」

　コンテナの中で哀願する少年を春はる海みは寂しそうに見下ろしていた。

「あなたはここにいるべきじゃないのよ。お別れだわ」

　嫌だ。

　嫌だ。嫌だ。嫌だ。

「母さん！　僕は……！」

　堪たまらず少年は手を伸ばす。けれど、その手が届く前に春はる海みは優しく終了命令シャットダウンを囁ささやいた。

「おやすみなさい、水ミ無ナ月ヅキ。よい夢を」
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「おはよう、水ミ無ナ月ヅキ。今日も素敵な日よ」

　あどけない声につられて目ま蓋ぶたを開けると、間近に少女の顔があった。

　透明感のある可か憐れんな少女だ。長い白銀の髪が、カーテンから洩もれる朝日に照らされキラキラと輝いている。双そう眸ぼうは引き込まれそうな深い藍色。どこか人形めいていると感じるのは、彼女の顔立ちが非常に整っているのと、表情が硬いせいだろう。

　水ミ無ナ月ヅキのベッドに無遠慮に乗っている小柄な少女は、何かを期待するように大きな瞳でじーっと見つめてくる。水ミ無ナ月ヅキは仕方なく口を開いた。

「おはよう、カノン」

　途端に少女の口が尖とがる。

「なんで毎朝、そんな怠だるそうなの」

「実際、怠だるいんだ。もう一度、眠らせてくれても構わないぞ」

「そんな二度寝みたいなこと、させない。本当は全然眠くないくせに」

[image: ]

　言いながら、カノンは水ミ無ナ月ヅキの上から退いた。制服のプリーツスカートの裾を直した彼女は、布ふ団とんに包くるまったままの少年をちらりと見る。

「着替えたらキッチンに来て。朝食できてるから」

　水ミ無ナ月ヅキの返事を待つことなく、カノンは部屋を出て行ってしまった。

　一人になった水ミ無ナ月ヅキは身体を起こす。

　いつもの自室だ。簡素なベッドに、旧型のテレビ、古びたクローゼット、無骨な机とイス。カノンの家で共に生活すると決まった際、どれ一ついらないと言う水ミ無ナ月ヅキに「絶対必要だから！」と彼女が強引に揃そろえたのだ。

　まったく気乗りしないが、ベッドを出て制服に着替える。重い足取りでキッチンへ行くと、カノンは既にテーブルについていた。トーストに木き苺いちごジャムを塗っている。

　彼女の向かい側にはもう一枚、皿に載せられたトーストがあった。

　察しはついたが、水ミ無ナ月ヅキは席には座らず視線を巡らせた。窓まど際ぎわに飾られた小さな写真に目を留とめる。

　端が変色している写真には、荘そう厳ごんな白い宮殿を背景に三人の人物が写っていた。幸せそうな笑みを浮かべた銀髪の男性と、その隣に寄り添う黒髪の美しい女性。そして、女性に抱かれた小さな赤ん坊──。

　立ち尽くしている水ミ無ナ月ヅキに気付いて、カノンが言う。

「ほら、水ミ無ナ月ヅキも座って。早く食べないと学校に遅刻……」

「おまえに学習能力はないのか？」

　呆あきれ返かえった少年の声に、カノンは言葉を詰まらせた。

「俺に食事は必要ないと言ったはずだ。おまえは俺の胸を開いてゼンマイを回しているくせに、俺を生き物だと思ってるのか？」

　見た目こそ人間と区別がつかないが、水ミ無ナ月ヅキは絡から繰くり人形とも言われるオートマタだ。

　十六歳の極東人少年をイメージして水ミ無ナ月ヅキは作られた。身長一七〇センチ弱、色白で男としては華きや奢しやな体格をしている。顔はオートマタらしく整っていて、カッコいいというよりは可愛かわいらしい部類に入るだろう。けれど、不ふ貞て腐くされたような表情が元来の愛らしさを致命的に損なっている。

「食べることはできるはず。水ミ無ナ月ヅキには人工消化器官もあるし……」

「確かに飲食はできる。だが、それはあくまで人間になりすますための機能だ。機械オートマタは食事をしない。そんな固定概念を逆手に取り、敵を欺くために俺たちは食事をする。今わざわざ使う機能じゃない」

「そうかもしれないけど！」

「そんなに俺に食事をさせたければ、強制命令オーダーすればいいだろ。マスターのおまえには、俺の行動を強制する権限がある」

　投げやりに言った水ミ無ナ月ヅキに、カノンの眉がわずかに寄った。

　現在、水ミ無ナ月ヅキの所有者マスターはカノンである。水ミ無ナ月ヅキの首筋に入っている所有者認識チップにはカノンの容姿や声紋といった情報が登録されていて、カノンが特定の言葉を言うことでのみ、水ミ無ナ月ヅキを起動命令ウェイクアップ、強制命令オーダー、終了命令シャットダウンできる。

「まさか強制命令オーダーの方法も忘れたのか？　『オーダー』とつけて命令するだけだろうが。おまえのままごと遊びに俺を付き合わせたければ……」

「もういいっ。水ミ無ナ月ヅキの分も食べちゃうっ」

　水ミ無ナ月ヅキを遮り、カノンは手を伸ばす。向かいに置いてあったトーストを取り、自分のに重ねた。ジャムサンドになったそれに勢いよくかぶりつく。

　モグモグモグモグ……。

　小動物みたいに小さな頰をパンで膨らませる少女を、水ミ無ナ月ヅキは棒立ちで見つめる。

　不意にカノンがキッと水ミ無ナ月ヅキを睨にらんだ。

「食事中にじっと見られてると恥ずかしいんだけど」

「問題ない。おまえの口にジャムが付いているのを俺は過去に十回見ている。十一回目を見られたところで恥ずかしがることはない」

　瞬時に口元を拭ったカノンが真っ赤になって、ドアを指さす。

「一緒に食べてくれないなら外で待ってて！」
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　ヨーロッパ大陸の中央に位置するアルプス山脈に囲まれた小国、ヘルヴァイツはオートマタ産業で栄えている。

　ゼンマイ仕じ掛かけの機械人形。それがオートマタだ。東洋では絡から繰くり人形とも言われている。

　最初は楽器を自動演奏するオルゴールとして発明されたオートマタだが、開発が進むにつれ、それは多種多様な役割を果たすようになった。二十世紀も後半の現在では、世界中で人間に替わる労働力として欠かせないものとなっている。

　十八世紀から国を挙げてオートマタ研究を進めてきたヘルヴァイツは、今やオートマタ大国として国際的地位を確立していた。世界各国から技師を志す人々が集まり、国中にオートマタが溢あふれている。特にその首都イエッセルでは、人間より機械人形を見かけることが多いほどだ。

　カフェの店先には接客用オートマタ、ビルの建設現場には工事用オートマタ、公園や道路には清掃用オートマタ……。

　外見は人間そっくりに作られている機械人形だが、彼らが人間か否いなか判別するのは容易である。首筋を見ればよいのだ。

　オートマタは必ずそこに用途を示すマークが刻まれている。それは所有者認識チップの挿入口も兼ねていて、マークのないオートマタの製造、販売は現在のヘルヴァイツでは違法だ。

　だが、水ミ無ナ月ヅキの首筋にマークはなく、チップの挿入口は髪によって巧妙に隠されている。
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　朝食を済ませたカノンに伴われて水ミ無ナ月ヅキが家を出ると、郵便配達用オートマタの黄色いバイクがエンジンを吹かして横切っていった。紅葉した街路樹の下を抜けていく彼は、鮮やかな手て際ぎわでポストへ郵便物を投げ込んでいく。

　イエッセルの郊外に住んでいる二人は、毎朝バスで通学している。最寄りのバス停へ行く途中にも、パン屋や花屋では店主と共に開店準備に勤いそしむオートマタが見えた。オープンカフェではいつものように「モーニングコーヒーはいかがですか？」と愛あい想そよく声をかけてくる女性の接客用オートマタがいて、カノンは鼻をヒクつかせながら通り過ぎる。

「あっ、新しいパーツ屋ができてる」

　いきなりカノンが目の色を変えて駆け出した。向かった先、真新しいショーウィンドウにはオートマタの部品が展示されている。

「見て、水ミ無ナ月ヅキ。このゼンマイ、エーデルライト九五〇だって。わっ、すごい値段！　何これ、こんな高いの!?　こっちはエーデルライト八〇〇だけどゴールドが入ってるみたい」

　カノンは高級ゼンマイに興奮を抑えきれないようだ。水ミ無ナ月ヅキは嫌な場所に店ができたな、と乳白色のゼンマイをちらりと見た。

　ヘルヴァイツがオートマタ大国となった一番の要因は、十八世紀末にエーデルライト鉱石が発見されたためと言われている。

　白びやつ花か石せきとも呼ばれるその鉱石は、ヘルヴァイツ領でのみ採掘される。

　オートマタの動力源であるゼンマイ。そこに、エーデルライト鉱石から精製される金属を使用することで、その稼か働どう時間が飛躍的に伸びたのだ。ゼンマイのエーデルライト含有量によっては、一か月以上連続稼か働どうするオートマタもある。

「歯車ギアも売っているみたい。遊星歯車ギャラクシー・ギアがいっぱい展示されてる。ギャラクシーって言われるだけあって、すごく綺き麗れい。じっと見てると、満天の星の中にいるみたいな気分に……あっ、あれ、波動歯車ハーモニー・ギア!?　今、ほとんどのお店で取り扱ってないのに！　あれも売り物なの!?　水ミ無ナ月ヅキ、帰りにここのお店……きゃっ！」

　ドン、と音がして、カノンが歩道に倒れ込む。

　ショーウィンドウに夢中になっていたカノンが、誰かの背中にぶつかったのだ。

「す、すみません。わたし、よそ見してて……」

　路上にぺたんと坐ったまま、カノンは謝罪する。しかし、相手は応えなかった。

　作業着の青年は、カノンを完全に無視して石畳を箒ほうきで掃き続けていた。街路樹の落ち葉を黙々と集めている。ぶつかられたことを気にする様子もない。

　彼の首筋には清掃用オートマタを示すマークが印しるされていた。

「……一応言っておくが、バスが来てるぞ」

　水ミ無ナ月ヅキがバス停を見て言う。「え」と呆ほうけた声を出したカノンは、弾はじかれたように立ち上がった。

「いけない。水ミ無ナ月ヅキ、乗るよ！」

　走り出したカノンに水ミ無ナ月ヅキも続く。けれど、小柄な少女の走る勢いはすぐに落ちて、水ミ無ナ月ヅキが彼女を追い抜いた。二人はなんとか発車直前のバスに着く。

「チケットを拝見します」

　バスの運転席にいるのは運転用オートマタだ。彼に求められるまま乗車チケットを提示し、水ミ無ナ月ヅキはバスのステップを上がる。

「チケットを拝見します」

　後ろのカノンにもオートマタは言う。しかし、

「あれ？　どうしたんだろ。確か、ここに入れたはずなのに……」

　カノンはごそごそとカバンを漁あさっていた。教科書やノートが詰まった中身をかき回している。

「チケットを拝見します」

　いつまでもチケットを出さない少女に、オートマタはまったく同じ調子で同じ台詞せりふを繰り返す。苛いら立だった様子はなく、親切そうな微笑は一片たりとも崩さない。

　困惑したカノンは顔を上げた。

「水ミ無ナ月ヅキ、わたし、昨日ちゃんとチケット、カバンに入れてた？」

　問われた水ミ無ナ月ヅキは記憶領域メモリーを検索する。

「昨日、午後五時五十三分、おまえは学校帰りのバスで乗車チケットを提示した後、それをカバンのポケットへ入れている」

「そうだよね。だったら、やっぱりカバンの中に……」

「だが、今から三分前、おまえが清掃用オートマタにぶつかった際、チケットはカバンから飛び出している」

「はあ!?　水ミ無ナ月ヅキ、どうしてそんな大事なこと早く言わないの！」

「問題ない。おまえが拾っていないなら、チケットは歩道にあるだろう。既にさっきのオートマタに清掃されている可能性もあるが」

　唐突に水ミ無ナ月ヅキは腕を引っ張られた。カノンが頰を膨らませている。

「すぐにチケットを探すよ。……すみません、下ります！」

　強引にバスのステップを下りさせられたとき、運転用オートマタの穏やかな声が追いかけてきた。

「チケットを拝見します」







「はあ、なんとか始業に間に合った……」

　清掃用オートマタに回収される寸前だったチケットを拾い、カノンと水ミ無ナ月ヅキは無事に学校に着いていた。

　国立ハイデン高等学院。ヘルヴァイツでも三本の指に入る名門高校で、優秀なオートマタ技師を何人も輩出している。二か月前、カノンに無理やり入学試験を受けさせられ、今秋から水ミ無ナ月ヅキは彼女と一緒にこの学校へ入学していた。

　立派な門柱の前では、警備用オートマタが笑顔で「おはようございます」と繰り返している。それに「今日もいい天気ですね」などと話しかける生徒はいない。世間一般のオートマタは決められた台詞せりふしか言えず、自由に会話ができないからだ。

　水ミ無ナ月ヅキやカノンと同じ制服を着た生徒たちが続々と校舎へ入っていく。その中、周囲にいくつもの『敵』を発見して、水ミ無ナ月ヅキはわずかに目を細めた。

　隣を歩くカノンがそれを察し、じろりと見上げてくる。

「水ミ無ナ月ヅキ、今、何考えてるの？」

「二時の方向に敵一体、七時の方向に敵四体、九時の方向に敵二体……」

「水ミ無ナ月ヅキ」

「問題ない。半径十メートル以内の敵は五秒で抹殺する」

「水ミ無ナ月ヅキ」

　制服を摑つかまれた。

　カノンが立ち止まり、水ミ無ナ月ヅキも足を止める。と、少女がぐっと顔を寄せた。頰と頰が触れそうな距離でカノンは囁ささやく。

「そんなことしたらダメって、いつも言ってるよね!?　ここは戦場じゃないの！」

「問題ない。これは脳内シミュレーションだ」

「問題ある！　もう敵はいないの。戦争はとっくに終わったのよ！」

　水ミ無ナ月ヅキは間近のカノンを見下ろした。訴えかけるような蒼あおい瞳に、無表情な少年の顔が映っていた。

　至近距離で見つめ合ったのは数秒。

　カノンが慌てて水ミ無ナ月ヅキから顔を離した。何な故ぜかその頰は赤くなっている。

「いい？　何があっても、水ミ無ナ月ヅキがオートマタだなんて誰にも知られないようにしてよ。バレたら最後、戦闘用オートマタのあなたは壊されるし、マスターのわたしも命が危なくなる」

「わかっている」

　二人が自分たちの教室へ入ると、騒がしく談笑していた生徒たちの声が一斉に引いた。静かになったクラスでコソコソと内緒話が交わされる。

　水ミ無ナ月ヅキの席は窓まど際ぎわの真ん中。カノンはその隣である。

　自席へ向かったカノンは、はっと立たち竦すくんだ。

　彼女の机には、マジックでびっしりと罵ば詈り雑ぞう言ごんが書き殴られていた。「バカ」「ブス」「死ね」「学校やめろ」の中に混じって「虐殺技師」という言葉もある。

　クラスメートが反応を窺うかがう中、カノンは表情を変えることもなく無言でハンカチを取り出した。オートマタの内部を手入れするために常備しているオイルをそれに染しみ込こませ、マジックのインキを黙々と落としていく。

　こうした嫌がらせをカノンは日常的に受けていた。カノンが一人で対処できない場合は水ミ無ナ月ヅキも手伝わされるので、いい迷惑である。

　カノンが机を磨いている間に担任教師のマイヤーが教室に入ってきた。熊のように大柄な身体で教室を見渡した彼は、机を拭くカノンを認めるなり、同情めいた表情を覗かせた。だが、何も言うことなく授業の開始を声高に告げる。

　一時限目は水ミ無ナ月ヅキにとって、とにかく退屈な歴史の授業だった。

「ヘルヴァイツ公国は小国ながら卓越したオートマタ技術を有していたため、二度の世界大戦にも巻き込まれなかった。ところが第二次世界大戦が終結して十五年後の一九六〇年、西ドイツで全世界を揺るがす事件が起きてしまう。それがかの有名な……」

「はい、吸血鬼王ルートヴィヒの奴隷宣言です」

　点数稼ぎに必死な生徒がマイヤーを先回りして言う。

　吸血鬼。それは伝承でも空想の産物でもなく、実在する種族だ。生物の血液を摂取することで〈魔術〉を扱える長命の亜人種、と定義されている。

「そう。それまで歴史の表舞台に吸血鬼は登場しなかった。吸血鬼に国はなく、彼らは吸血鬼王という強大な力を持つ王の元、結束する部族のようなものだった」

「はい、先生。吸血鬼はいつから地球上に存在していたのですか？」

　挙手をした男子生徒に、ふむ、とマイヤーは薄い顎ひげを撫なでた。

「よい質問だ。正確にわかっているわけではないが、彼らは古代バビロニアの時代、つまり紀元前から存在していたと言われている。世界各地で吸血鬼の古い伝説があるのは、彼らが実在していたからだ」

「それなのに何な故ぜ、彼らは一九六〇年まで存在が公にならなかったんでしょう？」

　男子生徒が続けて訊きき、マイヤーは教室を見渡す。

「その質問に答えられる生徒はいるかね？」

「はい、ヴァンパイアは〈魅了シャルム〉の魔術を使えるからです」

　いきなり立ち上がった斜め前の生徒に、水ミ無ナ月ヅキはぴくりと身体を震わせた。凝視する水ミ無ナ月ヅキに気付かず、答え終わった生徒は着席する。

　マイヤーは満足げに頷うなずいた。

「その通りだ。吸血鬼は吸血した人間の目を見ることで〈魅了シャルム〉をかけることができる。それは人間を完全に操る魔術だ。一度でも吸血鬼に血を吸われた人間は生涯、その吸血鬼と共にいて、他者に秘密を洩もらすことはなかったと推察される」

　他に質問は、と言ったマイヤーに手を挙げる生徒はいなかった。

　黒板にチョークを走らせながら、マイヤーは授業を継続する。

「長らく人目を忍び、ひっそりと人間と共生してきた吸血鬼だったが、ルートヴィヒの奴隷宣言以降、彼らは人類と敵対する。『全人類はヴァンパイアに隷属すべきである。我らの支配を拒む人間には死あるのみ』との宣言通り、吸血鬼王ルートヴィヒは抵抗した西ドイツ政府の要人を殺害し、たった十日で一国を征服した」

「先生、ルートヴィヒが奴隷宣言を出した原因は何ですか？」

　生徒からの質問に、マイヤーの板書する手がわずかだが止まった。

「……隠れて生きることへの不満が爆発した、と言われている。何な故ぜ、このタイミングだったのかは謎のままだ。唐突にルートヴィヒは吸血鬼が世界を治めるべきというヴァンパイア至上主義を展開し、西ドイツを拠点にヨーロッパ諸国へ侵攻を開始した」

　教科書の地図にはルートヴィヒの侵攻ルートが矢印で描かれていた。いくつもの矢印がヨーロッパ大陸を蹂じゆう躙りんしている。

「ルートヴィヒは他の吸血鬼王とも手を組み、東ドイツ、ポーランド、チェコ・スロバキアと支配領域を拡大していく。そして一九六七年、アルプス山脈を越え、ヘルヴァイツ公国にも吸血鬼軍はやってきた。我が国で初めての吸血鬼との交戦を何と言うかね、ミスター・ザンデルホルツ」

　ノートも取らず窓の外を眺めていた水ミ無ナ月ヅキは、あまり馴な染じみのない呼ばれ方に顔を前へ戻した。マイヤーの視線を受けて、水ミ無ナ月ヅキは立ち上がる。

「ノイエンドルフの戦いです。ノイエンドルフの大敗とも言われるこの戦いは、ヘルヴァイツの歴史上、初めての敗北でした。侵攻した吸血鬼王ルートヴィヒ・ローゼンベルク連合軍に、通常の銃火器で立ち向かった公国軍は数日で壊滅し、撤退を余儀なくされました。これによりヘルヴァイツの北方の街ノイエンドルフは吸血鬼によって占拠され、三年後に公国軍絡から繰くり騎き士し部隊によるノイエンドルフ奪還が行われるまで……」

「ミスター・ザンデルホルツ。キミは教科書を一字一句暗記しているのかね。それくらいにしてくれないと私の話すことがなくなるんだが」

　記憶領域メモリーにインプットしてある教科書の本文をそのまま諳そらんじていた水ミ無ナ月ヅキは、マイヤーの呆あきれたような目に気付き口を噤つぐんだ。

　着席すると、隣にいるカノンが睨にらんでくる。やりすぎ。口パクだけで言われる。

　仕方ないだろ、と水ミ無ナ月ヅキはそっぽを向いた。オートマタの水ミ無ナ月ヅキは、視界に入った情報すべてを瞬時に記憶できるのだ。人間の加減なんかわからない。

「えー、ノイエンドルフの大敗を機に、国はこれまで人道を考慮して禁じてきた戦闘用オートマタの開発をやむを得ず決定した。国を挙げて製作された対吸血鬼戦闘用オートマタにより、戦局は一変する」

　マイヤーは「次のページを見たまえ」と言った。

　生徒たちが教科書を一斉に捲めくる音がしたが、水ミ無ナ月ヅキは動かなかった。何があるかわかっているし、そもそもあまり見たくない。

　水ミ無ナ月ヅキの憂鬱など知る由よしもなく、マイヤーは続ける。

「左上の写真が、一九七〇年のノイエンドルフ奪還作戦に成功した公国軍絡から繰くり騎き士し部隊だ。この部隊を製作したのが、天才技師とも言われたハルミ＝ビャクダン＝ヘルヴァイツで……」

「虐殺の妃殿下」

　誰かが吐き捨てるように呟つぶやいた。

　カノンが肩を震わせて俯うつむく。

　咳せき払ばらいをしたマイヤーは聞こえなかったフリをした。

「ドクター・ビャクダンは亡きヨハネス皇太子の伴侶だった。彼女の作った対吸血鬼戦闘用オートマタは絡から繰くり騎き士し《白びやく檀だん式しき》と呼ばれ、たったの五体だけだ。ムツキ、キサラギ、ヤヨイ、ウヅキ、サツキ。写真を見てもわかる通り、これら五体のみで絡から繰くり騎き士し部隊は編成されていた」

　それは噓うそだ。

　水ミ無ナ月ヅキは知っている。白びやく檀だん春はる海みが作った対吸血鬼戦闘用オートマタは本当は自分を含めて六体だということを。

　睦ム月ツキ、如月キサラギ、弥生ヤヨイ、卯ウ月ヅキ、皐サ月ツキ、そして水ミ無ナ月ヅキ。

　極東の島国の旧暦はヘルヴァイツでは周知されておらず、水ミ無ナ月ヅキの名に反応されたことはない。仮に知っていたとしても、まさか実戦投入されなかった絡から繰くり騎き士し《白びやく檀だん式しき》の六体目が人間に紛れて生活しているだなんて、思いもよらないだろう。

　写真では、五体の対吸血鬼戦闘用オートマタが等間隔で横一列に並んでいる。年とし恰かつ好こうも見た目もバラバラだが、彼らの胸には同じ徽き章しようが付いていた。

　教科書に載っているモノクロ写真ではわからないが、その徽き章しようが燦さん然ぜんと輝きを放っていたのを水ミ無ナ月ヅキは直じかに見て知っている。

「キミたちも博物館などで、実際に《白びやく檀だん式しき》を目にしたことがあるのではないかね？」

　頷うなずく生徒たちを見渡し、マイヤーは言う。

「現在、ムツキは失われてしまったが、他の四体は展示されている。《白びやく檀だん式しき》は他の対吸血鬼戦闘用オートマタとはコンセプトが根本的に違っていた。彼らのコンセプトを知る者は？」

「……虐殺？」

　後方の生徒が小声で言って、周囲が失笑する。

　マイヤーは無視して続けた。

「答えは暗殺者だ。彼らは巧妙に人間になりきって吸血鬼へ近付き、吸血鬼軍を翻弄した。たった五体でノイエンドルフを奪還した《白びやく檀だん式しき》は、ヘルヴァイツの英雄とまで謳うたわれ……」

「お言葉ですが、先生。虐殺オートマタを『英雄』と仰おつしやるのは、いささか軽率ではないでしょうか」

　派手な黄金色の髪を縦ロールにした女子生徒が挙手をしていた。マイヤーが一瞬詰まった隙に、彼女は巻かれた髪を揺らして立ち上がる。

「《白びやく檀だん式しき》が侵略してきた吸血鬼をどれだけ倒そうと、その後に犯した罪は見過ごせるものではありません。実際、《白びやく檀だん式しき》の暴走の原因とされている波動歯車ハーモニー・ギアの使用は、現在、真っ当なオートマタ技師の間では暗黙のタブーとされています。もっとも、それをあえて使いたがる危険思想の持ち主もいるみたいですが」

　言いながら、彼女の鋭い目がカノンを捉えた。ロックオンされたカノンは身を硬くする。

　縦ロール少女は教室内によく響く声で言い放った。

「《白びやく檀だん式しき》のような虐殺オートマタを、二度とこの世に生み出してはいけない。それが、わたしたちが歴史から学ぶべきことではないでしょうか」

　これが授業中でなかったら、拍手が沸き起こっていただろう。

　俯うつむくカノンとやる気なく頰ほお杖づえをついている水ミ無ナ月ヅキ以外、生徒は皆、神妙な顔で頷うなずいている。

　マイヤーは難しい表情になり、教科書へ目を落とした。

「……ミス・ディンケルの言う通り、《白びやく檀だん式しき》は虐殺オートマタと言われてもおかしくない惨劇を生んだ」

　水ミ無ナ月ヅキが横目でカノンを窺うかがうと、彼女は無表情でノートを見つめていた。

「一九七二年、ケルナーの悲劇。ノイエンドルフ奪還から二年後、ケルナー地方で暴走した《白びやく檀だん式しき》は、三日にわたり人間、吸血鬼問わず虐殺した。製作者であるドクター・ビャクダンも彼らの手によって命を落とし、誰も《白びやく檀だん式しき》を止められる者はいなくなった」

　暴走が起こらなければ、春はる海みはヘルヴァイツを救った技師として後世に讃たたえられただろう。

　けれど、《白びやく檀だん式しき》は暴走してしまった。

　地方都市が丸々一つなくなるくらい人が死に、白びやく檀だん春はる海みの名は英雄を作った技師ではなく、虐殺を生んだ技師として人々の胸に刻まれてしまった。

「吸血鬼を倒すために作られたオートマタが人類の敵に回ったことで、人々は絶望した。ヘルヴァイツはオートマタに滅ぼされると誰もが思ったとき、思いがけない者から助けの手が差し伸べられた。吸血鬼王ローゼンベルクである」

「ですが、先生。ローゼンベルク王はルートヴィヒと共に攻めてきたのでは……？」

「最初こそ、ルートヴィヒ軍と侵攻してきたローゼンベルク軍だが、彼らは対吸血鬼戦闘用オートマタにより撤退を余儀なくされていた」

　チョークの音高く、板書しながらマイヤーは言う。

「そして、《白びやく檀だん式しき》の暴走を機にローゼンベルク王はヘルヴァイツ大公に和解を申し出る。大公がそれを受け入れたことで、人類と吸血鬼は史上初めて手を取り合った」

　皮肉にも、暴走した絡から繰くり騎き士し《白びやく檀だん式しき》を倒すために人間と吸血鬼が協力したのだ。春はる海みが知ったら、どう思っただろう。

「今から七年前の一九七三年、ヘルヴァイツ大公と吸血鬼王ローゼンベルクが交わした和平条約は締結されたこの地の名を取って、イエッセル条約と言われている。主な内容を言える者は？」

「はい。ヘルヴァイツを共和制にしてローゼンベルク王を国政に参加させること、戦闘用オートマタの製造および所持の禁止、ヘルヴァイツ国内において吸血鬼の居住権を認めること、以上です」

「素晴らしい。よく予習してきているようだ」

　重要だから皆も覚えておくように、と付け加えたマイヤーに、生徒たちが一様にペンを走らせる。

　水ミ無ナ月ヅキだけは頰ほお杖づえをついたまま窓の外を見ていた。

　穏やかな午前の陽ひ射ざしが降り注ぐ街並みは静かで、悲鳴も銃声も聞こえない。空は黒煙や粉ふん塵じんを知らないかのように、どこまでも高く青く澄み切っていた。

「吸血鬼と共同戦線を張り、《白びやく檀だん式しき》を破壊したヘルヴァイツは国名をヘルヴァイツ共和国と改め、人類と吸血鬼が平等に暮らす世界で唯一の国家となった。だから、このクラスにもいるだろう？　人間と吸血鬼が両方」

　──一時の方向に敵三体、三時の方向に敵一体、五時の方向に敵二体。

　頭の中では何度も殺している。壊されずに取り残されてしまった対吸血鬼戦闘用オートマタは、脳内だけで吸血鬼を殲せん滅めつする。

　マイヤーは笑顔で授業をこう締しめ括くくった。

「吸血鬼王ローゼンベルクの庇ひ護ごを得たヘルヴァイツ共和国は、他の吸血鬼から侵略される脅威もなく、今世界で最も平和な国と言われている。キミたちもそのことを誇りに思い、人類と吸血鬼の発展に貢献するように」

　平和すぎるのだ、この国は。
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　吸血鬼の平熱は二十五度だ。

　外見的には人間と変わらない彼らも、体温を調べれば一発でわかる。

　だから、対吸血鬼戦闘用オートマタの目には赤外線サーモグラフィがついている。体温で人間か吸血鬼かを判別し、後者だけを殺害するようプログラムされているのだ。

　放課後、廊下の壁にもたれた水ミ無ナ月ヅキは、前を通る吸血鬼の生徒相手にひたすら戦闘シミュレーションを繰り返していた。

　人間と吸血鬼が共存する未来など、誰が予測できただろうか。少なくとも水ミ無ナ月ヅキが春はる海みに作られた十年前は考えられなかった。当時は《白びやく檀だん式しき》だけではなく、様々な対吸血鬼戦闘用オートマタがあった。人類の敵である吸血鬼を倒すために誰もが躍起になっていた。

　それが今では、戦闘用オートマタをすべて壊して吸血鬼と和平を結び、みんなで仲良くしましょうなどと言っている。

　吸血鬼の抹殺という使命を取り上げられた水ミ無ナ月ヅキには、やることがない。空虚なのだ。毎日、ただカノンに起こされて意味もなく連れ歩かれるだけ。

　もどかしい。自分はこんな平和を享受するために作られたのではないのに──。

　ガチャ、とドアが開く音がした。教室から出てきたマイヤーが水ミ無ナ月ヅキを認め、朗らかに笑いかける。

「やあ、キミのお姫様を借りて悪かったね」

「従姉いとこです」

　にこりともせず訂正した水ミ無ナ月ヅキに、マイヤーが苦笑した。

　周囲には、カノンと水ミ無ナ月ヅキは従い姉と弟こということにしている。それは、何かと事情を知るマイヤー相手でも例外ではない。

　続いて教室から出てきたカノンに、マイヤーは大柄な身体を丸めて囁ささやく。

「困ったことがありましたら遠慮なく頼ってください、ミス・ザンデルホルツ。そのために大公から命を受けた私がいるのですから」

「ありがとうございます、先生。でも、学校での後見人になっていただいているだけで、わたしは十分です」

　カノンの硬質な声音に、マイヤーは眉をハの字にした。

「ですが、あまり級友ともうまくいっていないご様子……」

「ご心配は無用です。わたしには水ミ無ナ月ヅキがいますので」

　マイヤーのもの言いたげな視線が水ミ無ナ月ヅキを掠かすめた。

「……その件に関しては、大公も心配なさっていました。年頃の男女が二人きりで、一つ屋根の下に住むなどと……」

「今さら、そんなことの心配ですか？」

　強い声にマイヤーが口を噤つぐむ。

　白銀の少女は凜りんとした空気を纏まとい、マイヤーの目を真まっ直すぐに見つめていた。

「母が虐殺の妃殿下って世間の非難を浴びたとき、母とわたしを即座に切り捨てた大公家が、何を心配することがあるんですか？」

　ごく一部の人しか知らないが、カノンの母親は白びやく檀だん春はる海みである。

　彼女の本名はカノン＝ザンデルホルツではない。

　ヘルヴァイツ大公の長男、故ヨハネス皇太子と春はる海みの実娘がカノンだ。本来なら彼女は公女プリンセスと呼ばれ、宮殿で育つはずだった。

　十五歳の少女らしからぬ気迫を受けて、マイヤーは目を伏せた。

「……とにかくお気を付けください。まだ世間から反感の強いドクター・ビャクダンの忘れ形見と知られれば、貴女あなたは大勢の人に命を狙われます。くれぐれも貴女あなたの出自が洩もれることがありませんように」

「ご忠告だけは頂戴しておきます」

　冷淡に言ったカノンはマイヤーに背を向けた。水ミ無ナ月ヅキへ駆け寄る。

「話は終わった。帰ろう」

　複雑な表情のマイヤーに見送られ、二人は廊下を歩く。

「さっきのマイヤー先生の呼び出しだけど、高校生オートマタコンテストに挑戦しないかって言われたの」

　水ミ無ナ月ヅキが訊きいてもいないのに、カノンは勝手に話し始めた。前からやってきた吸血鬼の生徒グループに油断なく気を配りつつ、水ミ無ナ月ヅキは首を傾かしげる。

「高校生オートマタコンテスト？」

「国が主催している、高校生チームだけが参加できるオートマタコンテストのこと。ヘルヴァイツ中の高校が、各一体、オリジナルに製作したオートマタを出し、そのアイデアや独創性を競うの。たくさんの企業やマスコミが見に来て、優秀な作品には商品化のオファーがあったり、優勝したチームの生徒には、名門大学へ特待生入学が約束されたり」

「メリットだらけというわけか。やればいいんじゃないか」

「簡単に言うけど、希望すればコンテストに出られるわけじゃない。コンテストに出せるオートマタは各校から一体だけ。その高校の代表になるから、本選の前に校内での選考を勝ち抜く必要がある」

「出場したい生徒も多いだろうしな」

　ヘルヴァイツにいる人間の学生は、大概、オートマタ技師を目指している。

　吸血鬼が世界各国で侵略を続けている現在、世界の人口は減少しつつある。その労働力不足からオートマタ産業は堅調に拡大を続け、技師は世界中で求められていた。

「うん。毎年、うちの学院では希望者が多いから、まずクラスの代表を決めて、そこから校内選考が行われるみたい。代表を選ぶ学級会が一か月後にあるから、コンテストに出るなら設計図を提出してほしいって」

「そうか。ま、せいぜいガンバレ」

「せっかくだけど、断った」

　は？　と水ミ無ナ月ヅキは隣を見た。表情の硬い少女の横顔からは真意が読み取れない。

「おまえのことだから、てっきりコンテスト出場を目指すものと思ったが」

「わたしだって一流の技師を目指しているし、コンテストには出たい。お母さんも高校生のとき出場した、歴史あるコンテストだし。でも、たぶん無理」

「無理？　何な故ぜだ？」

　昇降口を出たところで水ミ無ナ月ヅキは窓の開く音を捉えた。ちら、と目線を上げて確認する。問題ない。

　水ミ無ナ月ヅキは庇ひさしの下へ退避し、カノンの行く先を静観する。

「それは……」

　バシャッと。言っている途中でカノンに大量の水が降り注いだ。

「まあ、手が滑ったわ！　ごめんなさいねえ」

　誠意の欠片かけらもない、わざとらしい声も投げられる。

　カノンの真上にある窓には、バケツを持つ複数の女子生徒がいた。全員、人間だ。その中には、授業中にカノンへ敵意を向けてきた縦ロール少女、ディンケルもいる。

「誰かと思ったら、波動歯車ハーモニー・ギアしか使わないミス・ザンデルホルツじゃない。ノートまで濡ぬれちゃったかしら。でも、虐殺オートマタの設計図なんて捨てたほうがいいから、よかったわよね？」

　カノンは応えない。長い髪や制服からポタポタと水滴を垂らし、沈黙する。

　ディンケルは、ふん、と鼻を鳴らすと、窓をぴしゃりと閉じた。ボリュームのある縦ロールを翻し、取り巻きの女子をつれて去っていく。

　周囲の下校している生徒たちからクスクスと忍び笑いが聞こえた。

　ややあってカノンは口を開く。

「……水ミ無ナ月ヅキ」

「何だ？」

「気付いてたよね、水」

　カノンが非難たっぷりに水ミ無ナ月ヅキを見る。水ミ無ナ月ヅキは悪びれもせずに答えた。

「無論、気付いていた。落下してくる水を俺は視認している」

「だったらなんで教えてくれないの。ずぶ濡ぬれなんだけど！」

「問題ない。時間が経てば水は乾く。危険なものではない」

「ああ、もう、気がきかないんだから」

　嘆いたカノンは回れ右をする。

「帰る方向が違うぞ？」

「こんなビショビショのままで帰れない。ジャージに着替えてくるから待ってて！」

　そう言うカノンの制服はしっかり濡ぬれていて、白いブラウスは透けて薄い胸にぺったり張りついている。

　水を滴したたらせて校舎へ駆けていく後ろ姿を水ミ無ナ月ヅキは見送った。

　別に気がきかないわけじゃない。単にカノンを助ける気がないだけだ。

　水ミ無ナ月ヅキはカノンが気に入らない。

　いくら周囲から何を言われ何をされようとも、彼女は決して反論したり立ち向かったりしない。貝のように口を閉ざし、されるがままになる。そうすることがまるで贖しよく罪ざいであるかのように。

　春はる海みの作った《白びやく檀だん式しき》が暴走して多くの人間を殺したのは事実だ。カノンは春はる海みの娘であることに負い目を感じているのだろう。

　だが、《白びやく檀だん式しき》の暴走に関してカノンにどれだけの責任があるというのか。こんな嫌がらせをされて黙っている謂いわれなどない、と水ミ無ナ月ヅキは思う。

　きっと彼女は諦めているのだ。母が侮辱されるのも、自分が虐しいたげられるのも、悔しくも何ともないのだろう。反抗しないのはそういうことだ。母と《白びやく檀だん式しき》の非を周囲から言われるがままに受け入れ、世間と戦うことを放棄しているカノンの姿勢が、水ミ無ナ月ヅキには理解しがたいし腹立たしい。

　傾いた太陽が水ミ無ナ月ヅキの影を長く伸ばす。

　下校する生徒たちの喧けん騒そうが響く中、無気力な絡から繰くり少年は一人、虚ろな表情で立ち尽くしていた。










「問題は、高校生オートマタコンテストは三人一チームでしか出場できないの」

　ジャージに着替えてきたカノンは、帰る道すがらそう言った。

　彼女は雑貨店で急きゆう遽きよ買ったタオルで髪を拭いている。標高が高いヘルヴァイツでは、十月下旬に初雪が見られるほどだ。髪が濡ぬれていれば間違いなく風邪を引く。

　わしゃわしゃとタオルで頭を拭いたカノンは、今度は忙しく手て櫛ぐしで髪を梳すき始はじめた。カバンから手鏡を出して白銀を整えながら言う。

「コンテストに出るなら、わたしと水ミ無ナ月ヅキの他にもう一人、協力してオートマタを作ってくれる生徒を探さないと」

「いつ俺が協力すると言った？」

「手伝ってくれたっていいはず。優勝したら賞金が出るって知ってる？　そうしたら水ミ無ナ月ヅキの部品を新しくできるんだよ」

　手鏡を仕舞ったカノンは、藍色の瞳にふっと異様な光を灯す。

「……どこを新しくしようかな、ふふ。まず、人工皮膚をスベスベお肌にグレードアップして、女の子用の黒目が一回り大きい人工眼球にして、髪の毛もいろんな髪型ができるように長くして、ふふふふふ……」

　明らかに危ない雰囲気を放つ少女に、水ミ無ナ月ヅキは焦あせって叫ぶ。

「やめろやめろやめろ！　今、意地でも協力しないと決めた！」

「むぅ、じゃあ何だったら水ミ無ナ月ヅキは協力してくれるの？」

「決まっている。人工筋肉を最新モデルにしろ。いつまで俺に十年前の旧型人工筋肉をつけておくつもりだ？」

「えー、気乗りしない。そんな可愛かわいくないグレードアップ」

「おまえは俺を何用と思ってるんだ！　可愛かわいくなんかするな！　とにかく強くしろ！　でなければ、おまえに協力はしない」

「仕方ない。水ミ無ナ月ヅキのやる気を優先して、賞金は人工筋肉の購入費に充あてるということで」

　捕らぬ狸たぬきの皮算用に決着がついたところで、カノンはそっと息をついた。一転して真摯な表情になると、少女は口を開く。

「わたしはコンテストの作品に波動歯車ハーモニー・ギアを使いたいと思っている。マイヤー先生はそれをやめさせたいみたいだけど、わたしの気持ちは変わらない。作るなら、お母さんの設計図から学んだ波動歯車ハーモニー・ギアがいい」

　春はる海みとの関係性は隠しているものの、入学早々、カノンはオートマタ工学の授業で波動歯車ハーモニー・ギアを使った設計図を披露してしまったのだ。それを機にクラスメートからのイジメが始まったが、カノンはまだ頑としてそれに拘こだわっている。

　歯車ギアとは、ゼンマイに直結してオートマタを動かす重要な部品パーツである。歯車ギアがなければオートマタは指一本動かせない。

「だけど、世間は波動歯車ハーモニー・ギアを認めてくれない。クラスみんなの態度を見ればわかるよね。波動歯車ハーモニー・ギアが使われていたら、それは虐殺オートマタと言われる。それを作った人は虐殺技師と非難される。コンテストでわたしに協力してくれる生徒が見つかるとは思えないの」

《白びやく檀だん式しき》に使われていたことで、波動歯車ハーモニー・ギアは人類を滅ぼしかねない危険な歯車ギアの代名詞になってしまった。波動歯車ハーモニー・ギアは使わない、作らない、取引しない。それが現在のオートマタ業界の風潮なのだ。

　ヘルヴァイツの人々にとってオートマタは身近であるが故に、彼らはケルナーの悲劇が再び繰り返されるのを何よりも恐れている。

　波動歯車ハーモニー・ギアイコール虐殺、という世間一般の図式が変わらなければ、カノンに協力する生徒は現れないだろう。

　最新の人工筋肉搭載はどうやら無理そうだな、と水ミ無ナ月ヅキが肩を竦すくめたとき。

　バアァン、と衝撃音がした。

　すぐ横の工事現場からだ。水ミ無ナ月ヅキとカノンが首を回すと、何十体もの工事用オートマタが作業しているのが見えた。けれど、どうも様子がおかしい。

「何だ、あれは？　最近の工事は鉄骨を振り回すのか？」

「そんな工事あるわけない。あれはただ暴走してるだけ」

　二人が会話している間も、オートマタたちは鉄骨を地面に叩たたきつけたり、資材を放り投げたりしている。

　工事現場の隅では、拡声器を持った男性がひたすら「オーダー、止まれ！」と繰り返していた。おそらく現場の監督者で、あのオートマタたちの所有者登録をしているのだろう。しかし、彼らは強制命令オーダーに従わない。

　匙さじを投げた監督者は拡声器を放り、逃げ出した。

　通行人が「オートマタの暴走だ！　軍を呼べ！」と叫ぶ。

　カノンが水ミ無ナ月ヅキの腕を引いた。

「早く行こう、水ミ無ナ月ヅキ。近くにいると危ない」

「……あれなら戦ってもいいよな」

　カノンの手を払い、水ミ無ナ月ヅキは呟つぶやいていた。

「え？」

　ぎょっとしてカノンがこっちを見る。だが、水ミ無ナ月ヅキは暴れるオートマタから目を離せないでいた。

　オートマタは古くなれば暴走する可能性があるものだ。暴走した時点で彼らは破壊される運命にある。人に害をなすものとして、民間人の手に負えなければ共和国軍が出動して、彼らは徹底的に壊されるのだ。

　──つまり、『敵』と同じ扱いだ。

　そう思った瞬間、衝動が駆け巡る。水ミ無ナ月ヅキは持っていたカバンを放った。

「暴走オートマタを止めてくる」

「何言って──水ミ無ナ月ヅキ!?　ダメ！　待って！」

「問題ない。どうせ壊すんだろ！」

　後ろで叫ぶカノンを無視し、水ミ無ナ月ヅキは工事現場へ走り出していた。

　立入禁止と書かれたバリケードの隙間から、いざ戦場へ。

　早速、鉄骨を抱えた工事用オートマタが前方に立ちはだかる。

　体長二メートルほどの屈強な男性の姿をしたそれは、水ミ無ナ月ヅキも知っている型だった。

　製品名、《怪力無双ヘラクレス》。筋骨隆々とした肉体が特徴で、異様に長い腕は下ろすと足首まで届く。名前が示す通り腕力と頑強さに優れ、戦時中はこれを改造した対吸血鬼戦闘用オートマタもあった。どれだけの戦果を上げたかは、《白びやく檀だん式しき》以外が話題にならない時点でお察しの通りだが。

　対たい峙じすると、両者の体格差は歴然としていた。

　けれど、水ミ無ナ月ヅキは怯ひるまない。

　──『敵』を認識。戦闘モードへ移行──

　頭の中のプログラムが無機質に告げる。

　刹那、思考が、視界が、切り替わっていく。

《怪力無双ヘラクレス》が鉄骨を豪速で振り下ろす。

　それを最低限のモーションで回避した水ミ無ナ月ヅキは、長い腕の内側へ飛び込んだ。《怪力無双ヘラクレス》の足を払う。

　当然、工事用オートマタは足払いをかけられることなど想定されていない。

《怪力無双ヘラクレス》はいとも簡単にひっくり返り、地響きを轟とどろかせた。

　近接戦闘特化型である水ミ無ナ月ヅキは一通り体術をプログラムされている。一度、カノンのイジメに便乗して男子が水ミ無ナ月ヅキに暴行してきたときは、容赦なく使わせてもらった。それ以来、水ミ無ナ月ヅキに手を出す者はいない。

　水ミ無ナ月ヅキはすかさず、仰向けに倒れた《怪力無双ヘラクレス》のマウントを取る。

　振り上げたのは、何も持たない右手。

　次の瞬間、少年の手に第一の暗器──右手首の内側から生える銀の短剣、アサシンブレードが現れていた。

　三十センチほどの刃で、《怪力無双ヘラクレス》の胸を貫く。

　人工皮膚を突き破り、ゼンマイが砕ける手応えがした。

　動力源を破壊されたオートマタに動く術はない。《怪力無双ヘラクレス》は動きをぴたりと止めた。
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　と、背後から重い足音と風切り音。

　瞬間、水ミ無ナ月ヅキは跳躍していた。

　その高さは優に十メートルを超える。

　工事現場の誰よりも高い位置。アルプス山脈の稜りよう線せんにかかる夕陽を浴びて、少年は宙返りをしていた。中途まで組まれた鉄骨や、現在進行形で暴走オートマタに荒らされている資材置き場を一望し、真下にいる次の『敵』に狙いを定める。

　鉄骨を空振りした新たな《怪力無双ヘラクレス》の頭上で、少年は第二の暗器を出現させた。

　普段は左腕に内蔵されている消音器サイレンサー付き四連装拳銃。

　手の甲へ現れた黒光りする銃口を《怪力無双ヘラクレス》へ向ける。

　狙うのは、首筋の所有者認識チップだ。人工頭脳の機能を補助しているチップもまた、オートマタの急所である。

　水ミ無ナ月ヅキの手から銃弾が音もなく放たれ、《怪力無双ヘラクレス》の首筋をズタズタにした。

　──これで二体。

　だが、まだだ。暴走している《怪力無双ヘラクレス》はまだ二十体以上いるのだ。

　着地するや否いなや、旋風つむじのごとく水ミ無ナ月ヅキはオートマタの群れへ突っ込んだ。

　長い腕で鉄骨を振るう巨漢たち。唸うなりを上げて迫るそれらを難なく躱かわし、がら空きの胸へ次々とアサシンブレードを叩たたき込こんでいく。──これで十体。

　破壊したばかりのオートマタの肩を足場に、跳躍する。四連装拳銃のついた左手を一振りし、弾丸をバラまいた。それだけで周囲にいた巨漢は動きを止める。──これで十八体。

　観客がいたら、水ミ無ナ月ヅキはただオートマタの間を駆け抜けたようにしか見えなかっただろう。暗殺者として作られた少年は、すれ違いざまの一撃だけで敵の急所を的確に破壊していた。

　なす術もなく暗器の餌え食じきになった《怪力無双ヘラクレス》は、倒れていく。

「これで二十五体……！」

　視界に映る最後の《怪力無双ヘラクレス》の胸をアサシンブレードで穿うがった水ミ無ナ月ヅキは、バラバラに散らばっている資材の中で振り返った。

　今しがたゼンマイを破壊された巨漢の背中がゆっくりと傾かしいでいく。

　轟ごう音おんと共に二十五体目の暴走オートマタが地面へ沈んだ。

　圧巻だった。

　停止した《怪力無双ヘラクレス》たちは累るい々るいと亡なき骸がらを晒さらしている。今、立っているのは水ミ無ナ月ヅキだけだ。完全なる勝利。

　けれど、少年の表情は曇っていた。

「……俺がしたかったのは、こんなことじゃない」

　行き場のない虚無感が胸を苛さいなむ。

　自らやったことだが、ぽっかりと心に穴が空いていた。

　得意になって工事用オートマタを倒した自分がひどく惨みじめに思え、水ミ無ナ月ヅキは目を伏せる。

　そのとき。

「わたくしたちは共和国軍ですわ！　誰かいたら返事をなさい！」

　凜りんとした声が響き渡った。

　ざあっ、と一陣の風が吹き、荒廃した工事現場に砂さ塵じんが舞い上がる。その中、夕陽よりも鮮烈な紅あかが水ミ無ナ月ヅキの目を灼やいた。

　燃えるような赤い髪。

　軍人には不釣り合いな長い髪をなびかせた少女が、圧倒的なまでの存在感でそこにいた。彼女の後ろには機関銃を持った女性の兵士たちが整然と控えている。兵士たちの胸元には赤い花を模かたどった徽き章しようが付いていた。

　……世の中、変わったもんだ。

　年寄りくさい感想を抱いた水ミ無ナ月ヅキは、工事現場から退散すべく踏み出す。と、不意に足元でガラ、と資材が音を立てた。

　弾はじかれたように紅髪の少女がこっちを見る。

　水ミ無ナ月ヅキを認めた彼女は、人がいるとは思っていなかったのか、目を丸くした。

　一方で、関わりたくない水ミ無ナ月ヅキは無視して行こうとするが、

「待ちなさい。あなた、工事の関係者ではないわね。どうしてここに？」

　機敏に回り込まれてしまった。

　隊長と思しき少女の動きに対応して、兵士たちが即座に水ミ無ナ月ヅキを取り囲む。機関銃がずらりとこっちを向いた。

　立ち塞がっている少女を水ミ無ナ月ヅキは渋じゆう面めんで見つめる。

　年の頃はカノンと変わらなさそうだ。だが、身体の凹凸はかなり違う。徽き章しようがたくさん付いた軍服の胸元ははちきれんばかりに膨らみ、サーベルをさした腰はキュッとくびれている。大粒のルビーのような紅あかい瞳は強気な光を放っていて、水ミ無ナ月ヅキを捉えて離さない。

「俺はただの通行人だ。暴走オートマタに興味があったから、近くで見たかっただけで」

「暴走したオートマタを近くで見たいですって？　自殺行為だわ！」

「ああ、以後は気を付ける」

　少女を適当な噓うそであしらい、逃れようとするが、

「それで、これは一体、どうやってやったのかしら？」

　紅あかい瞳が転がっている《怪力無双ヘラクレス》たちを映し、水ミ無ナ月ヅキへ返ってくる。

　機関銃の銃口は退く気配がない。

「これ、とは何のことだ？」

「とぼけるのはよしなさい！　わたくしを誤魔化そうったって、そうはいかないわ」

　軍服の少女はサーベルを抜き、水ミ無ナ月ヅキへ突きつけてきた。

「暴走したオートマタは誰かが破壊しない限り、止まらないのよ。ここにいるのがあなただけである以上、あなたがこのオートマタを止めたのでしょう？」

「俺は知らんな。先に来た部隊が止めたんじゃないのか」

「いいえ、通報で駆けつけた共和国軍は、わたくしたちが最初よ。謙遜しなくてもいいでしょう。暴走オートマタを止めたのは立派なことだわ。見たところ、武器も持っていないようだけど、それでどうやって暴れる《怪力無双ヘラクレス》を止めたのかしら？」

「だから、俺じゃないと言っている」

　うんざりしつつ、水ミ無ナ月ヅキはあくまでシラを切る。

　暴走オートマタを止めたのは立派かもしれないが、止めた手段はとても言えたものではないのだ。なんせ、水ミ無ナ月ヅキは存在自体が違法なのだから。

「《怪力無双ヘラクレス》は力が強いから、暴走したら手に負えないのよ。それを銃も持たずに止めてしまうなんて、それも、あなたみたいな細い男の子が……」

　不意に何かに気付いたように、少女の目が鋭くなった。

「待って。まさかあなた、もしかしてとは思うけど……」

　──まずい。俺の正体を勘付かれたか？

　十年前とはいえ、ヘルヴァイツの存亡をかけて作られた水ミ無ナ月ヅキは特殊な人工頭脳が搭載され、会話からオートマタとバレることはない。だが、暴走オートマタを身一つで止めてしまうのは人間業ではない。

　この相反する事実を繫つなぎ合あわせると、水ミ無ナ月ヅキの正体は容易に絞り込める。

「まさかね。でも、確かめてみるまではわからないわ。何よりわたくしの勘がそうだと告げているもの。もしそうだとしたら大発見だわ」

　興奮したように独りごちる少女。異様なまでに瞳を輝かせ、彼女は水ミ無ナ月ヅキへにじり寄る。思わず水ミ無ナ月ヅキは一歩、後あと退ずさっていた。

　面倒なことになったな。なんとかしてこの場から脱出を──。

　逃げる算段を立てていたとき、ドオオォォン！　と近くにあった鉄骨の山が崩壊した。その中から《怪力無双ヘラクレス》が立ち上がる。

　少女の目がそちらを向いた。

「まあ、まだ残っていたのね！　総員、攻撃準備！」

　暴走した《怪力無双ヘラクレス》は長い腕で鉄骨を、水ミ無ナ月ヅキたち目掛けて振り下ろす──。

　銃口の包囲から解放された水ミ無ナ月ヅキは、その隙に少女から逃げ出した。

「あっ、あなた待ちなさい！　くっ、この邪魔なオートマタめ！　攻撃開始！」

　少女の制止と機関銃の銃声を背中で聞きながら、水ミ無ナ月ヅキは走る。

　工事現場の出口には、たくさんの野次馬に混じってカノンが右往左往していた。水ミ無ナ月ヅキを認めるなり、彼女は目を怒らせる。

「水ミ無ナ月ヅキ！　どうして勝手に……！」

「話は後だ。逃げるぞ」

「え、水ミ無ナ月ヅキ!?」

　カノンが言ったときには、少年は彼女の横を風のごとく走り抜けていた。一瞬、きょとんとしたカノンだったが、すぐに彼を追う。

「待って、水ミ無ナ月ヅキ！　なんで！　どうして、走るの……」

　水ミ無ナ月ヅキは暗殺者に相応ふさわしい動きで野次馬の隙間を縫う。息も絶え絶えなカノンの声を後ろで捉えるものの、足は止めない。

　逃げる最中、水ミ無ナ月ヅキは群衆の口から《赤の乙女部隊スカーレット・メイデン》という言葉を聞いた。どうやらあの少女が率いる部隊はそんな名がついているらしい。

　大層な人垣から抜け出した水ミ無ナ月ヅキは、やっと立ち止まる。

　振り返ってみるが、軍服が追ってきている様子はない。

　よし、逃げ切れたな。

　確信して一息ついたところで、人垣からひょこっと白銀の頭が現れた。群衆にもみくちゃにされたカノンの長い髪は乱れ、足取りはおぼつかない。

「なんなの、水ミ無ナ月ヅキ……いきなり走って……」

「軍の一人に俺の正体を勘付かれたから、逃げた」

　途端にカノンが「えっ!?」と顔を上げた。鬼気迫る勢いで水ミ無ナ月ヅキに詰め寄る。

「何やってるの!?　正体がバレたらマズいって、いつも言ってるのに。どうするの！」

「だから、逃げた。問題ない」

「問題ある！　逃げれば済む話じゃない！」

「問題ない。あいつは残っている暴走オートマタの相手で、俺を追う余裕はなかったようだ」

　カノンが愚かな生き物を見るような目になった。

「……その暴走オートマタを止めたくなる癖、どうにかしてよ。水ミ無ナ月ヅキはもう軍には属していないんだから、共和国軍を手伝わなくていいの」

「誰が共和国軍を手伝うか。俺はそんなつもりじゃない」

　嫌けん悪お感かんすら滲にじませて言った水ミ無ナ月ヅキに、カノンが怪け訝げんな顔になる。

　水ミ無ナ月ヅキは軍服の少女を思い出していた。視覚的には紅あかい少女だったが、サーモグラフィを通すと彼女の真実が見える。

　三十五度以上は赤、二十五度以下は青。彼女の顔は真っ青に表示されていた。

「軍に吸血鬼がいるなんて、世の中、変わったもんだ」
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　夕食はシチューだった、らしい。

　例のごとく食事を拒否した水ミ無ナ月ヅキは、自室で寝転がってテレビのニュースを見ていた。

　吸血鬼王ルートヴィヒによる北欧への侵攻が始まって十日。戦況は吸血鬼軍の優勢。今月中にも陥落か。吸血鬼の属国で十五回目の人身納税。各地で嘆きの声。ヴァンパイア至上主義過激派ルートヴィヒ王弟ヴィルヘルムがヘルヴァイツに不法入国。ヴァンパイア革命軍によるテロへの警戒を強め、軍を各地に配備……。

　水ミ無ナ月ヅキには起動されなかった空白の十年間がある。その間にヘルヴァイツ国内での人間と吸血鬼の戦争は終わり、国の情勢は一変してしまった。三か月前に目覚めさせられたばかりの水ミ無ナ月ヅキは、世情を知るためニュースを見るのが欠かせなかった。

　コンコン、とノックがした。

「水ミ無ナ月ヅキ、入ってもいい？」

　カノンの声だ。

　水ミ無ナ月ヅキはカノンの所有物なのだから勝手に入ってきてよいのに、彼女は必ずこうして入室の許可を求める。一度、何な故ぜそんなことをするのか訊きいたら、「お、男の子の部屋をノックもなしに開けられるわけないっ！」と顔を赤くして言われた。理解不能である。

　ドアを開けると、作業着のつなぎに身を包んだ少女がいた。

　嫌な予感が走る。

「水ミ無ナ月ヅキ、今日こそは許さないから。正体がバレるのは、わたしたちにとって絶対に避けないといけないってわかっているはず。勝手なことをするなら……」

「待て。おまえの手にあるそれは何だ？」

「水ミ無ナ月ヅキの睫まつ毛げだよ！　これをつければ、水ミ無ナ月ヅキは今よりもっと目がぱっちりに見えて、可愛かわいくなれるんだよ！　よかったね！」

「よくない!!」

　水ミ無ナ月ヅキは睫まつ毛げから逃れるように、ずざざっと後あと退ずさった。

　危ない雰囲気を放つカノンは、水ミ無ナ月ヅキを逃がすまいと室内へ入ってくる。両の瞳は爛らん々らんと輝き、妖しく歪ゆがんだ口の端はにはヨダレが光っていた。……絶対にこれはヤバい！

　身の危険を覚えた水ミ無ナ月ヅキは退路を探すも、室内はそう広くない。すぐに部屋の隅へ追い込まれる。

「ダメよ、水ミ無ナ月ヅキ。これはお仕置きなんだから。自分がどれだけ大変なことをしたのか、きちんと身体で理解してもらわないと、ふふ……」

「やめろ……口頭による注意勧告を要求する！」

「それで言うことを聞かないから、最終手段に出ているの。前に言ったはず。水ミ無ナ月ヅキが勝手なことするなら、わたしも勝手にするって」

「あれは、勝手に俺を改造するって意味だったのか！　くそ、想定していなかった……」

「あー楽しみだなあ。ふふふ、水ミ無ナ月ヅキに新パーツ追加。どれだけ水ミ無ナ月ヅキは可愛かわいくなるかなあ、ふふふふふ……」

「カノン、正気に戻れ。今のおまえは正常な状態じゃない」

「わたしはいつだって正気だよ。その証拠に水ミ無ナ月ヅキのお洒落しやれパーツ開発は超☆順調だよ！」

「くだらんパーツより、筋肉を開発しろ！　筋肉を！」

　吠ほえる水ミ無ナ月ヅキにも、オートマタマニアの本性を露あらわにしたカノンは取り合わない。ニタニタと妖しい笑みを顔中に浮かべ、少女は目でベッドを示した。

「さあ、横になって、水ミ無ナ月ヅキ。ついでに内部の手入れもするからね」

「俺のゼンマイはエーデルライト九五〇だ。不眠不休で最低ひと月は動く。毎晩眠らせて手入れする必要がどこに……」

　瞬間、緩み切っていたカノンの表情が一変した。

「何をバカなこと言ってるの!?　一日稼か働どうさせた歯車ギアはオイルで手入れするのが常識、というかオートマタの所有者マスターとして果たすべき最低限の義務。日々の怠慢が錆さびの原因になることを知らない人が多すぎる。どうして所有者マスターの手入れが法律で義務付けされていないのか、わたしは常々疑問に思っているんだけど」

「……ああ、また変なスイッチを押してしまった……」

「水ミ無ナ月ヅキは自分にどれだけ貴重な歯車ギアが入っているか自覚がない。波動歯車ハーモニー・ギアは今、なかなか手に入らない貴重品。それが錆さびたら取り返しがつかない。しかも今日は戦っているから、修復しないといけないパーツもあるはず。チェック項目は、人工皮膚の擦傷がないか、神経ケーブルの断線がないか、あとは、『血』の補充だって……」

「わかった！　わかったから、いい加減黙れ！」

　このまま放っておいたら延々と少女の話を聞かされる羽目になるのだ。一度、夜通し歯車ギアについて語られた水ミ無ナ月ヅキは知っている。こうなったらカノンは手に負えないのだ。

　すべてを諦めた水ミ無ナ月ヅキがベッドに横たわると、カノンが傍かたわらに跪ひざまずく。顔を覗のぞき込こまれた。

　少女の面影が、母のそれと重なる。

　──だから、眠るのは嫌なのだ。最後に見た春はる海みの寂しげな眼まな差ざしと、捨てられたときの絶望を思い出すから。

「おやすみなさい、水ミ無ナ月ヅキ。よい夢を」

　マスターの声紋で終了命令シャットダウンを認識。水ミ無ナ月ヅキは抗あらがいようもなく、意識を深い深い闇へと落とした。
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　……目ま蓋ぶたが微妙に重い。

　睫まつ毛げを増量された水ミ無ナ月ヅキは、翌日もカノンと登校していた。水ミ無ナ月ヅキの目元にちらちらと視線を走らせるカノンは、嬉うれしそうにしている。

　対する水ミ無ナ月ヅキは、いつも以上に不機嫌丸出しの仏ぶつ頂ちよう面づらだった。

「もう、そんな表情しない。せっかく綺き麗れいな顔してるんだから」

　カノンの言葉に水ミ無ナ月ヅキはヒクっと頰を引きつらせる。

「誰のせいだと思っている。こんな変なパーツ追加しやがって……」

「変じゃない。水ミ無ナ月ヅキはちゃんと可愛かわいくなってるよ。自信持って！」

「それが嫌だっつってんだろ！」

　しかめっ面つら全開で水ミ無ナ月ヅキは校舎へ入る。そのとき、二人の前を生徒の集団がバタバタと駆けて行った。

　カノンが小首を傾かしげる。

「なんだか校内が騒がしい……？」

　カノンの言う通り、妙に浮き足立った生徒たちがいる。彼らの言葉を拾ってみると、

「どうやら、うちの学院に王女が来たらしいぞ」

「王女？」

「だが、今のヘルヴァイツは共和制だし、ヘルヴァイツには大公しかいないはずだが」

「王と言ったら、吸血鬼王のこと。吸血鬼の中には王族と言われる特別な一族がいて、普通の吸血鬼にはない力を持っているらしい」

「王族の力の話は交戦した兄姉きようだいから聞いたことがある。ということは、王女というのは吸血鬼王ローゼンベルクの娘か」

「おそらく。ヘルヴァイツにいる吸血鬼王はローゼンベルク王だけだし。でも、なんで王女様がいきなりうちの学校に来たんだろ？」

「問題ない。王族だろうが、敵は必ず仕留める」

「何度言ったらわかるの、水ミ無ナ月ヅキ。ヘルヴァイツでは、もう人間と吸血鬼は敵対していないの」

　廊下を曲がったとき、黒山の人だかりができていて二人は自然と足を止めていた。どうやら王女が来たのは一年生の教室のようだ。

　と、誰かが「紅べに薔ば薇ら少将！　ファンです！　握手してください！」と叫んだ。

　カノンが瞬またたく。

「紅べに薔ば薇ら少将って昨日も見た。《赤の乙女部隊スカーレット・メイデン》のすごい有名人」

「《赤の乙女部隊スカーレット・メイデン》？」

　聞き覚えのある言葉に、水ミ無ナ月ヅキは首を伸ばした。

　そこには昨日遭遇した紅あかい少女の姿が。

　あ、と水ミ無ナ月ヅキが思ったとき、取り囲む人の頭越しに少女がこっちを向いた。その目が見開かれる。

「まずいっ！」

　さっと顔を伏せた水ミ無ナ月ヅキは回れ右をした。

「水ミ無ナ月ヅキ!?」とカノンが声を上げるが、水ミ無ナ月ヅキはそれどころじゃなかった。昨日の今日だ。偶然にしては出来すぎている。

　後ろに集まってきていた生徒たちを強引に押おし退のけ、逃走する。だが、

「見つけたわ！　今度こそ逃がさなくてよ！」

　声が響いた。

　刹那、風を切り、水ミ無ナ月ヅキの眼前に鈍にび色いろが現れる。顔の真横で衝撃音がした。

　突然のことに水ミ無ナ月ヅキは急停止していた。目の前数センチ先には、細長い刀身──サーベルがある。水ミ無ナ月ヅキの行く手を遮るように投とう擲てきされたそれは廊下の壁に突き刺さり、今なおビイィィンと震えていた。

[image: ]

　水ミ無ナ月ヅキはゆっくりと首を回す。

　廊下を埋め尽くす人垣。それが割れた。

　海を真っ二つにした預言者のごとく、道を開けた生徒たちの間を少女は堂々とやってくる。その手には空の鞘さやが握られていた。

　……なんで校内にサーベルを持ち込んでるんだ。

　内心でツッコミを入れている間に少女は水ミ無ナ月ヅキの前まで来る。壁からサーベルを引き抜いて鞘さやに収めると、彼女はにっこりと微笑ほほえんだ。

「また会えたわね。再会できて嬉うれしいわ」

「俺は二度と会いたくなかったけどな。……会いに来たの間違いじゃないのか？」

「ご明察。あれからあなたが着ていた制服を調べて、お父様に頼んでここに転入させてもらったのよ。どう、ここの制服は似合うかしら？」

　肩にかかる長い紅髪を払い、少女は胸を張る。

　抜群のプロポーションだ。似合わない制服などあるはずもない。

　その証拠に、さっきからギャラリー──特に男子生徒の視線は、彼女の豊かな双丘やプリーツスカートから伸びるしなやかな脚に釘くぎ付づけである。生徒がこれだけ集まっているのも、有名人である以上に、彼女自身が魅力的だからだ。

　しかし、水ミ無ナ月ヅキは少女の肢体を注視することなく、無機質に問いかけた。

「それで、そこまでして俺に何の用だ？」

「昨日、確認しそびれたことを確かめにきたのよ」

　水ミ無ナ月ヅキは目を眇すがめた。

「工事現場にあった《怪力無双ヘラクレス》、調べてみたらやっぱり人為的に止められていたわ。ゼンマイやチップがピンポイントで破壊されていたのよ」

　少女は水ミ無ナ月ヅキへ近付くと、その瞳を覗のぞき込こんだ。まるで少年の眼がん窩かに嵌はまる球体の真しん贋がんを見極めるかのように。

　居並ぶ生徒たちの中で、カノンが息を詰めるのが見えた。

「現場を検あらためたけど、あなた以外に人はいなかったわ。他に誰かが立ち入った、という情報もなし。つまり、あなたは二十体以上の暴走オートマタを、何の装備もなくたった一人で破壊したのよ。そして、わたくしの直感が正しければ、あなたは──」

　少女の腕がさっと水ミ無ナ月ヅキの手へ伸びる。

　──どうする、逃げるか？　だが、どこへ？　学校を突き止められている以上、逃げ場はない。今、殺す？　ここじゃダメだ。目撃者が多すぎる。口を塞いでどこかへ連れ去り、始末する？　それもダメだ。俺がこいつを攫さらうのを見られていたら、真っ先に疑われるのは俺だ。そもそもこいつはまだ誰にも俺の正体を言っていないのか？　もしや既に学校は共和国軍に包囲されているのでは？　くそ、結局ここで詰みなのか!?

　一瞬のうちに人工頭脳をフル回転させた水ミ無ナ月ヅキが、覚悟と共に目ま蓋ぶたを閉じたとき、少女は少年の手を握って言った。




「とんでもなく強い人間だわ」




「……………………は？」

　目を開けた。

　ひんやりする手が水ミ無ナ月ヅキの温かい手を包んでいる。間の抜けた声を洩もらした水ミ無ナ月ヅキの目に、少年の手を触って嬉うれしそうにはしゃぐ吸血鬼が映る。

「この体温、やっぱり人間だったわ！　銃も使わず暴走オートマタを倒すなんてヴァンパイアかと思ったけど、妙にそそられたのよね。ヴァンパイアの直感っていうのかしら。全然鍛きたえてないように見えて、すごく強いのね。あなたみたいな人間は初めて見たわ！」

「……」

　視界の端では、カノンが胸に手を当てて深く息をついていた。

　つまり、この王女様は水ミ無ナ月ヅキが人間か吸血鬼かで迷っていたのだ。サーモグラフィを備えている水ミ無ナ月ヅキと違って、普通は触れるまで両者の区別はつかない。少女の頭には人間か吸血鬼かの二択しかなかったようで、オートマタの可能性を疑われたと思ったのは水ミ無ナ月ヅキの早とちりだったのだ。

　覚悟まで決めたのがバカみたいだ。腹立たしくなって水ミ無ナ月ヅキは吸血鬼の手を乱暴に振り払う。

「俺が人間かどうか確かめるためにおまえは転校してきたのか。ご苦労なことだな」

「あら、もちろんそれだけじゃないわ。あなた、名前は？」

「ミナヅキ＝ザンデルホルツ」

「そう。なら、ミナヅキ。わたくしに血を捧ささげなさい」

　周囲がしん、と静まり返った。

　登校してきたばかりの生徒たちの賑にぎやかな声が反響してくる。

　大勢の視線を一身に集めても、少女は何ら臆することなく勝ち気な微笑を浮かべていた。胸を張って水ミ無ナ月ヅキの答えを待っている。

　水ミ無ナ月ヅキはそんな少女を真正面から見返し、言った。

「──断る」

　少女の頰がピクっと動いた。

　話は終わったとばかりに水ミ無ナ月ヅキは歩き出す。石になったみたいに微動だにしない吸血鬼の脇を抜けたとき、カノンがやってきてヒソヒソと囁ささやいてくる。

「み、水ミ無ナ月ヅキ！　今の、どういう意味だかわかってるの!?」

「わかっている。吸血鬼流の愛の告白だろう？　どうやらあいつは俺と交際したいらしい」

　人間と吸血鬼が平等なヘルヴァイツでは、合意なしの吸血行為は違法である。また、人間は吸血鬼の〈魅了シャルム〉を恐れ、恋人くらい親しくないと吸血を許さない。それが「吸血したい」イコール「付き合って」になるのだ。

　……というのを、カノンに無理やり鑑賞させられた恋愛映画で最近知ったばかりである。カノンは時折、自分の趣味を押しつけてくるのだ。

「わかってるなら、さっきの言い方はひどい。もっと相手を思いやった断り方をしないと」

「ふん。なら、何と言えばよかったんだ？」

「えーっと、例えば『気持ちはとても嬉うれしいけど、今は誰とも交際する気はない』とか……？」

「内緒話のつもりかしら！　全部聞こえてるわよ！」

　割り込んできた声に水ミ無ナ月ヅキとカノンが目を向ける。

　そこにはわなわなと全身を震わせる吸血鬼少女がいた。彼女は引きつった顔で水ミ無ナ月ヅキを見つめている。

「そういえば、名乗るのをすっかり忘れていたわ。わたくしは吸血鬼王ローゼンベルクの第三王女、リタ＝ローゼンベルクよ。共和国軍特別機動部隊《赤の乙女部隊スカーレット・メイデン》の紅べに薔ば薇ら少将とも言われているわ。その上で、もう一度言ってあげる。ミナヅキ、わたくしに血を捧ささげなさい」

「キモチハトテモウレシイケド……」

「わたくしをバカにしているの!?」

　棒読みでカノンの例えを返す水ミ無ナ月ヅキに少女は大噴火した。怒りで顔を真っ赤にすると、嚙かみつきそうな勢いで水ミ無ナ月ヅキに迫る。

「断るとはいい度胸ね、ミナヅキ。だけど、あなたに拒否権はないのよ。わたくしはあなたの意志を訊きいているのではなく、命令しているの。あなたのすべてをわたくしに捧ささげなさい、とね」

　吸血鬼に血を吸われるとはそういうことだ。血だけではなく、身も心もすべて吸血鬼に委ねることになる。そうできる力が吸血鬼にはある。

「あなたはわたくしのものになれるのを光栄に思って、素直に身を委ねればいいだけ。心配しなくても悪いようにはしないわ。わたくしと交際できるのだから、あなたにとってもおいしい話でしょう？」

　誘うようにリタは水ミ無ナ月ヅキへ身体を寄せる。大きく開けたブラウスの胸元からは魅惑の谷間が覗のぞき、健全な男子なら間違いなく目が離せなくなるのだが──絡から繰くり少年はそんな絶景に目もくれなかった。

「おまえのものになるとか、勘弁してくれ。想像しただけで気が狂いそうだ」

「なっ……！」

　吐き捨てるように言った水ミ無ナ月ヅキに、リタが驚きよう愕がくする。

「王女だか少将だか知らないが、俺はおまえの命令なぞ聞き入れない。大方、戦闘能力の高い俺を〈魅了シャルム〉して奴隷にしたくなったんだろう。交際なんて建前だ」

　水ミ無ナ月ヅキは戦時中の吸血鬼を知っている。

　彼らは支配した街で人間をことごとく吸血し〈魅了シャルム〉した。そうして操った人間を奴隷として働かせたり、兵士として前線へ送ってきたりしたのだ。

　吸血鬼は〈魅了シャルム〉することを考え、優れた人間を好んで吸血する。それが彼らの習性だ。

　凝然とするリタの耳元で、水ミ無ナ月ヅキは冷徹に囁ささやいた。

「心臓を抉えぐられたくなかったら今すぐ失せろ、吸血鬼。俺はおまえの玩具おもちやにはならない」

　ぴし、とその場の空気が音を立てたようだった。

　リタの表情が消える。

　嵐の前の静けさを彷ほう彿ふつとさせるリタの沈黙に、ギャラリーの何人かが身震いするのが見て取れた。

「……そう、それがあなたの答えというわけね、ミナヅキ」

　リタはことさら静かに言う。

　だが、こっちを見上げた紅あかい双そう眸ぼうは好戦的にギラついていた。

「上等だわ！　心臓を抉えぐるですって？　やれるものならやってみなさい。あなたに勝負を申し込むわ。そこで決着をつけましょう！」

　リタの言葉に火がついたみたいに周囲が騒然となる。

　慌ててカノンが水ミ無ナ月ヅキの腕を引いた。

「いけない、水ミ無ナ月ヅキ。勝負なんてしちゃダメ。今すぐ王女様に無礼な言葉を謝って！」

「あら、謝罪してしまうの？　つまらないけれど、それでもいいわ。当然、償いとして血はもらえるのよね？」

「わっ、わたしの血をあげます！　だから、どうか水ミ無ナ月ヅキの血は……！」

　リタがじろりとカノンを見た。それだけでカノンは蛇に睨にらまれたカエルのように竦すくんでしまう。

「あなたで代用がきくわけないじゃない。わたくしはミナヅキの血が欲しいの。ミナヅキと触れ合って、彼から直じかに吸血がしたいのよ」

　カノンが目に見えて青くなる。リタは水ミ無ナ月ヅキを見つめ、妖よう艶えんに微笑ほほえんだ。その口元から鋭い二本の八重歯が覗のぞく。

「必ずわたくしのものにするわ、ミナヅキ。もう逃がさない」
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『紅べに薔ば薇ら少将リタ＝ローゼンベルクＶＳ極東人少年ミナヅキ＝ザンデルホルツ

　必見！　交際をかけた勝負は本日の放課後、校庭で!!』

　即席で作られたビラは校内の至るところに貼られていた。

　オートマタコンテストに向けたチームメンバー募集の貼り紙より多く見かけることから、いかに注目度が高いか窺うかがえる。学院中がこのイベントを面白がっているのは明白だった。──ただ一人を除いては。

「はあ、どうしてこんなことに……。気が気じゃなくて、今日の授業、全然頭に入らなかった……」

　放課後、廊下を歩くカノンは、ビラを目にしては重苦しいため息を洩もらす。その隣で水ミ無ナ月ヅキは気負うことなく肩を竦めた。

「問題ない。授業がおまえの頭に入らないのは何も今日に限った話じゃないだろう。大概、おまえの記憶メモリーに授業内容は残っていない」

「あのねえ、誰のせいでこんなことになったと思ってるの？　今回のことは全っ部、水ミ無ナ月ヅキが大人しくしてなかったのがいけないんだけど。そこのところ、わかってる？」

「おまえは自分の記憶メモリーが貧弱だというのをもっと自覚したほうがいい。いけないことをした履歴ログが俺の記憶領域メモリーにはないぞ」

「まったく反省してない!?　 どうしてそうなの!?　正体がバレるようなことはしたらダメって、いつも言ってるのに！」

「まだバレてない。今後もバラさない。何か問題があるか？」

　どこか上機嫌に言葉を返す水ミ無ナ月ヅキに、カノンは立ち止まった。ふうっと息をつくと、彼を静かに見据える。

「……ということは、勝負には勝てるわけね？」

　廊下の窓から射さす夕日が華きや奢しやな少年の輪郭を浮かび上がらせる。

　どこからどう見ても軟弱な風体をした彼は、けれど、漆黒の瞳に強い光を宿して肯がえんじた。

「──無論、問題ない」

「王女様はあなたから直接、吸血するのを望んでいる。だけど、あなたの全身に流れる『血』には、吸血鬼にとって猛毒の水銀が含まれている。一口でも吸血されたら、水ミ無ナ月ヅキの正体はすぐバレるんだからね。この勝負には絶対に負けられないの」

　カノンが身代わりまで申し出たのは、単に交際云うん々ぬんの問題ではなく、水ミ無ナ月ヅキを吸血させるわけにはいかない切実な事情があるからなのだ。

「わかっている」

「念のために釘くぎを刺しておくけど、間違っても王女様を殺さないでよ。そんなことしたら、もっと大騒動になる」

「わかっている」

「ならいいんだけど。あと、人間にできない戦い方もダメ。暗器を出しても、人間以上の力を出してもダメ。勝負中に正体がバレたら、結局同じなんだから」

「わかっている」

「それから、あと注意することは……」

「しつこいな。おまえの注意事項は聞き飽きた」

　遮った水ミ無ナ月ヅキにカノンは口を尖とがらせた。

　急にいじらしい表情になった白銀の少女は、キュッと水ミ無ナ月ヅキの制服を摑つかむ。そのまま背伸びして、少年の耳元へ口を寄せた。

「忘れないで、水ミ無ナ月ヅキの持ち主マスターはわたし。絶対、誰にも譲らないから」







　水ミ無ナ月ヅキとカノンが校庭へ行くと、普段と違って、サッカーやハンドボールに興じる生徒の姿はなかった。

　代わりにリタが、闘技場で対戦相手を待つ戦士のように、ぽつねんと立っている。

「来たわね、ミナヅキ。遅いから、怖おじ気けづいて逃げたのかと思ったわ」

　リタは制服ではなく華美な鎧よろいを纏まとっていた。白金のビスチェに紅くれないの布があしらわれており、ドレスのようである。肩や腕、胸元、太ふと腿ももまで大きく露出していて鎧よろいとしては機能性が疑わしいが、吸血鬼の彼女にはこれで十分なのだ。

　水ミ無ナ月ヅキはカノンにカバンを預けると、校庭へ足を踏み入れる。校庭を囲むフェンスは既に見物する生徒でひしめき、校舎の窓からはいくつもの頭が覗のぞいていた。

「逃げる理由がない。俺はむしろ、早くおまえと戦いたかった」

「同感だわ。わたくしも早く勝負を終わらせてミナヅキを吸血したいもの。昨日からずっと楽しみにしていたんだから」

　頰に手を当て、うっとりと言うリタを水ミ無ナ月ヅキは無表情で見つめた。

　──こいつ、いっそのこと人気のないとこで俺の血を飲ませて殺したほうが早いんじゃないのか。

　ギャラリーから少し離れたところにいるカノンをちらりと見ると、水ミ無ナ月ヅキの考えを読んだのかぶんぶんと首を横に振られる。水ミ無ナ月ヅキはリタに目を戻した。

「それで、勝負の内容は？」

「ルールは単純よ。あなたとわたくしが一対一で戦う。武器の種類は問わないわ。わたくしの家の武器庫から一通り揃そろえさせたから、好きなものを使いなさい。自前のものがあるならそれでも構わないわ」

　リタが示した校庭の隅には、剣や槍やり、弓矢、斧おのから銃器まで揃そろっていた。おおよそ思いつく限りの武器はあるだろう。

「勝敗はどうやって決める？」

「不公平だと言わないのね、ミナヅキ」

　校庭の真ん中に立つリタは、さも意外だという表情をした。

「わたくしはヴァンパイア、あなたは人間。イエッセル条約で二種族は平等と唱えられているけど、ヴァンパイアの身体能力が人間より優れているのは紛れもない事実。同じ条件で戦うことは、そのままあなたの敗北を意味しているのよ」

「問題ない。おまえの慢心が、思わぬ結果を生むかもしれないからな」

　リタがムッとした。どうやら水ミ無ナ月ヅキの発言は紅べに薔ば薇ら少将のプライドを傷付けたらしい。

「……あなたはよくても、人間と対等な条件で戦ったなんて知れたら、わたくしはいい笑い者よ。ヴァンパイアの沽こ券けんに関わるわ。そこで、勝敗の判定にハンデをつけるのはどうかしら」

　リタは自身の胸へ手を当てると言った。

「あなたはわたくしの身体、どこか一つにでも傷を付けたら勝ちよ。どこでもいいわ。鎧よろいに隠れていないところはたくさんあるもの、狙える場所は多いでしょう？」

「おまえが勝つ条件は？」

「わたくしは、そうね」

　少し考えたリタだったが、おもむろに水ミ無ナ月ヅキへ近付くと手を伸ばした。

　びくり、と水ミ無ナ月ヅキが身を震わせたところでリタの手が止まる。

「これをもらうわ」

　人差し指で触れていたのは、ワイシャツの第二ボタン。

「わたくしはあなたの第二ボタンを奪い取れたら勝ち。わたくしはそれしか狙わないわ。だって、ミナヅキを傷付けたくないもの。人間は怪け我がをすると、治るのに時間がかかってしまうのでしょう？」

　間近で微笑ほほえむ少女から、人間じゃない水ミ無ナ月ヅキは目を逸そらした。

「他の条件としては、降参した場合はすぐに勝負をやめることを約束するわ。あと、校庭から逃げ出すのも負けよ。他にミナヅキが付け足してほしい条件はあるかしら？」

「いや、ない」

「審判はこれだけの生徒が見ているから必要ないわよね。ルールもあってないような勝負だし」

　リタは鎧よろいの裾を翻ひるがえして校庭の隅へ行くと、一本のレイピアを選んだ。

「ボタンを狙うんだもの、わたくしの武器はこれでいいわ。あなたも好きなものを取りなさい」

　促され、水ミ無ナ月ヅキはずらりと並べられている武器の中からロングソードを取った。軽く振って感触を確かめる。

「俺はこれでいい」

「あら、銃じゃなくていいの？　わたくしに遠慮しなくていいのよ」

「問題ない。銃は使い慣れていない」

　水ミ無ナ月ヅキは自分の暗器以外の武器を扱ったことがない。照準が眼球カメラと連動している四連装拳銃と通常の銃は、使い勝手がまるで違うのは想像がついた。アサシンブレードと同じ諸もろ刃はの剣はロングソードのみだったので、消去法である。

「肝心の、勝ったときの要求だが」

　校庭の真ん中で数十メートルの距離を置いて対たい峙じしたとき、水ミ無ナ月ヅキは切り出した。途端にリタが怪け訝げんな顔になる。

「それは朝言ったはずだけど」

　芝居がかった仕草で少女はレイピアを持ち上げた。鈍にび色いろの尖せん端たんが水ミ無ナ月ヅキを見据える。

「わたくしが勝ったら、ミナヅキはわたくしのものよ。絶対服従してもらうんだから」

「いいだろう。では俺が勝ったら、未来永えい劫ごう、俺の血を吸うことを諦めてもらおう」

　リタが瞬まばたきをした。次いで、ふっとバカにしたような笑みを零こぼす。

「なんて謙虚なのかしら。いいわ。万が一、いえ、億が一、わたくしに勝てたらあなたの命令を何だって聞くと約束してあげるわ。それこそ未来永えい劫ごうね！」

　挑発的に言ったリタはレイピアを構えた。

「さあ、ミナヅキ。どこからでも来て。あなたの実力を見せてちょうだい」







　来て、と言われても、水ミ無ナ月ヅキは動けなかった。

　実のところ水ミ無ナ月ヅキが吸血鬼と交戦するのは、これが初めてなのだ。

　ノイエンドルフ奪還作戦で実戦デビューするはずだった水ミ無ナ月ヅキは、直前で眠らされ初うい陣じんの機会を奪われた。それから十年間、一度も起動させられず、目覚めたらヘルヴァイツ国内の戦争は終わっていたのだ。

　何度も頭ではシミュレートしているが、実際に吸血鬼と殺やり合あった経験はない。

　加えて、プログラムされている戦闘方法にこんなシチュエーションはない。水ミ無ナ月ヅキは暗殺者だ。不意討ちが基本であり、敵が自分を「敵」と認識したときには確実に仕留めていなければならないのだ。互いに武器を持って対たい峙じするなんて想定されていない。

　どう動くべきか迷っていると、リタが残念そうな顔になる。

「来てくれないのかしら、ミナヅキ。それなら仕方ないわね。わたくしから行くわ」

　宣言通り、リタが地を蹴る。

　吸血鬼は人間より総じて筋力があるが、人間をはるかに凌りよう駕がするレベルではない。超一流のスポーツ選手であれば、吸血鬼と力比べができる。テレビ番組ではたまにそんな企画をやっている。

　走ってくるリタも、人間にしては速い、という程度で驚くようなスピードではない。迎え撃つべく水ミ無ナ月ヅキはロングソードを握り直す。

　しかし、剣が交わる寸前でリタが消えた。

「っ!?」

　消失。完全に姿を晦くらましたリタに、水ミ無ナ月ヅキが息を吞のむ。

　瞬時に記憶領域メモリーを検索、該当する吸血鬼の能力を導き出す。

〈霧化ネーベル〉である。

　吸血鬼が使う魔術の一種で、彼らは装備ごと霧になれる。そうなればサーモグラフィでも探知できず、手出しは敵かなわない。が、それは向こうも同じで、〈霧化ネーベル〉したまま攻撃してくることはない。〈霧化ネーベル〉の継続時間は最長で十秒。解除と同時に攻撃してくるのが定石であり……

　目の端で一いつ閃せん。

「いただき」

　レイピアとロングソードが激しくぶつかった。

　突如、傍かたわらに現れたリタに反応し、水ミ無ナ月ヅキはロングソードを持ち上げていた。盾として剣を使ったのだ。

　レイピアの先端が長剣の刀身に当たり、リタは口元を歪ゆがめる。

「残念だわ。これで終わりだと思ったのに」

　台詞せりふを残し、リタが再び霧になる。

　ざわり、と水ミ無ナ月ヅキの胸が騒いだ。

　──危なかった。第二ボタンを狙うとわかっていなければやられていた。

　初撃を防いだのを安あん堵どする間もなく追撃が来る。

　少女の紅あかが視界のあちらこちらで現れる。それを目で追う隙に、刺し突とつへの反応がわずかに遅れた。突き出されたレイピアを、身体を反らして避ける。

　水ミ無ナ月ヅキが体勢を崩したのを好機と見て、リタが踏み込んだ。

　ボタン目掛けて鋭い剣先が迫る。それを無理に腕を動かしてロングソードで払った。

「どうしたの、ミナヅキ！　さっきまでの自信はどうしたのかしら！」

　開始からものの数分で、水ミ無ナ月ヅキの表情からは余裕が消え失せていた。リタの煽あおりに応じることもなく、ひたすら回避に専念している。

　そうならざるを得ないのだ。

　リタは〈霧化ネーベル〉で姿を消し、水ミ無ナ月ヅキを攻撃する瞬間にしか現れない。いくら水ミ無ナ月ヅキが人間以上の反応速度を備えていても、防ぐだけで精一杯である。

　──これが、吸血鬼。

　うすら寒い驚嘆を覚えつつ、水ミ無ナ月ヅキは危なっかしくロングソードで攻撃を弾く──。







「大変な騒ぎになってしまいましたな」

　二人の戦いを大勢の生徒から少し離れたところで観みていたカノンは、後ろから響いてきたバリトンに身体を震わせた。

　振り向くと、マイヤーが熊みたいな巨体を揺らしやってきていた。近くの木陰まで来た彼は、思惑の読めない視線を校庭へ投げる。

　カノンは顔を前へ戻して、言った。

「……わざわざ生徒同士の私闘を見に来られるなんて、お暇ひまなんですね」

「教師として、校内で起こったことは把握しておかなければなりませんから。それに、彼の後見人も私なのですよ」

　もっともな言葉にカノンは黙り込む。

　そのとき、金属のぶつかり合う甲高い音が響いた。水ミ無ナ月ヅキが何度目かわからない刺し突とつを防いだのだ。

　生徒たちが思い思いの声を上げ、それに混じって「ほう」とマイヤーが感嘆を洩もらす。

「吸血鬼相手によく粘るものだ。私には、まったくレイピアが見えませんでしたよ。ミス・ザンデルホルツには見えましたかな？」

「……水ミ無ナ月ヅキは運動神経がいいので」

　マイヤーの質問をはぐらかし、カノンは答える。

　もちろん、カノンにはさっきからリタの攻撃は見えていない。人間であれば、普通そうだ。気付かないうちにボタンを奪われて終わる。

　そうならないのは、偏ひとえに水ミ無ナ月ヅキが対吸血鬼戦闘用オートマタだからだ。

　けれど、それをマイヤーに悟られるわけにはいかない。

　自分の背に嫌な汗が滲にじむのをカノンは感じていた。

　マイヤーは頷うなずきながら言う。

「そうですな。ミスター・ザンデルホルツは体育の実技もずば抜けて優れていると聞いています。それに加え、学科試験も毎回素晴らしい成績です。三か月前に極東から来たとは思えないくらい言葉も流りゆう暢ちようですし……」

「水ミ無ナ月ヅキは努力家ですから」

「彼は何者です？」

　マイヤーの静かな問いかけがカノンの耳じ朶だを打った。

　校庭ではまた水ミ無ナ月ヅキがリタの攻撃を防いでいた。無理な体勢で躱かわしたことで倒れそうになるが、水ミ無ナ月ヅキは剣を持たない手をついて軽々と側転してしまった。

　アクロバティックな動きに観客の女子たちから黄色い声が上がる。

「彼の素性が私たちにはわからないのです。パスポートも紛失したと言っていましたね。本名はミナヅキ＝ビャクダンだと彼は言っていますが、それは本当でしょうか？」

　カノンの背後に立つマイヤーは、微動だにしない少女へ囁ささやく。

「三か月前、貴女あなたは従弟いとこと言って彼を紹介されました。ですが、彼はどうやって貴女あなたの所在を知ったのでしょう。貴女あなたの出自は大公家の内でも特に厳重に秘匿されています。ハルミ＝ビャクダン＝ヘルヴァイツに娘がいると彼が知ったところで、貴女あなたの元を訪れることなどあってはならないのですよ」

　フェンス越しにカノンは水ミ無ナ月ヅキを見つめ続ける。

　応えない少女を窺うかがっていたマイヤーは、懐柔するような声音で言葉を重ねた。

「私たちは貴女あなたの身を案じているのです。大公家が調査した結果、ハルミ＝ビャクダンの血縁者にミナヅキという名の少年はいませんでした。貴女あなたはまるで騎士のように彼を傍そばに置いていますが、素性のわからない彼を本当に信頼してもよいものか……」

「わからないなら、口出しは無用です」

　マイヤーを遮り、カノンはぴしゃりと言った。

　ボロが出るといけないから黙ってやり過ごそうとしたが、我慢できなかった。カノンは後ろに立つマイヤーを振り仰ぐ。

「少なくとも大公家よりは彼のほうが信用できます。彼はわたしを捨てたりしませんから」

「ですが、調査で彼の戸籍は……」

「調査が不十分だったのでしょう。母の祖国は極東ですから、調べきれないことがあってもおかしくありません」

「しかし……」

「それに、水ミ無ナ月ヅキの優秀さこそが、母との血縁関係を証明していると思いませんか？　母は、誰も思いつきすらしなかった《白びやく檀だん式しき》を作った天才ですよ」

　マイヤーが渋い顔で唸うなった。

　毅き然ぜんとカノンは勝負の行方へ目を戻す。背中の汗はとうに引いていた。







　カノンとマイヤーのやり取りが終わっても、水ミ無ナ月ヅキの戦いは終わらない。

　神経を限界まで研ぎ澄ます。リタが攻撃を仕掛けてくるのは一瞬だ。少しでも遅れればそれが命取りになる。

　今、リタの姿は校庭にない。

　ロングソードをボタンの前で構えて〈霧化ネーベル〉の解除を待っていると、後ろから声がした。

「つまらないわね。ミナヅキってもしかして、女の子は傷付けない、なんてポリシーがあったりするのかしら？」

　振り返ると、数メートル離れたところにリタがいた。

　水ミ無ナ月ヅキが少女を視認するや否いなや、彼女はまた〈霧化ネーベル〉してしまう。

「吸血鬼の性別なんか気に留とめたこともない」

「それならどうして攻撃してこないのかしら？　同級生に怪け我がさせるのを躊躇ためらっているんじゃないわよね？　ヴァンパイアの治癒力は知っているでしょう？」

　くつくつと嗤わらうリタが今度はすぐ隣に現れる。レイピアがロングソードとぶつかって、その紅あかは消えた。

　吸血鬼の最大の強みは、その生命力だろう。彼らは心臓を損傷しないと死なないのだ。それも、銀もしくは水銀でないと傷付けられない。だから、吸血鬼の防具は大概、胸部だけなのである。

「まさかわたくしを捉えられなくて、攻撃できないとか？　そんなはずはないわよねえ。今朝は心臓を抉えぐるなんて言っていたんだもの。工事用オートマタより手応えがないなんて、あるはずないわよねえ？」

「黙れ」

　挑発に乗った水ミ無ナ月ヅキが駆けた。

　数メートル先に現れている紅あかい吸血鬼へ、ギリギリ人間と言えるだけのスピードで迫る。

　面白そうにこっちを見つめるリタはまだ〈霧化ネーベル〉しない。

　いける、と水ミ無ナ月ヅキは一気に間合いへ踏み込み、少女へ逆ぎやく袈け裟さに剣を振った。──手応えが、ない。

　正面に立ったままの吸血鬼の口の端はが持ち上がるのを見た。

　レイピアがボタンを狙って突き出される。

　剣を振るった直後の水ミ無ナ月ヅキには、レイピアを弾くことはできない。

　咄とつ嗟さに水ミ無ナ月ヅキは手でボタンを庇かばっていた。

　ぐさり、とレイピアの尖せん端たんが少年の手に突き刺さる。

「まあ、手で守ったらダメよ！　怪け我がをしてしまったじゃない。わたくしはミナヅキを傷付けないためにボタンを狙うと決めたのに」

　レイピアを引き抜いたリタは距離を取ると、愛犬が粗相をしたみたいに嘆いた。

　人工血液が流れ出る手を見つめ、水ミ無ナ月ヅキは脳内でさっきの一幕を反はん芻すうする。

　水ミ無ナ月ヅキが斬りかかったとき、リタは剣を受ける直前に〈霧化ネーベル〉したのだ。そして、水ミ無ナ月ヅキの斬撃をやり過ごし、そのまま動くことなく〈霧化ネーベル〉を解除した。

　だから、手応えはなかったのに、リタは目の前にいたのだ。

　挑発は水ミ無ナ月ヅキに攻撃させて隙を作るためで、水ミ無ナ月ヅキはリタの思惑にまんまと嵌はまったことになる。

　人工血液が滴したたり、校庭に赤い染しみを作っていく。

　それを見て、リタは失望したように首を振った。

「降参なさい、ミナヅキ。もうわかったでしょう？　これ以上やるのは無意味だわ。所詮、口先だけね。心臓どころか、わたくしのどこにもあなたの剣は届かない」

　ぎり、と水ミ無ナ月ヅキは唇を嚙かみ締しめていた。

　屈辱だった。こんなはずじゃない。仮にも対吸血鬼戦闘用オートマタとして、吸血鬼に屈するなんて、万が一、いや億が一にもあってはならないのだ。

　本来、水ミ無ナ月ヅキの性能はリタにコケにされるようなものじゃない。

　吸血鬼をはるかに上回る身体能力。吸血鬼の心臓を貫くための銀製のアサシンブレード。水銀入りの人工血液を弾とした四連装拳銃。

　それがこの衆人環視では、人間を完璧に演じて戦わなければならない状況では、何一つ活いかせない。

　さっきからフェンスの向こうでは、大勢のギャラリーが歓声やら野次やらを飛ばしている。それを水ミ無ナ月ヅキは憎々しげに見み遣やった。

　その中、マイヤーと一緒にいるカノンが目に留まる。水ミ無ナ月ヅキと命運を共にしている彼女は、祈るように手を組んで悲ひ愴そうな表情をしていた。

「はあ、これがミナヅキの血なのね。どんな味がするのかしら」

　気が付くと、リタはレイピアの先についた赤を眺め、恍こう惚こつとした表情を浮かべていた。

　そこはかとなく不安になる。

「おい、間違ってもそれを口にするんじゃないぞ」

「安心なさい、直接吸血しなければ〈魅了シャルム〉はできないわ」

　そんなことが問題なんじゃない！

　舐なめられれば、その時点で水ミ無ナ月ヅキに人間の血が流れていないとわかってしまう。水ミ無ナ月ヅキの内心など知らず、リタはレイピアの先を指でなぞり『血』を集めた。

「昨夜は味気ない血液入りドリンクで我慢したんだもの。味見くらい、いいわよね」

　リタが人工血液のついた指を口へ運ぶのと同時に、水ミ無ナ月ヅキは駆けた。

「やめろっつってんだろうが……！」

　剣をかざし、肉薄する。

　リタは動きを止めると、口元に余裕の笑みを浮かべた。

　が。

「っ!?　ど、どうして!?」

　振り下ろされたロングソードを、リタはバックステップで避けた。剣先が真紅の髪を掠かすめ、すり抜けていく。

　踏み込んだ水ミ無ナ月ヅキは、驚きよう愕がくを隠せないリタへ迫る。

　どうやら〈霧化ネーベル〉ができなくなったらしい。リタの狼ろう狽ばいっぷりからそれを悟り、水ミ無ナ月ヅキも内心で訝いぶかしむ。

〈霧化ネーベル〉を封じる方法は水銀を飲ませることだ。水銀の銃弾を体内へ撃ち込むでもいい。彼らにとって猛毒になるものを摂取することで、〈霧化ネーベル〉は使えなくなる。

　しかし、リタはまだ水ミ無ナ月ヅキの血を口にしていない。これはどういうことなのか。

　おそらく、と水ミ無ナ月ヅキは事実から推測する。

　何も毒は体内に入っている必要はないのだ。身体に付着しているだけで〈霧化ネーベル〉はできなくなる。そもそも味で血ではないと判別できるなら、吸血鬼が人工血液を飲み込む可能性は限りなく低い。口に含み、吐き出すまでの間。そのわずかな時間しか〈霧化ネーベル〉は封じられないのだ。

　それでも水ミ無ナ月ヅキは、たったそれだけの隙で吸血鬼を倒せるよう作られている。

「今のは何だったのかしら。きっとミナヅキの血に夢中になっていたせいね。好きな人の血を前にすると何も考えられなくなるって、映画で言っていたのはこのことなのね」

　恋する乙女の顔で言ったリタは再び消える。水ミ無ナ月ヅキの剣から逃れている最中に、指に付着していた『血』は失せてしまったらしい。

　だが、水ミ無ナ月ヅキはもう慌てなかった。

「そうか。なら、こうしたらおまえは勝負どころじゃないな」

　剣を自らの手首へ当て、引く。

　火花のように人工血液が噴出した。

　ギャラリーのあちらこちらから悲鳴が上がる。水ミ無ナ月ヅキがオートマタと知るカノンさえも青ざめて口元を押さえていた。

「なっ、なんてことをするの!?　自ら傷を負うだなんて……！」

　予想外の行動に驚き、〈霧化ネーベル〉を解除したリタが血相を変えて言う。

　手首から鮮血を流しながら水ミ無ナ月ヅキは平然と口を開いた。

「おまえが俺の血で平常心を失うなら、それを利用するまでだ」

　本当は、人工血液の付着で〈霧化ネーベル〉を封じられるなら、なのだが。リタが〈霧化ネーベル〉できなくなった理由を勘違いしてくれたのは非常にありがたかった。

　痛覚も失血による戦闘リスクもない絡から繰くり少年は、血ち塗まみれの手を掲げ宣言する。

「さっきの台詞せりふは訂正してもらおう。口先だけではない。俺は必ずこの剣をおまえに届けてやる」

　──それが対吸血鬼戦闘用オートマタのプライドだ。

　リタが呆あつ気けに取られて言葉を失う。

　瞬間、水ミ無ナ月ヅキから動いた。剣を持たない赤く染まった手を振るう。人工血液が飛び散り、リタの白い肌を汚した。

「くっ、何よ！　そんなことするくらいなら飲ませなさいよ！」

「断る。俺の血をおまえの糧かてにしてたまるか」

〈霧化ネーベル〉しようとしたリタが、再び失敗して焦あせりを滲にじませる。

　水ミ無ナ月ヅキが間合いへ飛び込む。

　姿を晦くらませられないリタに選択肢はない。

　少年を迎え撃つべく、リタがレイピアを向ける。

　そして、二人の剣が衝突した。

　そのときだけ水ミ無ナ月ヅキは人間にはあるまじき膂りよ力りよくを使った。これくらいならギャラリーにもリタにもバレないだろうと踏んだのだ。

　結果、目視すら危ういスピードで振られたロングソードはレイピアを叩たたき折おる──。

「っ!?」

　折れたレイピアの先が飛んでいき、サク、と校庭に刺さる音を聞いた。

　すかさず追撃を繰り出す水ミ無ナ月ヅキ。鍔つばで辛かろうじてそれを防いだリタは、また〈霧化ネーベル〉してしまった。

　水ミ無ナ月ヅキは折れたレイピアのところまで行くと、それを拾い上げる。

「おい、俺の剣はおまえの剣に届いたぞ。次は身体だ。降参するのはおまえじゃないのか？」

「何ですって？」

　姿を現したリタは水ミ無ナ月ヅキを睨にらんだ。先程より距離を取っているのは、それだけ彼女が水ミ無ナ月ヅキを脅威に思っている証あかしだ。

　チェックメイトを宣告するように水ミ無ナ月ヅキは言う。

「おまえの〈霧化ネーベル〉はもう攻略した。その折れたレイピアでどうやって俺のボタンを奪う気だ？」

　生徒たちのざわめきが大きくなった。

　勝敗が決したのかとギャラリーは窺うかがっている。

　ふっと自嘲気味にリタが笑った。カラン、と短くなったレイピアを放る。

「……そうね。これではミナヅキのボタンは狙えないわね」

　リタが武器を手放したことで、水ミ無ナ月ヅキもロングソードを下ろす。

　だが、リタの様子が変だ。得物もないのに、不敵な態度は変わっていない。むしろ、さっきより余裕があるように見える。

　ふと、水ミ無ナ月ヅキは風を感じた。ちりちりと頰に刺さるような妙に鋭い風だ。校庭には土つち埃ぼこりが舞い上がり、足元でいくつも渦を巻いている。

「驚いたわ。わたくし、こんな勝負をするのは初めてよ。今まで戦った共和国軍の兵士たちは皆、わたくしと剣を交えることすらできずに敗北したわ。そもそも人間がヴァンパイアと勝負するなんて愚かしいことと理解し、彼らは降伏していったのよ」

　風は止まらない。

　次第に強くなり、校庭の外周に植えてある木々をたわませ、校舎の窓ガラスをガタガタと揺らし始める。黄土色の砂さ塵じんで視界が悪くなっていく最中、リタを見つめていた水ミ無ナ月ヅキは眉を寄せた。

　──何だ、あれは……？

　レイピアを失ったリタの手に、赤いものが見えた。

　鮮血の色をしたそれは生き物のように怪しく蠢うごめき、煙のように急速に拡がり、液体のように流動的に形を変え、長大になっていく。

「それがミナヅキ、あなたは違ったわ。わたくしと対等に剣を交え、あまつさえ、わたくしを追い詰めてみせた。認めるわ。あなたは強い。人間とは思えないほどにね。だから、わたくしもあなたを侮あなどるのはやめにするわ」

　今や風は轟ごう々ごうと嵐のごとく吹き荒れていた。

　視界の端では、カノンが乱れる長い髪やスカートを押さえている。

　突然の天変地異に驚くギャラリーの中で、吸血鬼の生徒たちが「逃げろ！」と叫んだ。半狂乱になった吸血鬼たちは一目散に逃げ出し、それにつられた人間の生徒たちの一部がわけもわからず続く。校舎の窓はとっくに締め切られていた。

　風を纏まとい、おもむろにリタが手を掲げる。

　そこにあったのは紅ぐ蓮れんの大剣。

　天へと伸びた刀身の周辺には、まるで花か弁べんのごとく無数の赤い刃が飾られている。刀剣で作られた巨大な花がリタの手に咲いたようだった。

「この勝負、あなたが勝つなんて絶対にありえないのよ。でも、十分誇っていいわ、ミナヅキ。人間でありながら、わたくしにブラッディソード〈風葬の薔薇トルナルド・ローゼ〉まで抜かせたんだもの！」

「ブラッディソード……！」

　知っている。吸血鬼王族のみが使える魔術だ。

　彼らの手から現れる紅あかい剣は、個々人によって性質が異なる唯一無二の武器である。吸血鬼を統すべる力と称されるだけあって、ただの剣ではない。特殊な効果を発現させて一騎当千の威力を誇るものだ。

　どうやらリタのブラッディソードは、「風」を生み出せるらしかった。

　赤い赤い夕空が舞い上がる砂さ塵じんで汚れていく。

　暴風に耐えきれなくなった木々が折れ、どこかでガラスの割れる音がした。まだ校庭に残っているギャラリーはなんとかフェンスに摑つかまっている状態だ。

　カノンは吹き飛ばされないよう必死でフェンスにしがみつき、マイヤーでさえも近くの木に手をついていた。

　嵐の中心で吸血鬼王女は、真紅の髪をはためかせ嗤わらう。

「お遊びは終わりよ、ミナヅキ。わたくしの本気であなたを仕留めてみせる」

　水ミ無ナ月ヅキは目を細めた。

　どう見てもボタン一つを狙う武器ではない。

　ハンデはつけたが、端はなから水ミ無ナ月ヅキに勝たせる気はなかったのだ。旗色が悪くなったら、王族の切り札であるブラッディソードを使ってでも水ミ無ナ月ヅキをねじ伏せるつもりだった。

　逆を言えば、これ以上の隠し玉はリタにはない──。

「降参するなら今のうちよ。敗北を認めれば、〈風葬の薔薇トルナルド・ローゼ〉は収めてあげるわ」

　傲然とリタは言う。

　確かに、普通ならこれを見せられただけで畏怖し、すぐさま降伏するだろう。それだけの威圧感をブラッディソードは備えていた。

　けれど、水ミ無ナ月ヅキは対吸血鬼戦闘用オートマタだった。

　初めて見る吸血鬼王族の真骨頂を前に怖おじ気けづくどころか、彼の胸は熱く燃え盛っていたのだ。

　高揚感に口元が歪ゆがむ。歓喜すら滲にじませ、水ミ無ナ月ヅキは応えた。

「ありえないのは俺が勝つことじゃない。俺が『敵おまえ』に負けることだ」

「そう。なら己の選択を後悔なさい」

　裁きを下すかのごとくリタが剣を振り下ろす。

　刹那、爆風。

　凄すさまじい風圧に、少年の足がずり、と後退した。

　そして、水ミ無ナ月ヅキは薔ば薇らが散るのを見た。

　ブラッディソードの花びらのような無数の薄い刃が四散し、一斉に水ミ無ナ月ヅキへ襲いかかる。

　──『敵』を認識。戦闘モードへ移行──

　危険、と人工頭脳が判断し、自動的にプログラムが起たち上あがった。

　その瞬間から、水ミ無ナ月ヅキは人間としてではなく、対吸血鬼戦闘用オートマタとしての戦いを展開する。

　人工筋肉を駆使し、人間なら到底進むことは敵かなわない嵐を疾かける。

　襲いくる幾千もの赤い刃。その軌道を一ミリの狂いもなく読み、回避か迎撃を選択した。

　目にも留まらぬ速さでロングソードを振り、迎撃と判定された刃を撃ち落としていく。

　今の水ミ無ナ月ヅキの姿はギャラリーにもリタにも見えていない。ギャラリーは土煙のせいで、リタは自らの攻撃のせいで、水ミ無ナ月ヅキは誰からも死角にあるのだ。

　刃の豪雨を潜くぐり抜ぬけたのは、時間にしてわずか数秒。

　最後の花か弁べんをロングソードで撥はね飛とばした水ミ無ナ月ヅキは、リタに迫る。

　あれだけの攻撃を突破し、自分に到達するとは予想だにしていなかったのだろう。

　少女の紅あかい瞳が見開かれた。

　たった一本残った長大な刀身を構えるが、遅い。

「後悔するのはおまえだ、吸血鬼っ!!」

　リタの懐ふところに飛び込み、水ミ無ナ月ヅキは渾こん身しんの突きを繰り出す。

　そこで、水ミ無ナ月ヅキは痛恨のミスをした。リタの無防備な箇所ではなく、鎧よろいに覆われた胸を狙ったのだ。

　原因は水ミ無ナ月ヅキの仕様にある。対吸血鬼戦闘用オートマタとして水ミ無ナ月ヅキは敵の心臓を狙うようプログラムされている。だから、殺す必要のない勝負でも、咄とつ嗟さにそこを突いてしまったのだ。

　その結果、無数の斬撃で摩耗していたロングソードは鎧よろいにぶつかって折れ、同時に鎧よろいも水ミ無ナ月ヅキの刺し突とつに耐えきれず、ぱかっと割れた。

　リタの鎧よろいが落ちる──。

「しまった、剣が……！」

　自らの失策を悟った水ミ無ナ月ヅキは動揺して、瞬時に距離を取った。

　そこでふと嵐が止んでいるのに気付く。

　あれだけ吹き荒れていた風が噓うそのようである。秋の空は穏やかな夕暮れを映していて、校庭には折れた木々の枝葉が散乱している。視界を悪くしていた土つち埃ぼこりもない。

　それもそのはず、リタはどういうわけかブラッディソードを消し、蹲うずくまっていた。

　──何だ？　何をやっているんだ？

　水ミ無ナ月ヅキの剣が折れた今が彼女にとって好機なはずだ。しかし、リタはしゃがんだまま動こうとしない。

　観客を含めた誰も彼もが静まり返る中、鳥が啼なきながら夕空を横切っていった。

「おい」

　このまま膠こう着ちやく状態が続きそうだったので、水ミ無ナ月ヅキは声をかけた。

　さっとリタが顔を上げる。

　少女は涙目だった。

　戸惑ったが、水ミ無ナ月ヅキは続ける。

「おまえも剣を変えたんだから、俺も新しい剣にするぞ。勝負はまだ続行……」

「いやああああああああっっっ────!!」

　水ミ無ナ月ヅキが言い終えないうちに絶叫が響き渡り、リタが立つ。

　鎧よろいを失った少女は下着姿だった。それも下だけだ。何も纏まとっていない胸は両腕でしっかり押さえているが、豊かすぎるため隠しきれていない。逆に押さえつけることでむにゅうぅと形を変えた双球は、より卑ひ猥わいで煽せん情じよう的てきだった。

　猛然と走ってくるリタに、水ミ無ナ月ヅキは咄とつ嗟さに身構えた。

　が、そのまま彼女は水ミ無ナ月ヅキの横を素通りし、凄すさまじい勢いで校庭から走り去ってしまった。

「…………………………は？」

　うおおおおっとギャラリーの男子たちが沸く中、一人マヌケな声を洩もらした水ミ無ナ月ヅキは折れたロングソードを手に立ち尽くした。

　カノンを見ると、彼女は額を押さえていた。
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　腑ふに落ちない結末だったが、勝負には勝った。

　校庭から逃げ出すのも負け。リタの一言一句が水ミ無ナ月ヅキの記憶領域メモリーには正確に刻まれている。

　これでリタとの一件は終わった。

　そう思っていたのだが、翌朝。

「ミ、ミナヅキ！」

　教室の自席でぼーっと窓の外を眺めていると、声をかけられた。リタである。

　カノンはちょうど席を外していた。今日はイスにオイルをかけられていた彼女は、新しいイスを調達しに行っている。

　水ミ無ナ月ヅキの机の前まで来たリタは、腰に手を当ててこっちをじっと睨にらんだ。水ミ無ナ月ヅキは頰ほお杖づえをついたまま訊きく。

「何だ？　何か用か？」

「何か用かですって!?」

　リタが何な故ぜか驚いた顔になる。

「まさか自分が負けたからって、勝負をなかったことにする肚はらづもりじゃないだろうな。何度来ても俺の血はやらんぞ」

「違うわ！　王族のわたくしが一度した約束を反ほ古ごにするとでも思って!?　ミナヅキが吸血するなと言うのなら、それに従うわよ。わたくしが言いたかったのはそうじゃなくて……」

　リタは水ミ無ナ月ヅキの手首に目を留めた。そこにはカノンに巻いてもらった包帯がある。人間がすぐに治っていたらおかしいから、と巻かれたのだ。包帯の下は既に新しい人工皮膚で修復がなされている。

　リタが包帯を見つめ、痛ましげな表情になった。覚悟を決めたかのように口を開く。

「……勝負は、わたくしの負けだわ。潔いさぎよく認めるから好きにしなさいよっ……！」

「そうか」

　声を振り絞ったリタに、水ミ無ナ月ヅキは淡泊な一言を返した。

　どうやら無事に吸血は諦めてくれたらしい。これで万事解決。誰かに正体がバレることもなかったし、問題ない。

　そんなことを明後日あさつての方向を見て考えていたら「……ミ、ミナヅキ？」と声がした。

　目を向ける。そこには顔中に疑問符を浮かべたリタが。

「なっ、なんで何も言わないのよ！　わたくしを好きにできるのよ。どうせ昨日わたくしをどうするか一晩中考えていたんでしょう!?　もったいぶらずに早く言ったらいいじゃない！」

　……は？

　何を言っているのかわからない。呆ほうけた表情になる水ミ無ナ月ヅキにリタは顔を真っ赤にして続ける。

「命令しなさいよ！　負けた以上、わたくしは逃げも隠れもしないわ。だから、あなたも自分の欲求をわたくしにぶつけたらいいでしょ！　そういう約束だったはずよ！」

「命令？　約束？」

　言いながら記憶領域メモリーを検索。該当する台詞せりふがヒットした。

『万が一、いえ、億が一、わたくしに勝てたらあなたの命令を何だって聞くと約束してあげるわ。それこそ未来永えい劫ごうね！』

　ああ、と水ミ無ナ月ヅキは納得した。そういえば、この少女はそんなことを言っていたのだった。どうでもいいから記憶領域メモリーの隅へ追いやっていたが。

「俺は吸血されなければ、それで十分なんだが」

　心底、無気力に水ミ無ナ月ヅキは言った。

　リタが白目を剝むく。今にも卒倒しそうな彼女を黙って観察していると、今度はぷるぷると全身を震わせ始めた。

「……それは、わたくしを自由にできる権利を放棄するということかしら。わたくしにはそれだけの価値もないと……？　そういうことなのかしら、ミナヅキ……!?」

　何が起きているのだろうか。リタの体温がどんどん上昇している。怒っているように見えるのだが、自分は何も怒らせることを言った覚えはない。

　リタはスカートの裾を千切らんばかりに握り締めると、水ミ無ナ月ヅキをキッと睨にらみつけた。

「そんなのは認められないわ！　ふざけないでよ！　みんなの前で裸にして恥をかかせたくせに、これ以上、わたくしに恥を重ねろと言うの!?　何でもいいから命令しなさいよ！　それで、わたくしの純潔でも何でも奪ったらいいじゃないっ！」

「水ミ無ナ月ヅキ!?　女の子になんてこと言わせてんの!?」

　ようやくカノンが戻ってきたようだ。イスを抱えたカノンは、水ミ無ナ月ヅキとリタを見比べて顔色を悪くしている。

「俺が言わせたんじゃない。こいつが命令しろって勝手に喚わめくんだ」

「命令って、ああ、昨日の。吸血を諦めてくれたらそれでいいよね、水ミ無ナ月ヅキ？」

　カノンが、ほっと胸を撫なで下おろして言う。

　が、リタは地団駄を踏みながら声を張り上げた。

「だーかーらー、それじゃ困るって言ってるの！　わたくしにも立場があるのよ。負けたのだから、ミナヅキにはそれなりの命令をしてもらわないと！　ミナヅキ、あなたも男ならわたくしにして欲しいことくらいあるでしょ!?　ないとは言わせないんだから。自分の頭の中をよーく思い返してみなさいよ！」

　ビシリと指を突きつけられ、水ミ無ナ月ヅキは瞬またたく。

「あの、リタさん。落ち着いて。とりあえず、冷静になって」と、カノンがリタを必死で宥なだめている傍そばで、水ミ無ナ月ヅキはぽん、と手を打った。

「おい、おまえ。本当に命令は何でもいいんだな？」

　念押しされたリタは一瞬怯ひるんだ。しかし、すぐに頰を上気させ頷うなずく。

　カノンが「水ミ無ナ月ヅキ!?　ダメ！　そんなこと絶対にダメ！」と慌てるのを無視して水ミ無ナ月ヅキは言った。

「俺たちのオートマタコンテストチームに入れ」

「「ふぇっ!?」」
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　駅員の制服を着たオートマタに切符を渡すと、「どうぞ」と彼は微笑ほほえんだ。促されるまま、水ミ無ナ月ヅキとカノンは改札を出る。

　休日のイエッセル中央駅はごった返していた。

　絶好の行楽日和ということもあって、出掛ける人が多いのだろう。人々の喧けん騒そうと駅のアナウンスがレンガ造りの建物に反響している。

　切符売り場にいる駅員オートマタの前には長蛇の列ができ上がり、売店にいる接客用オートマタは一秒も笑顔を切らすことなく稼か働どう中ちゆうだ。あまりの混雑ぶりに清掃用オートマタがモップを振るえず、立ち往生しているのが見て取れた。

　売店のお土産コーナーに並んでいる歯車クッキー（様々な歯車の焼き目がついているだけの普通のクッキー）をじっと見ていたカノンが、水ミ無ナ月ヅキとはぐれかけているのに気付き、駆け寄ってくる。

「どうしてリタさんにあんなこと言ったの？」

　水ミ無ナ月ヅキの隣に並ぶなり、カノンは言った。今日の彼女はお出掛け用の淡い色のコートに、清楚なワンピースを着ている。入念に梳とかされた少女の髪が、彼女の気分を示すように軽やかに躍っていた。

「あんなこととは？」

「オートマタコンテストのチームに誘ったこと。わたしはリタさんを誘って、とは言わなかったのに」

「あいつに言われた通り頭の中の記憶領域メモリーを検索してみたら、確かにちょうど人手が不足している事案があった。条件は満たしていると判断したため、それに充あてた。何か問題があったか？」

「ううん、わたしに文句はない。でも、水ミ無ナ月ヅキはいいのかな、と思って」

　駅を出ると、雲一つない清々しい青空が広がっていた。カノンの髪に反射する陽光が眩まぶしくて、水ミ無ナ月ヅキは目を細める。

「どういうことだ？」

「チームを組むと、それなりに長い時間を一緒に過ごすことになる。でも、リタさんは吸血鬼」

「問題ない。俺はいつも長時間、吸血鬼と同じ教室にいるぞ」

「はあ、水ミ無ナ月ヅキはチームの意味を全然わかってない」

　首を振ったカノンは呆あきれたように続ける。

「チームになるということは、共同で作業にあたるし、たくさん意見を交わしたり、一緒に食事したりもする。同じ空間にいればいい、という問題じゃない」

　思わず水ミ無ナ月ヅキは顔をしかめていた。

　水ミ無ナ月ヅキが会話する相手は、基本的に所有者マスターのカノンだけだ。家にはそもそもカノンしかいないし、学校では話しかけてきたクラスメートに必要最低限、事務的な返答をするくらいである。戦闘を使命とする彼は、積極的に誰かとコミュニケーションを図りたいとは思わない。

　人間相手でそれである。

　サーモグラフィ判定によって『敵』と認識される吸血鬼に、水ミ無ナ月ヅキは近寄ることすら厭いとう。咄とつ嗟さに殺しそうになるからだ。

「敵意を向けずに吸血鬼と接する。今のヘルヴァイツで暮らすには必要なこと。いい機会だから、王女様相手に訓練するといい」

「訓練……」

「そう。攻撃しないのは当たり前として、挑発したり侮辱したりもダメ。チームなんだから、お互いを尊重して協力し合わないと。プログラム上で敵と判定された相手と水ミ無ナ月ヅキは仲良くできる？」

　戦うための訓練ではなく戦わないための訓練というのは非常に不本意だったが、リタにチームに入れと言ったのは他でもない水ミ無ナ月ヅキ自身である。憮ぶ然ぜんと「やってみる」と返すと、カノンは微かすかに口元を綻ほころばせた。

　さて、話しているうちに待ち合わせ場所に到着である。

　駅前の大きな時計塔。待ち合わせスポットとしてよく使われるが、それ故に人が多すぎて待ち人を見つけるのに苦労するところだ。

　しかし、カノンは難なく目当ての人物を見つけて声をかけた。

「おはよう、リタさん。待った？」

　さすが有名人と言うべきか。群衆の中でも一ひと際きわ華やかなオーラを放ち、埋もれることを知らない。肩を丸出しにしたニットにデニムのショートパンツという露出度の高いファッションで、周囲の男性の視線を集めている。

　カノンの声に、日傘を差していたリタは首を回した。

　吸血鬼は紫外線が苦手だ。朝方や夕方なら日焼け止めクリームで何とかなるらしいが、昼間の直射日光は火傷やけどしてしまう。吸血鬼がいまだに世界征服を果たしていないのは、彼らが日中は進軍しないから、とも言われている。

　リタの視線がカノンを飛び越えて水ミ無ナ月ヅキを捉える。と、彼女はぱっと花が咲いたように笑顔になった。

「ミナヅキ！　へえ、私服そんな感じなのね。結構カッコいいじゃない」

　カノンを完全に無視してやってきたリタは、水ミ無ナ月ヅキの周りをグルグル回る。放置されたカノンの顔が引きつった。

　今日の水ミ無ナ月ヅキの恰かつ好こうは、フード付きの黒いコートに開かい襟きんシャツとスキニーパンツ、スニーカーだ。さらに、もう一つ、カノンに付けさせられたものがあって……。

　リタが水ミ無ナ月ヅキの髪に目を留とめて、ふふ、と笑う。

「ヘアピンまで付けてる。可愛いー！」

　そうなのだ。勝手にリタに喧けん嘩かを売ったお仕置きとして、銀のヘアピンを二本付けられているのだ。

　可愛かわいいと言われた屈辱に水ミ無ナ月ヅキはぶるぶると震える。リタを瞬殺しないのは偏ひとえに「仲良くする」という訓練中だからだ。

　水ミ無ナ月ヅキが懸命に堪えているのにも気付かず、上機嫌なリタは一方的に話しかけてくる。

「もしかして、わたくしとのデートのために気合いを入れてきてくれたのかしら？　もうっ、ミナヅキったら」

「勘違いしないで、リタさん。これデートじゃないから」

　カノンが絶対零度のツッコミを入れた。

　そこでようやくリタがカノンを見る。

　燃えるような瞳と凍えるような瞳が真正面からぶつかった。

　邪魔者がいたわね、とでも言いたげなリタの視線を受け、カノンは小さく鼻で笑う。

「ついでに言うと、今日の水ミ無ナ月ヅキを全身コーディネートしたのは、わたし。褒めてくれて嬉うれしいな」

「な、何よそれ……！」

　二人の少女は互いに険悪なオーラを放ち、牽制し合っている。バチバチと音が聞こえてきそうだ。

　それを見て、水ミ無ナ月ヅキは胡う乱ろんげになる。

「チームとは協力し合うものじゃなかったのか？」

　リタが気まずい表情になり、カノンがこほん、と咳せき払ばらいをした。

「改めてリタさん、チームに参加してくれてありがとう。コンテストではよろしく」

「ミナヅキの命令だもの、わたくしに拒否権はないわ。礼には及ばなくてよ」

　なんとか丸く収まったところで、三人は目的地へ向かうことにした。

　駅から真まっ直すぐ伸びる大通りを横並びで歩く。水ミ無ナ月ヅキを真ん中に、少女たちが挟む形だ。

　チームリーダーとしてカノンが口火を切る。

「今日、わざわざ休みの日に集まってもらったのは、コンテストに向けてまず勉強をしておこう、と思って」

　勉強？　と訊きき返かえしたリタの手が水ミ無ナ月ヅキに触れた。『敵』に触れられ咄とつ嗟さに払おうとしたが、水ミ無ナ月ヅキは考えた。

　待てよ。仲良くするんだったよな？

　思い直してリタの好きにさせた。リタは水ミ無ナ月ヅキの腕を取り、細い指を絡からめてくる。

「オートマタを作る上で一番重要なのは、コンセプト。目的や用途とも言える。いつ、どこで、何をするオートマタなのか。それがきちんと定まらなければ、優れたオートマタは作れない」

「当たり前のように聞こえるのだけれど」

「そう。当たり前だけど、これが本当に大事。コンセプトを決めることで、自然とそのオートマタのデザインや機能が決まってくる。例えば、工事用オートマタのコンセプトは力仕事だから人工筋肉は他に比べて強化されているし、過酷な環境にも耐えられるよう人工皮膚は耐熱仕様になっている。一方で接客用のコンセプトはホスピタリティ。相手の言葉を聞き取り、適切な回答ができるよう言語プログラムに重点が置かれていて……」

　語っていたカノンがふと横を見て、言葉を失った。

　カノンの視線は、リタがしっかりと抱えている水ミ無ナ月ヅキの左腕に注がれている。

「それで？　オートマタのコンセプトがどうしたの？」

「えーっと、リタさん。その前に、なんで水ミ無ナ月ヅキにくっついてるの？」

「あら、わたくしはミナヅキに負けてミナヅキのものになったのよ。ミナヅキの傍そばにいるのは当然でしょう？」

「水ミ無ナ月ヅキはそんな命令してない！　チームに入るようには言ったけど……」

「それは、わたくしをとりあえず傍そばに置きたいから言ったんでしょう？　ミナヅキはそうやって段階を踏んでわたくしとの関係を深めていきたいのだとよくわかったわ。わたくしもミナヅキの考えに賛成よ」

「ち・が・い・ま・す！　そんな理由じゃありません。もう、水ミ無ナ月ヅキからもちゃんと言って。リタさんが関係を誤解してる」

「俺はリタと仲良くしたいと思っている。それでいいんじゃないのか？」

　あんぐりとカノンが口を開けた。横ではリタが狂喜している。

　カノンは不機嫌な表情を隠そうともせず言う。

「リタさん、とにかく水ミ無ナ月ヅキから離れて。手を繫つなぐ必要もないはず」

「ふふん、どうしてあなたにそんな指図をされなければならないのかしら。あなたはミナヅキの従姉いとこなのでしょう。恋人ではなくて」

　ぐっとカノンは言葉を詰まらせ、水ミ無ナ月ヅキへ非難がましい視線を走らせた。何な故ぜそんな目で見られるのかわからない水ミ無ナ月ヅキは、首を捻ひねるばかりだ。

「だったら、あなたが口出しする権利はないわよね。ミナヅキだってわたくしに触れられて喜んでいるのだから」

「……水ミ無ナ月ヅキはそんなことで喜ばない」

「ふうん、じゃあ、訊きいてみましょう」

　言うなり、リタは抱えていた腕を自身の胸にむぎゅ、と押し当てた。ニットを大きく盛り上げているそこに水ミ無ナ月ヅキの腕が埋まる。

「どう、ミナヅキ？　気持ちいい？」

　上目遣いでリタが甘えるように問いかけてくる。

「……柔らかい」

　水ミ無ナ月ヅキの口調は、女性の胸の柔らかさを賛美する情感などまるでなかったが、リタは満足したようだった。得意げにカノンを見る。

　と、カノンが負けじと水ミ無ナ月ヅキの腕をギュッと抱えてくる。

「水ミ無ナ月ヅキ。こっちの感想は？」

　カノンの表情がいつになく真剣だ。水ミ無ナ月ヅキは考えて、ありのままの回答をする。

「……温かい」

　なっ、とリタが目を剝むいた。体温が低い吸血鬼にはできないことである。

　カノンがしたり顔で見ると、リタが悔しそうに歯は嚙がみする。バチッと火花が散ったところで、二人に挟まれた水ミ無ナ月ヅキは言った。

「ところで、この感覚テストは何のためにやっているんだ？」

「「……」」

　三人の歩みが再開した。

「コンテストでわたしたちはまったく新しいオートマタを提案し、製作しなければならない。でも、世の中にオートマタが溢あふれている現在、新しいコンセプトを生み出すのは至難の業」

　水ミ無ナ月ヅキの腕を抱えたままのカノンは言う。

「目新しいオートマタなんて、デパートへ行ってもそうそう見かけないものね。それで、どうするつもりなのかしら？」

　同じく水ミ無ナ月ヅキの腕にひっつくリタが訊きく。

「理想は斬新なコンセプトを設定することだけど、それが無理なら、既存のオートマタの性能を上回るものや機能の組み合わせを新しくするしかない。例えば、電子レンジがオーブンやトースターの機能を付けることで新しい製品として売り出しているみたいに」

「そういうことね。それならわたくしでも思いつくかしら」

「いきなりアイデアを出すのは無理だと思うから、今日はそのための勉強。まず、既存のオートマタにどんなものがあるのか知ること。そこから、このオートマタにこんな機能がついていたらいいのに、とか、こんなオートマタがあったらいいのに、と発想を広げていく。新しいものはそうして生まれていくものだから」

「必要は発明の母とも言うものね。既存のオートマタを知るといったら図書館かしら。オートマタ図鑑とかありそうよね」

「本もいいけど、イエッセルにいてそれはもったいない。せっかく実物を見られる環境にあるんだから、それを活いかさないと。というわけで、目的地に到着した」

　三人は足を止めて、近未来的なドーム状の建物を見つめた。入口には大きくこう記されている。

『国立オートマタ博物館』

「今日は一日、ここで勉強するよ」







　休日のオートマタ博物館は混んでいた。

　入館チケットを買うために三人は並ぶ。その間もカノンとリタは水ミ無ナ月ヅキを離さなかった。

　両手に極上の花状態の水ミ無ナ月ヅキは、周囲の男たちから何やら物騒な視線を感じた。チケット売り場にいる接客用オートマタの男性だけが、屈託のない笑顔でチケットを差し出してきた。

　入館すると、何世紀も前の貴族が使用していた華美な自動演奏用オートマタが三人を出迎える。

「ここは世界最大のオートマタ博物館で、オートマタ製作が特に活発になった十八世紀から現在までのオートマタ約十万体が展示されている」

「十万体ですって!?」

　カノンの説明にリタが驚いた声を上げた。その数はヘルヴァイツの小さな都市の人口に匹敵する。この一つのドームにそれだけの機械人形が詰め込まれているのだ。

「古今東西のオートマタがここに集結していると言っても過言ではない。リタさんはここに来るのは初めてって言ってたよね？　わたしが初心者でもわかるように解説していくから。展示を見終わる頃には、きっとリタさんもオートマタの魅力に目覚めているはず。……ふふ、久しぶりの布教活動。楽しみだな……」

　カノンの目が異様な輝きを帯び始めたところで、水ミ無ナ月ヅキは腕を動かした。少女たちの手を振ふり解ほどき、順路と書かれた立て札を無視してスタスタと歩き始める。

「あ、ミナヅキ……」

　追おい縋すがろうとしたリタの肩をカノンが、がしっと止めた。

「リタさんはこっち。勉強しないといけないから、わたしと一緒に見て回るの」

「なんでよ！　勉強するならミナヅキも一緒でしょ？　なんで彼だけ別行動なのよ！」

「水ミ無ナ月ヅキはここにあるオートマタ、全部記憶しているから」

「そんなわけないでしょう!?　十万体あるって、さっきカノンが言ったばかりじゃない！」

「いいから、いいから。ほら、リタさん。これは初期の自動演奏用オートマタだよ。見て、胸に収まっている古いゼンマイの光沢を！　この頃は精製技術が発展していなかったから、こんな濁った白色なんだけど、これはこれで重厚感があってわたしは悪くないと思う。そして、オートマタにとって必要不可欠な歯車ギア！　胴体にこれでもかってくらい、大小たくさんの歯車が詰まっているよね？　この歯車はどれか一つ欠けてもダメなの。このオートマタは最も単純な平歯車プレーン・ギアだけで構成されているんだけど、二の腕、前腕、十本の指、両足まで動かすことができる。それはとても素晴らしいことなの。通常、平歯車プレーン・ギアだけだと手の指しか動かせない。だけど、この製品は歯車の配置を工夫することで、ここまでたくさんの関節を稼か働どう可能にしている。これが技師の腕の見せ所で醍だい醐ご味み！　限られた胴体のスペースにありったけの歯車を詰め込み、神の配置を実現させる！　そのために技師は日々、歯車と向き合うの。……ここまで製作者の拘こだわりと誇りが詰まっている崇高な歯車ギアを前に、わたしがこれ以上語ることはない。あとはリタさんが見て、感じればいいだけ。さあ、リタさんはどの歯車に感動した？」

「……え？　え!?　そんな力説されても、ちょっと何言ってるかわかんない……ああん、助けて、ミナヅキイィー!!」

　リタの悲鳴が響き渡った。







　リタを犠牲にして戦線離脱に成功した水ミ無ナ月ヅキは、一人で館内を巡る。

　水ミ無ナ月ヅキが最初にここを訪れたのは三か月前のことだ。

『おはよう、水ミ無ナ月ヅキ。今日も素敵な日よ』

　起動命令ウェイクアップの言葉をカノンに初めて囁ささやかれたその日、小さな輸送用コンテナで目覚めた水ミ無ナ月ヅキは十年前の常識しか持ち合わせていなかった。

「初めまして。僕は対吸血鬼戦闘用オートマタ、絡から繰くり騎き士し《白びやく檀だん式しき》第陸号・水ミ無ナ月ヅキです」

　新たなマスターに挨拶をしながら自分が廃棄処分されなかったことに安あん堵どしたのも束つかの間ま、窓から吸血鬼を見つけた水ミ無ナ月ヅキは微笑ほほえんでこう続けた。

「僕を起動させてくれてありがとう。必ずすべての敵を殲せん滅めつし、吸血鬼に占拠されたこの街からマスターを救い出してみせる」

　殺やる気満々で窓から飛び出していこうとする水ミ無ナ月ヅキにカノンは慌ててしがみつき、そこから懇々と現代の常識講座が始まった。

　最初は到底信じられず、「噓うそだ！」とか「バカな！」とか言い張った。「どうして僕を騙だまそうとするんだ！」と怒りもした。埒らちが明かないと思ったカノンが連れて来たのが、ここ、国立オートマタ博物館だった。そこで揺るぎない事実を見せつけられて、水ミ無ナ月ヅキはようやくカノンの言葉を信じたのだった。

　貴族の間で自動演奏用オートマタの流行コーナー。

　ヘルヴァイツの国力を飛躍的に向上させた農業用、工業用オートマタの台頭コーナー。

　ヘルヴァイツの国際的地位を確立させた労働用オートマタの輸出コーナー。

　一家に一体が常識となった家庭用オートマタの普及コーナー。

　そして、四つのコーナーを抜けた展示の最後。

　そこには、二十歳過ぎくらいの青年が博物館の目玉として展示されていた。立派な金のプレートには彼の製品名が記されている。

『絡から繰くり騎き士し《白びやく檀だん式しき》第弐号・如月キサラギ』

　強化ガラスの箱の中。燦さん々さんとスポットライトを浴びる青年の前に立った水ミ無ナ月ヅキは、親しげに呼びかけた。

「兄さん、また会いに来たよ」

　鋼はがね色いろの短髪に琥こ珀はくの瞳をした彼は、水ミ無ナ月ヅキに応えることなく、ただ虚うつろな目を宙へ投げるばかりだ。

　幼い子供のようにガラスケースに両手をつき、他の見物客の迷惑も顧みず、水ミ無ナ月ヅキは正面から兄と相対する。

　水ミ無ナ月ヅキは彼の瞳が力強い光を放っていたときを知っている。

　家族の中で男は如月キサラギと水ミ無ナ月ヅキだけだった。同じ男性型でも如月キサラギはカッコいい青年で、大人の男としての魅力を備えていた。長身で、顔立ちは柔和だが野性味があり、人ひと懐なつっこい笑い方をした。ひょろひょろの自分と違って筋肉質な身体だったのを水ミ無ナ月ヅキは覚えている。

　彼の暗器は両腕に仕込んであるマシンガンとライフル銃だった。

　狙撃もできる中・長距離戦闘タイプで、戦闘になると腕がいくつもの銃を組み合わせた複雑な形になるのだ。戦闘形態になったそれがとにかくカッコよくて、水ミ無ナ月ヅキは幾度も見せてとせがんだものだ。その度に如月キサラギには「俺の暗器を拝めるのは戦場でだけだぜ。おまえにはまだ早いな」とはぐらかされた。
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　今、彼は動力を止められ、自慢の暗器を多くの見物客に晒さらしている。

　戦闘形態になったままの右腕は見えやすいようワイヤーに吊つられ、左腕は暴走したときに壊されてしまったのか肘から先を失っていた。

　上半身は裸で、胴体はネジが外され内部構造が見えるように開かれている。最高級のエーデルライト九五〇製ゼンマイと複雑に配置された波動歯車ハーモニー・ギア。その隙間に、無数の神経ケーブルやメタリックな輝きを持つ人工骨、人工臓器や人工筋肉が見える。

　ズボンのポケットからは、ひしゃげたタバコの箱が覗のぞいていて水ミ無ナ月ヅキは思い出す。

　如月キサラギは愛煙家という設定だった。より人間らしく見せるために《白びやく檀だん式しき》はそういう小道具も使う。またタバコの味など認識できないのに、如月キサラギはうまそうに吸うのだ。

　水ミ無ナ月ヅキは一度、彼からタバコをもらって吸ったことがある。何の味もしなかったが、睦ム月ツキと弥生ヤヨイに見つかって春はる海みにチクられ、「あなたは十六歳なんだから、そんなことしたらダメ！」と𠮟られたのは、まさに苦い思い出だ。

　如月キサラギの影響は水ミ無ナ月ヅキの「俺」という一人称にも表れている。大人っぽい感じが気に入って使ったら、案の定、春はる海みに直すよう言われた。誰にも注意されることがなくなった今では、勝手に使っているが。

　如月キサラギの背後の壁には大きなパネルがかかっている。

『忌いまわしき過去の遺物　──対吸血鬼戦闘用オートマタ──』

「……兄さん、俺たちは何のために作られたんだろうな」

　水ミ無ナ月ヅキの問いに如月キサラギは答えない。

　数時間後、ハイテンションで語り続けるカノンと完全にドン引きのリタがやってくるまで、水ミ無ナ月ヅキは如月キサラギの前から動かなかった。







　三人は博物館に併設されているレストラン棟で昼食にすることにした。

　吸血鬼も人間と同じように通常の食事が必要である。彼らは魔術を使うために血を摂取しているのであって、血液だけで生命を維持できるわけではない。

　昼時を過ぎたカジュアルなレストランは大盛況だったが、タイミングよく空席はあった。接客用オートマタに窓まど際ぎわの丸テーブルを案内される。

「それで、わたしはやっぱり遊星歯車ギャラクシー・ギアじゃダメだと思う。確かに遊星歯車ギャラクシー・ギアは配置の融通が利きいて組みやすい、修理のとき楽というメリットは大きいんだけど、何よりかさばるの。オートマタの全身動かすと考えたときに、人間の関節はいくつあると思う？　答えは二百以上。それを胴体に収めた遊星歯車ギャラクシー・ギアだけで動かすなんて現実的じゃない。それより、摩擦による動力損失も少なくて、歯が嚙かみ合あったときのバックラッシュもない……」

「ちょっとミナヅキ！　カノンのマニアトークが止まらないんだけど！　どうにかしてよ！」

　テーブルについて手早く注文を終えた後も、カノンは延々と歯車ギアについて持論を語っている。

　げんなりしたリタがこそっと水ミ無ナ月ヅキに助けを求めるが、

「同情はするが、ここにカノンと来てしまった以上、抵抗は無駄だ。諦めろ」

　水ミ無ナ月ヅキは頰ほお杖づえをついて、聞き流す態勢に入っている。

「そんな、ひどいわ！　ミナヅキはカノンがこうなることを知っていたのね!?　だから、わたくしにカノンを押しつけて……」

「リタさん、ちゃんと聞いてる!?　歯車ギアはオートマタを動かすのに欠かせない部品なんだから！　技師のセンスは歯車の配置に表れるって言われるくらい大事なことなんだよ！　波動歯車ハーモニー・ギアの有用性はわかってくれた!?」

「ひいぃっ、わかったわ！　わかったから……え、波動歯車ハーモニー・ギア？」

　リタがきょとんとした。

　繰り返された言葉に、カノンの話が止まる。

「波動歯車ハーモニー・ギアってあれよね？　世界で一番、吸血鬼も人間も殺したオートマタ、《白びやく檀だん式しき》に使われてたっていう」

　リタの確認にカノンは黙り込んだままだ。

「もしかしてカノンは、波動歯車ハーモニー・ギアを使おうとしているの？」

　レストランの喧けん騒そうが一ひと際きわ大きく響いた。

　カノンは傷付いたような表情でリタを見返していた。やがてリタの視線を受け止めきれず、目を伏せる。長い睫まつ毛げが少女の目元へ影を落とした。

「……うん、わたしが設計したら、主要な歯車ギアは波動歯車ハーモニー・ギアになる。《白びやく檀だん式しき》と同じもの」

　リタが息を吞のんだ。

　俯うつむいたカノンは膝の上で両手を握る。

「今まで黙っててごめんなさい。騙だますつもりじゃなかった。もし、この事実を知ってリタさんがわたしとはオートマタを作れないと言うのだったら、ここで解散しよう。後のことは何も気にしなくていいから」

　水ミ無ナ月ヅキは銀髪に隠れたカノンの横顔を見み遣やった。

　ま、こういう奴やつだとわかっていた。ここで、だからどうしたと開き直れるなら、初めから嫌がらせなんか受けていない。

　と、リタが首をかくんと傾けた。

「何を謝っているの？　チームに参加してよいかどうか尋ねるのはわたくしのほうだわ。《白びやく檀だん式しき》と同じ歯車ギアを使ってオートマタを作ろうとしているのに、無知なわたくしが参加してもいいのかしら」

「え……？」

　不思議そうなリタに、カノンも瞬またたく。

「だって、あの《白びやく檀だん式しき》よ？　世界最強の暗殺機械人形。無敵の絡から繰くり騎き士し部隊。オートマタの最終進化形。ドクター・ビャクダンが作ったオートマタの素晴らしさは、ヘルヴァイツにいるヴァンパイアなら誰でも知っているわ！　まさかカノンがそんなすごいものを作ろうとしているなんて驚きよ」

　ここまで賞賛されれば水ミ無ナ月ヅキも悪い気はしない。

　そんなことを言われたのは初めてだったのだろう。カノンが戸惑った声を上げる。

「どうして……？　《白びやく檀だん式しき》は吸血鬼もたくさん殺したのに……」

「戦争で殺し合うのは当然でしょう？　そんなのはお互い様じゃない」

　あっけらかんと言ったリタは、グラスの水に口をつけた。

「《白びやく檀だん式しき》を嫌けん悪おしているのは人間だけよ。人間に作られたのに、人間に仇あだをなしたから憎まれているんでしょう。ヴァンパイアはむしろ、敵ながら敬意を払っているわ。ヴァンパイアに脅威を与えられたのは《白びやく檀だん式しき》だけだったんだから」

　兄姉きようだいの活躍はどうやら敵側の吸血鬼だけが正当に評価しているようだった。水ミ無ナ月ヅキは複雑な気持ちになる。

　リタは窓の外、イエッセルの穏やかな街並みを見下ろして続ける。

「お父様も戦時中に《白びやく檀だん式しき》と交戦したそうよ。ムツキとね」

　睦ム月ツキ。

　水ミ無ナ月ヅキはどこか冷たい雰囲気を放つブロンドの美女を思い出していた。

　春はる海みが最初に作った対吸血鬼戦闘用オートマタ。非の打ちどころがない完璧な容姿をした二十歳設定の女性だった。

「壮絶な戦いになったみたい。でも、お父様のブラッディソードでもムツキを下すことはできなかった」

「ほう、吸血鬼王ローゼンベルクと睦ム月ツキは引き分けたのか。興味深いな」

「ええ。我が生涯であれ以上の奮戦はないだろう、とお父様は今でも語るわ。それくらいムツキとの戦いは衝撃的だったのね。それからなの、お父様がヴァンパイア至上主義から脱却して、吸血鬼王ルートヴィヒと手を切ったのは」

　こんな言い方は人間であるあなたたちには不愉快かもしれないけど、と前置きしてリタは言った。

「ムツキとの戦いで、人間が取るに足らない種族ではないとお父様は悟ったのよ。《白びやく檀だん式しき》を作った人類は、ヴァンパイアと肩を並べる存在に足る、とね」

「それで、吸血鬼王ローゼンベルクはイエッセル条約を？」

「そうよ。《白びやく檀だん式しき》の暴走を嘆いたのは、お父様もだったわ。お父様は自分と引き分けた彼らを好敵手のように感じていたのよ。きっとヘルヴァイツやオートマタの技術を滅ぼしてしまうには惜しいと考えたのね」

「ローゼンンベルク王が和解を申し出てくれたからケルナーの悲劇は三日で済んだけど、そうでなかったら今頃ヘルヴァイツという国はなくなっていたはず」

　そう言うカノンの表情はとりわけ暗い。

「仮にお父様が手を差し伸べなくても、いずれ吸血鬼王の誰かが動くことにはなったと思うわ。暴走した《白びやく檀だん式しき》を放置していたら、人間だけではなくヴァンパイアも危ないもの。自らの臣民に危険が及ぶなら、吸血鬼王は必ず動く」

「臣民？」

「人間社会でいう国民みたいなものよ。ヴァンパイア王族にはね、ブラッディソードがある代わりに自分たちの臣民を守る義務、ノブレス・オブリージュがあるのよ。わたくしたち王族が今、軍に属しているのも、有事のときは率先して民を守るためなの」

《赤の乙女部隊スカーレット・メイデン》の紅べに薔ば薇ら少将という二つ名が一般人にまで浸透しているのは、リタが共和国軍でそれなりに活躍している何よりの証左だろう。

「だからね、《白びやく檀だん式しき》がなければイエッセル条約は結ばれなかったのよ。わたくしとミナヅキもこうして出会うこともなかったというわけ」

　リタが手を取って指を絡からめてくる。

　されるがままになって、水ミ無ナ月ヅキは目を落とした。

　──《白びやく檀だん式しき》の存在が、この平和ボケした世界を作ったというのか。

　カノンが「ちょっと、リタさん!?」と声を上げたとき、注文したパスタが運ばれてきた。

　リタは渡わたり蟹かにのトマトクリーム、水ミ無ナ月ヅキはペスカトーレ、カノンはカルボナーラである。接客用オートマタが「お好みでお使いください」とタバスコの瓶を水ミ無ナ月ヅキの傍かたわらに置き、去っていく。

　さて、吸血鬼の前で初めての食事である。人間を完璧に演じられる《白びやく檀だん式しき》は食事時でもボロを出さない。

　リタはフォークを取って言った。

「カノンさえよければ、わたくしは喜んでチームに参加するわ。《白びやく檀だん式しき》に近しいオートマタを作るとこなんて、まず見られないもの。なんだか楽しみになってきたわね」

「そう言ってくれると嬉うれしい。今まで《白びやく檀だん式しき》を悪く言う人たちばかりで、みんな、わたしの設計図を見ただけで相手にしてくれなかったから」

「人間の《白びやく檀だん式しき》嫌いは、少し加熱しすぎているわよね。製作者のドクター・ビャクダンについても、いつもメディアでは彼女の功績ではなく過失が取り沙汰されるし」

「……やっぱり、ケルナーの悲劇のインパクトが大きいんだと思う」

「それでもよ。《白びやく檀だん式しき》がなかったら、そもそもヘルヴァイツはヴァンパイアに占領されていたんだから……ミナヅキ。さっきからタバスコをかけているけど、いつまでかけるつもりなの？」

「え？」

　動きを止めて、水ミ無ナ月ヅキはリタを注視した。

　リタは水ミ無ナ月ヅキの手にあるタバスコを見て、目を丸くする。

「まあ、半分くらい使ってるわ！　そんなにかけて大丈夫なの？」

　大丈夫？　何がだ!?

　焦燥を覚えた水ミ無ナ月ヅキは、助けを求めるようにカノンへ目を走らせた。青ざめたカノンがそっと耳打ちをしてくる。

「タバスコは辛からいから、ほんの数滴だけ。たくさんかけない」

「早く言え。全部かけるところだった」

　囁ささやき返かえし、タバスコの瓶を置く。二人がやっているのを真ま似ねてスパゲッティをフォークで絡からめ取とり、口へ運ぶ。

　水ミ無ナ月ヅキには味覚と嗅覚がない。だから食事をしても温度と食感しか認識できない。温かいケーブルの束を咀そ嚼しやくしているような感覚だ。細かくなったところで飲み込む。

　そこで、リタが水ミ無ナ月ヅキをじーっと見ているのに気が付いた。

「……何だ？」

「辛からくないの？」

「美味おいしいぞ」

　食べ物の感想は「美味おいしい」と言っておけば問題ない。基礎知識通りに水ミ無ナ月ヅキは言う。

「一口ちょうだい」

　リタがフォークを伸ばし、ペスカトーレを取る。口に入れた瞬間、リタは「んんっ！」と声にならない悲鳴を上げて、グラスの水を一気に飲み干した。

「辛からい！　超辛からい!!　こんなの食べ物じゃないっ！」

　舌を出してハアハアしながらリタは、水ミ無ナ月ヅキを信じられないという目で見る。

「これが美味おいしいって、ミナヅキはどうなってるの!?」

「み、水ミ無ナ月ヅキは味覚音痴なの！　ものすごい激辛が好きで……」

　慌ててカノンがフォローを入れる。

　その横で水ミ無ナ月ヅキは、今度はフォークでアサリを殻ごと口に入れ──嚙かみ砕くだいた。

　バリ、と音がしたところで、「ひっ」とリタが息を吞のむ。

「おっ、おかしいわ、ミナヅキ！　どうしちゃったの!?」

　バリバリと殻を咀そ嚼しやくしながら水ミ無ナ月ヅキは怪け訝げんな目でリタを見つめた。

　と、カノンにぐいっと腕を引っ張られる。

「大変！　水ミ無ナ月ヅキが熱を出したみたい！　頭を冷やさせてくるから、リタさんは待ってて！」

　強引に水ミ無ナ月ヅキはテーブルから退場させられた。

　リタから死角になったところでカノンは少年をじっと睨にらみつける。

「……水ミ無ナ月ヅキ、答えなさい。あなたが食事をしたのは何回目？」

　口の中のアサリを殻ごと飲み下した水ミ無ナ月ヅキは言う。

「今回で四度目だ。一度目は人工消化器官の動作テストでパンを三切れ、二度目はテーブルマナーの学習のために前菜からデザートまでのフルコース、三度目は卯ウ月ヅキと皐サ月ツキがくわえていたキャンディを好奇心から舐なめてみた。完璧に人間に見えただろう？」

「どこが完璧!?　完璧に人間じゃなかったよ！　リタさんもびっくりしてたよね」

「あいつはなんで、パスタの上に載っているデカい具を食べないで避けているんだ？」

「渡わたり蟹かにの甲羅は食べられません。貝の殻も食べられません。そんなことも知らない人間がどこにいるの！」

「くそ、やられた。メニューの『オススメ』とはトラップだったか。タバスコといい、まんまと相手の術中に嵌はまってしまった……」

　カノンが沈痛な面持ちで額を押さえた。

「……普段から食事をしていないから、こんなことになる。一緒に食事していれば、水ミ無ナ月ヅキの食事知識がひどいって気付けたのに……」

「問題ない。もう学習した。二度と同じトラップには引っかからない」

「誰も水ミ無ナ月ヅキの食事に罠わななんて仕掛けてないけどね！」

　テーブルに戻るとリタはパスタを食べ終えて、デザートに移っていた。テーブルの中央にどん、と置かれた大皿にはケーキやタルト、アイスクリームが山ほど盛られていて、カノンも水ミ無ナ月ヅキも呆あつ気けに取られる。

「デザートプレートを頼んでおいたわ。二人とも、食べるわよね？」

「え、うん。……リタさん、それ、間違えて十人前頼まなかった？」

　顔を引きつらせたものの、カノンは残りのカルボナーラをぺろりと平らげると、まんざらでもない様子でデザートを食べ始めた。

「ミナヅキ、はい、あーん」

　やっとのことで慣れないパスタを処理した水ミ無ナ月ヅキに、リタが満面の笑みでケーキの載ったフォークを差し出してくる。

　なんだ？　さては、さっきの不自然な食事で疑われたか？

　疑念を払ふつ拭しよくすべく水ミ無ナ月ヅキはフォークに食いつく。リタが嬉うれしそうに「キャッ」と声を上げた。

「リタさん！　水ミ無ナ月ヅキにそんなことしないで！」

「あらあら、嫉妬かしら。ミナヅキが全然拒まなかったから」

　カノンが口を尖とがらせた。タルトの欠片かけらを水ミ無ナ月ヅキの口元へ持ってくる。

「食べて、水ミ無ナ月ヅキ」

　まだ証明が必要ということだな。

　勝手に解釈した水ミ無ナ月ヅキは、カノンのフォークにも素直に口をつける。

　それを見たリタが「まあ！」と瞳を燃やした。すかさず再びケーキを水ミ無ナ月ヅキへ運ぶ。

「学院で女子たちが話しているのを聞いたわ。入学試験トップでスポーツも万能なミナヅキとお近づきになりたいけれど、カノンが彼を独占していて女の子を近付けないって」

　なっ、と驚いたカノンは少年にタルトを食べさせながら、リタを睨にらむ。

「そんなつもりじゃない。水ミ無ナ月ヅキは従弟いとこだし、三か月前にヘルヴァイツに来たばかりで人見知りする性格だから、何かと世話をしているだけ」

「ふうん、本当にそれだけかしら？　聞けば、休み時間も昼休みもミナヅキにべったりみたいじゃない。誰かが言ってたわ。いつも二人だけでいて、まるで姫と騎士だって」

　リタに押し込まれた生クリーム付きのスポンジを咀そ嚼しやくしながら、水ミ無ナ月ヅキはわずかに顔をしかめた。

　思い返せば、マイヤーもそんなことを言っていた。周囲からそう見られていたとは、不本意である。水ミ無ナ月ヅキは望んでカノンにつき従っているのではない。彼女が所有者マスターだから仕方なくだ。

「勘違いされてもおかしくないとは思うけど、わたしと水ミ無ナ月ヅキは本当にただの従い姉と弟こ同士。別にわたしが水ミ無ナ月ヅキの交友関係に口出ししたり、制限したりはしていない」

「それなら、カノンは身を引いてもいいってことよね。わたくしに姫の座を譲ってもらえないかしら。これからはわたくしがミナヅキと一緒にいるわ」

「残念だけど、それとこれとは話が別。リタさんに水ミ無ナ月ヅキは任せられない。彼を世話できるのはわたしだけなの。誰にも譲れないし、譲るつもりもない」

　言い切ったカノンは、水ミ無ナ月ヅキの口にタルトの残りを詰め込んだ。

　その瞬間、水ミ無ナ月ヅキの口内に爽快な刺激が走る。

　タルトの上にアイスクリームが載っていたのだ。冷たさからそう理解した水ミ無ナ月ヅキは、妙に頭がすっきりするような感覚を覚えた。

　自らデザートプレートにフォークを伸ばし、アイスだけを取る。

「ミナヅキに関しては大した自信なのね。でも、恋人でもないのにその発言はおかしいわ。ここではっきりさせておきましょう。カノンはミナヅキをどう思っているの？」

「へ!?　ど、どう思ってるって!?　そんなの本人の前で言えるわけない」

　カノンがしどろもどろになり、水ミ無ナ月ヅキへチラチラ視線を向ける。

　だが、水ミ無ナ月ヅキは初めて食べるアイスに夢中になっていた。

　カラフルな粘土みたいな塊をひたすら口へ運ぶ。その度に広がる清涼感！　頭がクリアになり、演算速度も上がっている気がする。万能感すらこみ上げてきた。

「あら、わたくしはきちんとミナヅキに言っているわよ」

「それは！　リタさんは水ミ無ナ月ヅキの正体を知らないから！」

　思わずテーブルに手をついて身を乗り出したカノンは、リタの怪け訝げんな視線を受けて席へ着いた。そっと少年を窺うかがう。

「……わたしだって戸惑ってるの。水ミ無ナ月ヅキの正体はわかっているけど、彼は妙に人間くさいところがあるから、ときどき本物の男の子に見えちゃうっていうか……」

　頰を紅潮させ、ごにょごにょと言うカノン。

　その横で水ミ無ナ月ヅキは一心不乱にアイスを食べ続けていた。リタに促されるままに生クリームの塊も飲み込む。

　そのとき、水ミ無ナ月ヅキは身体に違和感を覚えた。

　初めての感覚に眉をひそめるが、違和感の正体を突き止めるより早くカノンはフォークを持ってくる。拒めば怪しまれると思った彼は口を開けた。

「わ、わたしのことより、リタさんこそ水ミ無ナ月ヅキに告白して玉砕したのを忘れたの？　水ミ無ナ月ヅキははっきり断ると言ってたけど」

　カノンに押し込まれる硬いタルト。飲み下したものの、違和感は強まる。

「それは最初のときの話でしょう？　ミナヅキは本当はわたくしを嫌ってはいないのよ。いきなり付き合うのに抵抗があっただけなんだわ。仲良くなったら、交際してくれるのよね？」

　リタに押し込まれる湿ったスポンジ。何だろう。身体の内側が苦しい。

「ちょっと待って。水ミ無ナ月ヅキのことは諦めたんじゃなかったの!?　勝負で負けたら水ミ無ナ月ヅキを吸血しないって……」

　次にカノンに促されるままタルトを飲み込んだとき、水ミ無ナ月ヅキは不調の原因を特定した。けれど、もう手遅れだ。

「ええ、吸血を諦めるとは約束したけど、交際を諦めるとは言っていないわ。吸血しなくても付き合うことはできるもの。そうでしょう？」

　火花を散らせたリタとカノンが同時にフォークを持ってくる。が、水ミ無ナ月ヅキは両手で口を塞いでいた。

　少女たちが話を中断して注視してくる中、水ミ無ナ月ヅキは言う。

「容量オーバーだ。吐く！」

「「ええっ!?」」







　おええええ、と人工胃袋から溢あふれていた分をトイレに吐いた水ミ無ナ月ヅキは、虚こ空くうを睨にらんだ。

　食事、トラップ多すぎだろ。

　食卓で人間になりきるのがこんなに大変だとは思わなかった。

　水ミ無ナ月ヅキはあくまで戦闘用オートマタなのだから、食事に関する知識が著しく乏しかったり、胃の容量が少なかったりしても仕方がない。だが、吸血鬼の前で失態を重ねてしまったのは、水ミ無ナ月ヅキを落ち込ませるには十分だった。

　こんなとき、兄姉きようだいだったら上手うまくやれたんだろうか。

　ふと《白びやく檀だん式しき》として名を馳はせている五体を思い浮かべる。記憶領域メモリーに残っている彼らの姿は鮮明に思い出せるが、今ではどこか遠い存在だ。

　英雄と謳うたわれた栄光。暴走により犯した罪。眠らされていた水ミ無ナ月ヅキは、どちらも知らない。他人ひと事ごとなのだ。

『不適合』と春はる海みに見限られた自分は、兄姉きようだいと同じ戦場に立つことすら許されなかったのだから──。

　物思いに沈みそうになって、水ミ無ナ月ヅキは頭を振った。

　早くカノンたちのところへ戻ろう。あまり遅いと変に思われてしまう。

　手を洗ってトイレを出たとき、横から走ってきた吸血鬼の男性とぶつかった。咄とつ嗟さに暗器を出しそうになったが、すんでのところで体術で受け流す。床に転がった吸血鬼を水ミ無ナ月ヅキは冷淡に見下ろした。

「すまない。キミ、大丈夫か？」

「見ての通りだ」

　床にいる吸血鬼に心配されるという妙な居心地の悪さを覚えつつも、水ミ無ナ月ヅキは答える。その間にもたくさんの人間や吸血鬼が同じ方向へ走っていくのを見て、水ミ無ナ月ヅキは首を傾かしげた。何か博物館でイベントでもあるのだろうか？

「キミも早く逃げたほうがいい。人間だろう？　奴やつらに捕まるぞ」

　起き上がった吸血鬼は服を払いながら、水ミ無ナ月ヅキを値踏みするみたいに見た。

「奴やつら？」

「ヴァンパイア革命軍だ。レストランにいた人間を捕まえて人質にしているらしい」

　息を吞のんだ。

　吸血鬼が行ってしまってから、水ミ無ナ月ヅキは記憶領域メモリーを検索する。

　ヴァンパイア至上主義過激派組織、ヴァンパイア革命軍。吸血鬼王ルートヴィヒの弟、ヴィルヘルム＝ルートヴィヒが擁する、吸血鬼がすべての人間を支配する世界を実現するための組織。人間を家畜のように扱い、その残虐性からヘルヴァイツ国内の吸血鬼にも嫌われている。

　危険な吸血鬼集団にマスターが囚とらわれた。

　──つまり、『敵』だ。

　思わず水ミ無ナ月ヅキは身震いをしていた。

　ひたひたと胸に静かな激情が押し寄せてくる。

　周囲の人々が混乱と恐怖の渦に巻き込まれていく中、水ミ無ナ月ヅキはただ一人、使命感をもって歩き出した。




　　　　[image: きごう]




　レストラン棟の裏口は資材の搬入口も兼ねていて、一般人の目につかないところにあった。

　屋外からレストランのバックヤードに繫つながる唯一のドア。館内の見取り図から水ミ無ナ月ヅキはそこを探し当てた。

　ドアの脇には迷彩柄の戦闘服を着た二体の吸血鬼が門番よろしく立っている。つばのある帽子を目ま深ぶかにかぶり、手袋もつけて日光対策を万全にしている。彼らの肩には機関銃がかかっていた。

　水ミ無ナ月ヅキは気負うことなく彼らの視界へ入る。

「すみません」

　すぐに二人が機関銃の銃口を向ける。それに驚いたように水ミ無ナ月ヅキは両手を挙げた。

「待って！　撃たないで！　僕は博物館に来ていた一般客です！」

　武器を所持していないこと、自分が非力な存在であることをアピールする。

　アピールには成功したはずだが、吸血鬼たちは銃口を下ろさなかった。けれど、警戒が弱まっているのは表情から窺うかがえる。

「なんでそんな奴やつがここにいるんだよ。あっち行け」

「お願いがあるんです。僕を中へ入れてくれませんか？」

　は？　と二体が呆ほうけた顔をした。

　──誘惑しろ──

　頭の中で囁ささやいてきたプログラムに従い、水ミ無ナ月ヅキは目を伏せて弱々しく言葉を紡つむぐ。

「レストランの中に妹がいるんです。僕がトイレに行っている間にこんなことになってしまって、一緒にいてあげたいんです。正面から入ろうとしたら、博物館の警備員に止められてしまって」

　水ミ無ナ月ヅキの容姿は愛らしい美少年だ。

　普段こそ不ふ貞て腐くされていてそんな雰囲気は出さないが、元来、憂いを孕はらんだ表情や哀かなしげな眼まな差ざしは尋常じゃなく様になる。

　水ミ無ナ月ヅキは自らのシャツに手をかけた。ぷちり、と繊細な指でボタンを外す。少年の白い首と滑らかな胸元が露あらわになった。

「吸血してもいいので、僕を通してもらえませんか？」

　媚こびるように上目遣いで。いつもより高く作った美声で。

　女の子のように長い睫まつ毛げも、可愛かわいらしいヘアピンも、カノンにそのつもりはなかっただろうが、敵を誘惑するには役に立つ。

　自身に与えられた武器をすべて活いかし、水ミ無ナ月ヅキは思わず嚙かみつきたくなる幼いたい気けな少年を演じ切る──。

　しばし後、吸血鬼たちの喉が動くのを見た。

「……おいおい、奴隷志願かよ。こいつ、俺たちの〈魅了シャルム〉を知らないのか」

「いいぞ。おまえ、入れてやるからこっちに来いよ」

　ニタニタと嗤わらう彼らに、水ミ無ナ月ヅキは怯おびえたフリをして歩み寄る。ドアまであと数歩のところで、ぐい、と右の吸血鬼に腕を引かれた。

「入るのは〈魅了シャルム〉をかけた後だ。まずは血をもらうぞ」

　敵の牙が首に埋まった。その刹那、

　──『敵』を認識。戦闘モードへ移行──

　少年の瞳に殺意が灯ともった。

　敵の胸に添えた右手からアサシンブレードが顕現し、心臓を貫く。

「独り占めすんなよ。俺の分も……」

　左手の四連装拳銃から無音で放たれた銃弾が、もう一体を襲った。

　二体の吸血鬼がほぼ同時に息絶え、崩れ落ちる。

　暗器を仕舞い、水ミ無ナ月ヅキはドアを開けた。

　古びた蛍光灯に照らされたバックヤードの廊下に人気はない。陰気臭いそこへ足を踏み入れた水ミ無ナ月ヅキは、さっきとはまったく違う低い声で呟つぶやいた。

「潜入成功。これより、敵の殲せん滅めつおよび人質救出作戦に入る」







　トン、トン、と無遠慮な足音が廊下に反響する。

　虚うつろな目に締まりのない表情。乱れたシャツから覗のぞく白い鎖骨。首に刻まれた二つの傷から流れる赤が少年の肌を濡ぬらす。

〈魅了シャルム〉をかけられた人間に意識はない。彼らはそれが解けるまでの間、吸血鬼になされた命令を忠実に実行する。

　──吸血鬼を油断させるには〈魅了シャルム〉されたフリをしろ──

　プログラム通りに水ミ無ナ月ヅキは行動する。

　廊下の先から二体の吸血鬼がやってきた。水ミ無ナ月ヅキは怯ひるまず、歩調も緩めない。

「なんだ、あいつ。〈魅了シャルム〉された人間がなんでこんなとこにいるんだ？　しかも男かよ」

「誰かそっちの気がある奴やつがいたんだろ。女みたいな顔してるし」

「違げえねえ、はは……」

　すれ違いざま、水ミ無ナ月ヅキは二体の首をアサシンブレードで刎はねた。

　ゴトン、と落ちた首が驚きよう愕がくの眼まな差ざしを向けてくる。次の瞬間、水ミ無ナ月ヅキは彼らの心臓を暗器で撃ち抜いていた。

　最初に心臓を抉えぐって即死させなかったのは、単に二体の会話が気に食わなかったからにすぎない。女顔はコンプレックスなのだ。性別を問わず気を惹ひけるようにと春はる海みは設計したらしいが、水ミ無ナ月ヅキは如月キサラギみたいに男らしくなりたかった。

　これで十体。

　悲鳴一つ、銃声一つ上げさせずに吸血鬼を始末した水ミ無ナ月ヅキは奥へと進む。まだヴァンパイア革命軍は異変に気付いていない。敵の指揮官が水ミ無ナ月ヅキの存在に気付く前に、できるだけ敵の数を減らしておきたかった。

　叫び声が聞こえてきて水ミ無ナ月ヅキは視線を巡らせた。更衣室、と書かれた部屋から複数人の声がする。

　水ミ無ナ月ヅキは躊ちゆう躇ちよなくドアを開けた。

　中には吸血鬼が五体、人間が二人いた。人間は二人とも若い女性で、白い調理服が半分脱がされている。ウエイトレスの仕事は今ほとんどオートマタにとってかわられているが、味見が必要な調理は人間がやっていることが多い。吸血鬼に捕らえられた彼女たちは吸血されている最中だった。

　吸血鬼も人間も、闖ちん入にゆう者しやである水ミ無ナ月ヅキを見る。吸血鬼は驚いたような目で、女性たちは助けを求めるような目で。

　水ミ無ナ月ヅキは吸血現場を顔色一つ変えずに見み遣やった。

　一瞬の沈黙の後、吸血鬼たちがドッと笑う。

「ビビらせんな、奴隷かよ！　男のガキなんて誰が〈魅了シャルム〉したんだ？」

「宴会場の人間はまだ食わないってボスは言ってたのにな。もう解禁令が出たのか？」

「さあな。気になるなら見て来いよ」

　彼らの言う宴会場とはレストランの客席だろう。彼らの話しぶりだと、まだ人質は吸血されていないようだ。

　まずは、目の前の敵に注力する。

　両脇にロッカーが並んだ細長い部屋だ。正面奥は窓で、そこに敵が一体もたれている。右手前には敵二体と人間一人、左手奥にはまた敵二体と人間一人だ。

　水ミ無ナ月ヅキは〈魅了シャルム〉されたフリを続け、部屋へ入る。

「吸血鬼のみなさんの餌になりに来ました。僕も吸血してください。きっと美味おいしいですよ」

「あーこいつを〈魅了シャルム〉した奴やつは変態だな。食われてこいって命令したんだろうな……」

「人質はまだ大勢いるだろ。一人くらい死んだって構わねえよな」

　言いながら左奥にいる吸血鬼の一体が水ミ無ナ月ヅキを手招きした。水ミ無ナ月ヅキは求めに応じ、彼へ歩み寄る。

「なんだよ。おまえ、そいつ気に入ったのか？」

「いや、なんかこのガキ、妙に色気があるっていうか……」

　引き寄せられ、首筋に吐息がかかる。

　その際、水ミ無ナ月ヅキは左手を横へ向け、隣で女性を吸血している敵の心臓を撃ち抜いた。

　──まず、一体。

「ぶっ！　なんだこれ！」

　人工血液を口にした吸血鬼が驚きよう愕がくの声を上げる。それ以上、続けられる前に水ミ無ナ月ヅキは彼の心臓を抉えぐった。びしゃり、と赤い塊が床へ叩たたきつけられ、残りの三体が凝然とする。

「てめえ……！」

　吸血鬼たちが気色ばんだときには水ミ無ナ月ヅキは跳んでいた。

　バク宙。

　天井すれすれまで背面跳びをした水ミ無ナ月ヅキは、部屋の右にいた敵二体へ銃弾を浴びせる。彼らの背後へ着地するや否いなや、アサシンブレードと拳銃で二つの心臓を後ろから貫いた。

　──あと、一体。

　ようやく窓まど際ぎわにいる吸血鬼が機関銃を水ミ無ナ月ヅキへ向けた。その愚鈍さに鼻で笑う。

「このガキがあああっ！」

　トリガーを引き絞った彼は、自分の腕がないことに気が付いた。

　目前には愛らしい少年の貌かお。機関銃を持つ両腕が落ちる音と同時に心臓を穿うがたれ、吸血鬼は絶命した。

　五体を秒殺した水ミ無ナ月ヅキは、暗器を収めた。

　それから後ろにいる二人の女性を振り返る。彼女たちは吸血されていたせいか、顔色は紙のように真っ白だった。

　ガチガチと歯を鳴らし床にへたり込んでいる二人へ、水ミ無ナ月ヅキは歩み寄りながら言う。

「裏口にいる吸血鬼はすべて倒しています。そこから逃げることもできますし、あるいは、ここで救助を待つことも……」




「いやああああああっ、来ないで……!!」




　叫ばれて、水ミ無ナ月ヅキは硬直した。

　水ミ無ナ月ヅキに助けられたというのに、女性たちは吸血されていたとき以上にパニックになっていた。恐怖に顔を引きつらせ、転げるように更衣室を飛び出していく。ドアが乱暴に開けられ、音高く閉まった。

　静寂が訪れる。

　金縛りにあったように立たち竦すくんでいた水ミ無ナ月ヅキは、やがて周囲を見渡した。

　無む惨ざんに転がる吸血鬼の死骸と、夥おびただしい血。

　ふと水ミ無ナ月ヅキは室内に姿見があるのに気が付いた。

　そこには、返り血を浴びて満面の笑みを浮かべる少年が映っていた。

「……」

　思わず自分の顔に手を当てる。だから、さっきの二人は逃げ出したのかと納得した。楽しそうに笑う血ち塗まみれの美少年は我ながら狂気的だった。

　でも、どうしてだろう。笑みが収められない。

　思えば、最初に裏口で吸血鬼を殺したときから興奮状態だった。

　敵を倒す度に胸の奥から打ち震えるような歓喜が込み上げてくるのだ。

　頭に詰め込まれている人工頭脳が激しく発熱しているような錯覚すら覚える。

　──ああ、やっと生きている気がする。

　生命などあるはずがない絡から繰くり少年は、だが、今確かに「生」を実感していた。

　オートマタにとって生きることとは、自分に与えられた役目を果たすことである。製作者が設定したコンセプト。目的や用途とも言い換えられるそれがあって、初めてオートマタは生み出される。

　製作者が決めた目的こそが、彼らの存在理由なのだ。

《白びやく檀だん式しき》のコンセプトは暗殺者。

　授業でマイヤーが言っていたのを思い出し、水ミ無ナ月ヅキは「くっ」と声を上げて笑った。

「くくっ、ははははは……！」

　一度笑い出したら止まらなかった。

　吸血鬼たちが息絶えた室内に、少年の愉悦に満ちた声が響く。

　嬉うれしいのはきっとそのせいだ。吸血鬼を殺して殺して殺し尽くすのが自分の目的だから、それを達成できている今が愉たのしくて仕方ないのだ。

　これが、俺の正しい在り方だ。

　清すが々すがしい充足感を抱き、水ミ無ナ月ヅキは更衣室を出る。と、吸血鬼が三体いた。

　血ち塗まみれの水ミ無ナ月ヅキに三体がギョッとする。

　考える間もなく水ミ無ナ月ヅキは彼らへ襲いかかった。その口元には、おぞましい笑みが浮かんだままだ。

　吸血鬼の骸むくろを作りながら絡から繰くり少年は進む。己の存在理由を思い出した彼を止めるものは、もう何もないのだ。







　バックヤードにいた吸血鬼をすべて倒し、水ミ無ナ月ヅキは目的地、レストランの客席近くに辿たどり着ついた。

　厨ちゆう房ぼうの中、出来上がった料理を置く台の陰から水ミ無ナ月ヅキは様子を窺うかがう。

　客席中央にあったテーブルやイスが端に寄せられ、スペースができていた。接客用オートマタはすべて破壊され、隅へ放られている。

　人質となった客は中央の空白地帯に集められ、床に座らされていた。ヴァンパイア革命軍は機関銃を手に人質の傍そばにいるのと室内の随所に立っているのと合わせて、二十体以上が視認できる。

　さすがの水ミ無ナ月ヅキも、人質の安全を確保しつつその数を相手にするのは厳しい。

　どうしたものか、と思ったとき、

「あああ、もう我慢できないわ！　いつまでここに閉じ込めておくつもりなのよ！」

　知った声が響き渡った。

　人質の中から紅髪の少女がすくっと立ち、周囲を睥へい睨げいする。

「あんたたち、イエッセルのど真ん中でこんなことしてタダで済むと思ってるの!?　今に軍が制圧に来るんだから！　そうなったらあんたたち、全員牢ろう獄ごく行きよ！」

　リタである。過激派組織相手にも物もの怖おじしないのが彼女らしい。その横にはカノンがしゃがんでいて、「リタさん、目立っちゃダメ」とリタの腕を引いていた。

「黙れ。おまえ、痛い目に遭いたいのか？」

　近くにいた吸血鬼がリタに機関銃を向ける。

　銃口に見据えられても、リタは余よ裕ゆう綽しやく々しやくで鼻を鳴らした。

「そんな銃でわたくしが怯ひるむとでも？　人間をいたぶるしか能がない非正規軍だもの、共和国軍で採用されている銀の銃弾はないんでしょう？　人間相手にしか大きい顔ができないなんて、情けないと思わないの？」

「なんだと!?　こいつ……！」

　激げつ昂こうした男がトリガーを引いた。

　バババッと銃声が響く。人質の悲鳴が上がり、白煙がリタを覆う。

　だが──

「……それで終わりかしら？」

　白煙が晴れたとき、リタは無傷で立っていた。銃弾が当たっていたのは、彼女の服が穴だらけになっていることから間違いない。

　けれど、そこから覗のぞく白い肌には傷一つなかった。

　鉛弾に貫通された身体は、その瞬間から修復を始め、ものの数秒で元通りになったのだ。

　不敵な笑みを浮かべたリタは自身を見下ろし、

「って、服がボロボロになっちゃったじゃない！　せっかく今日のデートのために買ったやつなのに！　あーもう！　あんた、弁償しなさいよ！」

「なっ、なんでヴァンパイアが人質に混ざっているんだ!?　ヴァンパイアは出て行くよう言ったじゃないか！」

「うるさいわね！　友達が人質になるのに、置いていけるわけがないでしょう!?」

　喚わめくリタは過激派を睨にらみつけた。

「早く武器を捨てて投降なさい。それとも、わたくしに直接手を下されたいのかしら」

　紅あかい瞳が攻撃的な光を放つ。締め切られているはずの室内に、ふわり、と不自然な風が吹いたとき──

「なんて運命的なんだ！　騒がしいから来てみれば、プリンセス・リタじゃないか！」

　カツン、とブーツの靴音が響いた。

　奥から灰色の髪をした青年が現れる。途端に他の吸血鬼たちが背筋を正した。彼らの醸かもし出だす緊張感が室内全体に伝でん播ぱする。

　直立不動で立つ吸血鬼たち。その間を歩いてくる青年を、水ミ無ナ月ヅキはこっそり観察する。凍いてつくように整った顔立ち、過激派の戦闘員とは思えない優雅な身のこなしだ。他の吸血鬼が迷彩柄の戦闘服で統一されているのに、この男だけが黒衣を纏まとっている。

　リタは青年へ目を留とめ、あからさまに顔をしかめた。

「……ヴィルヘルム」

「おや、もうウィリー兄様とは呼んでくれないのかな？　僕たちはまるで兄妹きようだいのように仲睦むつまじく遊んだ仲じゃないか。ほら、昔みたいに僕の腕に飛び込んでおいで！　再会のハグをしよう！」

「ふざけないで！　あなたは今、ただの不法入国者。よくもそんなことが言えたものね」

　喜色満面で両腕を広げる男に、リタが歯は軋ぎしりをする。

　ルートヴィヒ王弟ヴィルヘルム。ヴァンパイア革命軍トップの登場だった。

　ツイてるな、と水ミ無ナ月ヅキは思う。これで誰を最初に仕留めればいいのかわかった。王族であるため戦闘力は侮あなどれないが、彼を殺せば組織は瓦が解かいするだろう。

　しかし、と水ミ無ナ月ヅキは瞳を細める。

　ここからではヴィルヘルムとの距離がありすぎる。水ミ無ナ月ヅキの暗器はアサシンブレードと四連装拳銃だけだ。アサシンブレードの間合いはわずか三十センチ。拳銃の射程距離はせいぜい数メートルで、それ以上離れていると命中精度や殺傷力が低くなってしまう。

　考えている間にリタが言葉を継ぐ。

「何な故ぜ、あなたがヘルヴァイツに来たのか知らないけれど、ローゼンベルク家が守る地で狼ろう藉ぜきを働くのは許さないわ。即刻、人質を解放して投降しなさい。そして、あなたがこれまで人間に対して行ってきた数々の暴虐を償うのよ」

　ふっ、とヴィルヘルムが小さく笑った。

　いけ好かない笑い方にリタの眉根が寄る。

「……何がおかしいのよ」

「どうして高貴なヴァンパイア王族である僕が、卑いやしい家畜ごときに償わなければならないのか」

「ヴィルヘルム……！」

「リタ、キミだってそう思うだろう？　イエッセル条約は馬鹿げている。聡そう明めいなローゼンベルク王が提案したとは、とても思えなかったよ。ヴァンパイアは人間の上位種だ。人間を支配するべき存在なんだよ。平等になんてしてはいけない。それは自然の摂理に反するようなものさ。劣等種を従え、治めるのは当然のことだろう？」

　二人の話を聞きながら、水ミ無ナ月ヅキは戦闘計画を立てる。

　もしヴィルヘルムの心臓を一撃で貫けなくても、人工血液弾で〈霧化ネーベル〉を封じるのはありだろう。〈霧化ネーベル〉が厄介なのは、リタとの戦闘で経験済みだ。

　心臓に当たらなくても、着弾だけしてくれればいい。

　水ミ無ナ月ヅキは左手の四連装拳銃を起動する。

　そうして、照準円の中に二体の敵がいるのを捉えた。

　一体はヴィルヘルム、もう一体は──

「いいえ、それは間違っているわ」

　リタが強い声を返したとき、水ミ無ナ月ヅキは二体のうち一体がリタであることを認識した。

　戦闘モードになっている水ミ無ナ月ヅキの目には、リタの紅あかは映らない。

　あるのはただ、青い人型だけ。

「わたくしもつい最近までわからなかったわ。どうしてお父様が人間の保護ではなく、両種族の平等を定めたのか。魔術を使えるわたくしたちは、どうしても人という種を下に見てしまいがちだもの」

　照準円の中にいれば当たる可能性がある。距離があるため水ミ無ナ月ヅキはこれ以上精度を高めることはできないし、厨ちゆう房ぼうを出てしまえば敵に見つかるだろう。

　なんとかヴィルヘルムだけに照準を絞れないか水ミ無ナ月ヅキは思案して、頭の中のプログラムが疑問を投げかけるのを聞いた。

　──何な故ぜ、そのまま撃たない？　二体とも『敵』ではないか──

「でも、ブラッディソードを退けられ、対等に話せる人たちと出会って、やっと気付いたの。人間は、わたくしたちに守られるだけの脆ぜい弱じやくな存在じゃない。人間を見下すのは、ヴィルヘルム、あなたが人間を知らないからだわ。世の中、わたくしたちの思い通りになる人間ばかりではないのよ」

　青いサーモグラフィ画像。敵の識別記号。

　ヴィルヘルムとリタに相違はない。

　撃て、とプログラムは言う。

　そのためにおまえは作られた。

　何を躊躇ためらう？　吸血鬼を抹殺する。それがおまえの目的だ。存在理由だ。それが吸血鬼を気遣い、攻撃を踏ふみ止とどまるというのか。

　撃て。

　撃て！

　撃て!!




「わたくしは人間と友人でありたいと思う。あなたがヘルヴァイツの国民に手を出すのであれば、ローゼンベルク家の者としてわたくしが相手になるわ」




「────っ！」

　銃口が剝むき出だしになった手を摑つかみ、ずるり、と水ミ無ナ月ヅキはしゃがみ込んでいた。

　呼吸が荒い。思考が錯さく綜そうしている。頭蓋の内側で火花が散るような感覚に襲われ、水ミ無ナ月ヅキは頭を抱えた。

　……撃たなかった。

　撃ってはいけない、と何な故ぜか思ったのだ。

　プログラムに逆らったその判断が正しいのか、水ミ無ナ月ヅキにはわからない。

「残念だよ、プリンセス・リタ。キミもローゼンベルク王と同じように変わってしまったのか」

「生き物は学習し、成長していくものだわ。いつまでも同じではいられないのよ」

「成長ねえ。僕にはキミが立派に成長したのはカラダだけで、頭の中は退化したとしか思えないんだけど」

「なっ、どこを見て言ってるのよ！　このスケベ！」

　リタが真っ赤になり、両腕で身体を隠す。穴だらけになったニットは一部が千切れ、煽せん情じよう的てきなへそが覗のぞいていた。

　睨にらみつけるリタにもヴィルヘルムは余裕で微笑ほほえむ。

「そんなに恥ずかしがらなくてもいいだろう。僕はキミの婚約者なんだから」

　え、とカノンが小さく声を洩もらした。

　途端にリタは頭から湯気を出し、地団駄を踏んで叫ぶ。

「元よ、元！　元婚約者！　七年前のイエッセル条約締結と同時にルートヴィヒ家とは袂たもとを分かって、婚約は解消したじゃない。過激派の犯罪者と一時でも婚約してたなんて黒歴史なんだから、こんなところで暴露しないでよ！」

「そう、キミのお父上がヴァンパイアと人間は平等だなんてとち狂った思想を持ってしまったせいで、僕たちは引き裂かれてしまった。でも、僕はキミを諦めたことはないよ。この七年間、どうやってキミを取り戻すかずっと考えていたんだ」

「何ですって……？」

「今日だってローゼンベルク王を説得に来たんだ。イエッセル条約を破棄して、ヘルヴァイツをヴァンパイアで支配するようにね」

　言うなり、ヴィルヘルムの手に紅あかい剣が現れた。リタが反応するより早く、ぐにゃり、と歪ゆがんだ刀身は伸び、リタの傍そばにいたカノンに絡からみつく。

「いやあっ！」

「カノン！」

　まるで大蛇のように動く剣に絡からめ取とられ、カノンはヴィルヘルムの元へ引き寄せられる。ヴィルヘルムの手がカノンの髪を乱暴に摑つかんだ。

「この子かな？　さっきリタが友達と言っていた家畜は」

「ヴィルヘルム！　カノンを放しなさい！　傷一つ付けても許さないわよ！　そんなことしたら、わたくしのブラッディソードがあなたを切り刻むわ」

　リタが手を掲げる。

　轟ごう、と風が鳴り、室内にあるテーブルやイスが震えた。レストランの窓を覆うカーテンがはためき、天井にぶら下がっているライトが大きく揺れる。戦闘服を着た吸血鬼も突然の風に慄おののき、人質になっている人間からは悲鳴が上がる。

　けれど、ヴィルヘルムは髪を乱す風にもまったく動じない。カノンを剣で拘束したまま子供を諭すようにリタに言う。

「キミの〈風葬の薔薇トルナルド・ローゼ〉をここで使うのは、賢明とは言えないな。キミはまだ幼い。ブラッディソードの制御もできないんだろう？　人質はどうでもいいのかい？　僕たちの前に、その風で人質が無事じゃ済まないだろうね」

[image: ]

　正論だった。

　くっ、と悔しげにリタがブラッディソードを収める。

「カノンを解放しなさい。お父様と交渉するための人質なら、わたくし一人で十分だわ。そうでしょう!?　わたくしがあなたたちに大人しく捕まるわ。その代わり、ここにいる人間を全員解放しなさい！」

　リタの言葉に、にわかに人質が浮き足立つ。

　周囲がざわつく中、リタは王族らしく堂々とヴィルヘルムを見据えていた。

　しかし──

「家畜の代わりにキミが囚とらわれるだって……？　気が変わったよ。お父上の前に、キミの考えを矯正する必要があるようだ」

　嘆息したヴィルヘルムの瞳が鈍い輝きを放つ。瞬間、彼の手にある剣がさらに伸び、カノンの首にまで巻きついた。

「くっ、あ……！」

「何をするの、ヴィルヘルム！」

　リタが叫ぶ。

　首を絞められて喘あえぐカノンを、ヴィルヘルムは皿にたかる蠅はえでも見るような目で見た。

「人間と暮らしたせいで、リタはすっかり自分を見失っているらしい。人間のために犠牲になるなんて、ヴァンパイア王族のキミがそんなことをしちゃいけない。僕は決めた。キミの遊び相手の家畜を一匹残らず屠ほふることにするよ。自分が家畜と同等だと思っている可哀かわい想そうなお姫様を正気に戻してあげないとね」

「やめて、ヴィルヘルム！　お願いよ、わたくしのお願いを聞けないの!?」

　ヴィルヘルムがリタへ目を向けた。独りよがりの思想に浸った青年はぞっとするほど優しく微ほほ笑えみ、

「愛いとしいリタ。この家畜が首だけになれば、キミもきっと目が覚めるよ」

　甘やかに言った。

　刹那、水ミ無ナ月ヅキは厨ちゆう房ぼうから飛び出す。

　端に寄せられていたテーブルを目にも留まらぬスピードで渡り、客席の奥へ。

　テーブルを力強く蹴り、水ミ無ナ月ヅキはヴィルヘルムに跳びかかる。心臓目掛けてアサシンブレードを突き出したとき、

「っ!?」

　信じがたいことが起きた。

　アサシンブレードがあと数センチでヴィルヘルムに埋まるところで、何かが横から飛来し、暗器の刃先を弾いたのだ。

　不測の攻撃を受け、水ミ無ナ月ヅキは咄とつ嗟さに狙いを心臓から腕へ変更。

　ブラッディソードを持つ腕を斬り飛ばした。

　紅あかい剣は消失し、カノンは放り出される。

　水ミ無ナ月ヅキの追撃より早く、ヴィルヘルムは残った腕にブラッディソードを出現させる。次いで驚きよう愕がくに顔を歪ゆがめた。

　バックステップで水ミ無ナ月ヅキから距離を取る。

「ミナヅキ……！」

　リタが歓喜の声を上げ、解放されたカノンが床でゲホゲホと咳せき込こむ。

　あらかじめ人工血液を付着させていたアサシンブレードを受けたことで、今、ヴィルヘルムは〈霧化ネーベル〉ができなくなっている。驚いたのはそのためだろう。

　だが、その前、アサシンブレードを弾いた攻撃がわからない。

　当のヴィルヘルムですら水ミ無ナ月ヅキの刺し突とつに反応できていなかったのに、何な故ぜ、横から攻撃されたのか。

　ちらりと攻撃の来た方角を見るが、今さら機関銃を構えるグズがいるだけだ。彼らの仕業ではない。

　正体不明の敵への警戒から動けないでいると、水ミ無ナ月ヅキの登場で勢いづいたリタが、勝ち誇った顔で青年へ指を突きつける。

「ここまでよ、ヴィルヘルム！　ミナヅキは人間だけど、わたくしより強いんだからね！」

「何……？」

　ヴィルヘルムが怪け訝げんな目で水ミ無ナ月ヅキを見る。ふと、その眉が寄った。

「……おまえ、どこから入ってきた？　初めからこの部屋に潜んでいたのか？」

「裏口からだ。見張りは全員死んでたぞ。今生きてるのはここにいる奴やつらだけだ」

　ヴィルヘルムの顔色が変わった。

　近くにいる吸血鬼へ「確認しろ！」と命令を飛ばす。慌てて吸血鬼が無線機を手に取ったとき、

「共和国軍だ！　人質は伏せろ！」

　バックヤードに続くドアがバン、と開き、共和国軍の兵士たちが雪崩なだれ込こむ。

　怒号のような銃声が響き渡った。同時に客用の出入口も割られ、兵士が続々と入ってくる。

「ちっ、撤退だ！」

　忌いま々いましげに叫んだヴィルヘルムは窓へと駆け出す。

　逃がすか、と水ミ無ナ月ヅキはその背を追った。

　四連装拳銃を彼へ向ける。

　発砲したとき、またもや何かに銃弾を撃ち落とされた。

　バカな！　一体、誰が銃弾を落とすだなんて芸当を……。

　視線を走らせたとき、水ミ無ナ月ヅキの目に眩まばゆいばかりの金髪が映った。

　銃撃戦の白煙と兵士たちが入り乱れる混こん沌とんの最中、場違いな白スーツを纏まとったその女はヴィルヘルムと並走する。まるで彼を守るかのように。

　──そんな。

　その純白のスーツ姿はよく知っている。

　すらりとした肢体は魅力的な女性像そのもので、すれ違った男たちは皆振り返った。けれど、実際に声をかける者はいなかったという。整いすぎた顔立ちと、かっちりした服装は冷淡な印象を与え、また、彼女自身も感情表現が豊かではなかった。

　しかし、それは些さ末まつなことでしかない。経験に裏打ちされた戦闘技能、膨大な知識、咄とつ嗟さの判断力、卓越したリーダーシップ……。彼女以外、隊長としてありえなかった。彼女が兄姉きようだいを率いて吸血鬼を駆逐し、《白びやく檀だん式しき》の名を世界に轟とどろかせたのだ。

「睦ム月ツキ姉さんッ！」

　水ミ無ナ月ヅキの声に反応し、女がわずかに横顔を見せる。

　記憶領域メモリーと寸分違わないコバルトブルーの瞳が水ミ無ナ月ヅキを捉えた。その動きに水ミ無ナ月ヅキはどこかぎこちなさを覚える。

「なんで……！」

　水ミ無ナ月ヅキの言葉の途中でヴィルヘルムが窓を割り、身を投げる。

　金髪の女は水ミ無ナ月ヅキに応えなかった。何の感情も読み取れない冷たい一いち瞥べつを投げただけで、ヴィルヘルムの後を追う。その背中は窓の外へと消えた。

　水ミ無ナ月ヅキは破られた窓へ駆け寄り、眼下を見下ろした。

　ヴィルヘルムにつき従い、女も着地していた。やはり彼女の挙動は精彩を欠いているように見える。そのまま二体は寄り添うようにイエッセルの街中へ消えた。

　水ミ無ナ月ヅキは立ち尽くしたままそれを見送っていた。




　　　　[image: きごう]




　陽が沈んで、すっかり暗くなった小こ路みちを二人で歩く。

　濃紺色の空には丸い月が所在無げに浮き、流れる雲の間を彷徨さまよっていた。

　昼間の心地よい気温が噓うそみたいだ。冷え切った夜風で真っ黒な街路樹がザワザワと揺れる度に、カノンは両腕を抱えて身震いをする。

　カノンと水ミ無ナ月ヅキが住む小さな一軒家は、春はる海みが独身の頃に工房として持っていたものだ。製作に没頭できるよう、イエッセルでも田舎のほうにぽつんと建っている。

　その屋根が見えてきた頃、共和国軍の事情聴取から解放されてここまで、ずっと黙りこくっていたカノンは切り出した。

「……どうして、あんなことをしたの？」

「おまえは俺の行動理由を一々訊きかないとわからないのか」

「誤魔化さないで。自分が何をやったのかわかってるはず」

　ヴィルヘルムは逃したものの、人質は全員、共和国軍に救出された。負傷者は病院へ搬送され、血ち塗まみれの水ミ無ナ月ヅキも怪け我がをしていると思われ病院送りになるところだったが、頑かたくなに拒否した。カノンに「彼、子供なんです！　病院に連れて行くと泣いて逃げ出すんです！」と必死に言われる屈辱にも耐えて、難を逃れた。

　その際、リタと兵士たちが話しているのを聞いたのだ。

『我々が到着したときには既に、バックヤードに三十七名分のヴァンパイア革命軍の戦闘服と灰が落ちていました。何者かが彼らを殺害したようです』

　時間が経てば、吸血鬼の死体は灰に変わる。

「たくさん吸血鬼を殺して、あんなに人がいる中で人間離れした動きをして、暗器まで使って、正体を教えているようなものじゃない。バレないようにっていつも言っているのに……！」

「そうしなければおまえは救えなかった。対吸血鬼戦闘用オートマタとしての特性を活いかさずに人質救出作戦を遂行することは不可能だった」

「だから、誰があなたにそんなことをしろと言ったの!?　人質を助けるのは軍に任せておけばよかったでしょ！」

　金切り声で叫ばれて初めて、水ミ無ナ月ヅキはカノンの言った「あんなこと」が自分の認識していたものと微妙に違うことに気が付いた。

「どうして水ミ無ナ月ヅキが戦って人質を救うの。犯人が吸血鬼だからとか、わたしが人質だったからとか、そんなの関係ない。水ミ無ナ月ヅキは何もしないで、わたしたちが解放されるのを大人しく待っていればよかったの。いつもそう。水ミ無ナ月ヅキは勝手なことして、わたしの言うこと全然聞かない。今日だって、わたしは水ミ無ナ月ヅキに助けてなんて言ってない！」

　ぎり、と水ミ無ナ月ヅキは奥歯を嚙かみ締しめた。

　なんなんだ。吸血鬼を殺害したことならまだしも、人質を助けたことまで非難される謂いわれはないだろう。

「ふざけるな。『敵』を倒すのが俺の役目だ。目的だ。それを果たして何が悪い？」

「だから、敵って何？　今は十年前じゃないの。水ミ無ナ月ヅキが作られた頃とは国の情勢も法律も違うの」

「それくらい把握している。おまえよりはるかに正確にな。俺の記憶容量をナメるな」

「だったら、水ミ無ナ月ヅキの正体がバレたらマズいのもわかるよね!?　水ミ無ナ月ヅキが表立って余計なことをしたら、その分危険なの！」

「余計なことだと!?　聞き捨てならないな。俺が出て行かなければおまえは死んでいた。吸血鬼に縊くびり殺ころされたかったのか？　助けられておきながら、俺の存在理由を侮辱するな！」

「助かっても、水ミ無ナ月ヅキの正体がバレたら意味がない。どうしてそれがわからないの！　水ミ無ナ月ヅキこそ正体がバレて壊されたいの!?　他の《白びやく檀だん式しき》みたいに動力を切られて博物館に飾られたいの!?　それで水ミ無ナ月ヅキはいいの!?」

「ああ、構わないさ！　目的を果たして壊されるなら本望だ！　本当なら俺だってガラスケースに収まるはずだったんだ。それをこんな平和ボケした時代に起動させられて、意味もなく生活させられて……俺はこんな未来、見たくなかった！　壊されたところで知ったことかっ!!」




　───パンッ。




　乾いた音が頰で鳴った。

　何が起きたのか水ミ無ナ月ヅキの目は捉えている。

　勢いよく振られたカノンの手が自分の頰を打ったのだ。

「…………何の真ま似ねだ？　俺に痛覚がないのを忘れたか？」

　そうは言ったものの、水ミ無ナ月ヅキは内心で動揺していた。

　そんなことをされたのは初めてだったから、というのもある。けれど、もっと不可解なことに、カノンに叩たたかれた瞬間、胸の奥がズキリと重くなったのだ。

　打たれたのは水ミ無ナ月ヅキなのに、カノンは自分が引ひっ叩ぱたかれたような表情をしていた。

「……なんで、壊れてもいいなんて言うの？　たった一つ、お母さんがわたしに遺のこしてくれたオートマタなのに。壊れていいわけがない。わたしに《白びやく檀だん式しき》の無実を証明する手段は、水ミ無ナ月ヅキしか残っていないのに……！」

　悲痛な声が夜気を裂く。

　証明？　手段？

　思いがけない言葉が出てきて、水ミ無ナ月ヅキは呆ぼう然ぜんとカノンを見つめた。

「──《白びやく檀だん式しき》の真のコンセプトは愛」

　唐突にカノンは言った。それを機に、水ミ無ナ月ヅキの記憶領域メモリーの底で眠っていた記憶データが甦よみがえる。

　それは、かつて春はる海みが自分に一度だけ語った言葉でもあった。

　目の前にいる少女と記憶領域メモリーの中の母が重なる。

　だが、それは一瞬のことで。

　カノンは縋すがるように水ミ無ナ月ヅキのコートを握り締めた。

「わたしもこれしか聞かされていないから、詳しいことはわからない。だけど、これだけは確信が持てる。ケルナーの悲劇は本来起こるはずがなかった」

　背中を震わせて、大きく息を吸った少女は叫ぶ。

「《白びやく檀だん式しき》は虐殺オートマタじゃない。殺すことしかできない残酷なオートマタをお母さんが作るはずがない。わたしが水ミ無ナ月ヅキと一緒に暮らして、それを証明するの！」

　何な故ぜ、カノンは水ミ無ナ月ヅキを毎回、食事に誘うのか。

　何な故ぜ、カノンは水ミ無ナ月ヅキを学校へ連れて行くのか。

　何な故ぜ、カノンは水ミ無ナ月ヅキに映画を鑑賞させるのか。

　疑問が氷解した。カノンの押し付けでもままごと遊びでもなかったのだ。彼女は水ミ無ナ月ヅキに殺すこと以外を教えようとしていた。

　考えてみれば、おかしなことだった。水ミ無ナ月ヅキの正体を本当に隠しておきたければ、水ミ無ナ月ヅキを起動させずに家に置いておけばいいのだ。わざわざ火種を持ち歩いて、危険と隣り合わせになることはない。

　けれど、カノンに初めて起こされて以来、水ミ無ナ月ヅキが起こされなかった日は一日もない。

　どこへ行くにしてもカノンは水ミ無ナ月ヅキを伴い、同じ景色を見せて、同じことを経験させた。リスクがあっても、カノンは水ミ無ナ月ヅキを成長させることを選択したのだ。

　水ミ無ナ月ヅキが言葉もなく見つめていると、少女の瞳はみるみるうちに潤み始める。

「お母さんと《白びやく檀だん式しき》が全部悪いみたいに言われるのはもう嫌なの。波動歯車ハーモニー・ギアを使っただけでいじめられるのはもう嫌なの。誰もわかってくれないっ……なんで、誰もっ……うあああああん!!」

　……カノンが泣くのを初めて見た。

　今まで堪えていたすべてを吐き出すように、カノンは全身を震わせ、大声で泣きじゃくっている。少女の瞳からとめどなく流れていく大粒の水滴に、朧おぼろげな月光が反射してキラリと光った。濡ぬれる頰をしきりに手で拭っては、カノンはみっともなく、ぐずぐずと洟を啜すする。

　彼女が十五歳の少女であるのを今さらながら認識した。

　級友のいじめを無感動に受け流す少女はそこにいなかった。

　両親を亡くし、身分を偽り、世間から疎外された孤独な少女の剝むき出だしの姿がそこにあった。

　弱さを曝さらけ出だす彼女を目まの当あたりにし、水ミ無ナ月ヅキは思う。

　戦うのを放棄していたのは、一体、どちらだったのか──。

　カノンは級友の嫌がらせを諦めて受け入れていたのではなかった。言い返さなかったのは、言い返すに足る証拠がないからだ。

　波動歯車ハーモニー・ギアに拘こだわるのもそうだ。カノンは自らのオートマタに波動歯車ハーモニー・ギアを使うことで、それが危険ではないと世間に証明しようとしていた。

　悔しくなかったんじゃない。何も感じていなかったんじゃない。彼女は誰よりも母や《白びやく檀だん式しき》が貶おとしめられるのが辛つらかった。たった独りで──本当なら味方であるはずの水ミ無ナ月ヅキにすら理解されずに、耐えていた。

　水ミ無ナ月ヅキが気付かなかっただけで、彼女は行動でしっかり反抗していたのだ。

　それに比べ、彼女の意を汲くむことなく、ただ不ふ貞て腐くされて毎日を過ごしてきた自分の何と愚かしいことか。

　──何をやっていたんだ、俺は。

　胸を衝つかれた水ミ無ナ月ヅキは恥じ入るように俯うつむいた。

　泣いている少女をどうしてやればよいか絡から繰くり少年は知らない。

　夜の帳とばりは泣きじゃくる少女と立ち尽くす少年を等しく包んでいく。

　やがてカノンは独りでに涙を収め、歩き出す。その背へ水ミ無ナ月ヅキはぶっきらぼうに言った。

「……今後はおまえの言うことを聞く」

　カノンの背中が震えた。

　少女は振り返ることなく歩く。長い白銀の髪が上下に揺れて、一つ頷うなずいたように見えた。

　水ミ無ナ月ヅキはカノンの後を追った。

　夜空の月だけが距離を縮めていく二人を見ていた。
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　イエッセルの外れにある廃工場。かつて戦闘用オートマタを作っていたそこは閉鎖され、鉄条網には立入禁止の札が掲げられている。何年も手入れされていない建物は不気味な雰囲気を醸かもし出だし、近付く者はいない。

　けれど最近、そこに住みつく者たちがいた。ヴァンパイア革命軍である。

　レストランから脱出し、なんとかアジトへ逃げ帰ったヴィルヘルムは苛いら立だっていた。

「バックヤードに配置していた奴やつらが全滅だと!?　銃声一つ聞こえなかったぞ！　何をやったんだ、あの小僧！」

　顔を歪ゆがめて言ったヴィルヘルムは、部屋の隅で影のように佇たたずんでいるオートマタを見た。彼女は命令通り護衛として常に彼の傍そばに控えている。

「おい、おまえも見ただろ、あのミナヅキという奴やつを。人間に見えたが、おそらく人間じゃない。おまえはどう思った？」

　リタは人間だと言っていたが、ヴィルヘルムには水ミ無ナ月ヅキが人間とは思えなかった。厨ちゆう房ぼうから飛び出した瞬発力、テーブルを渡ってきたスピード、自分の腕を斬り飛ばした膂りよ力りよく。極めつけは奴やつの武器だ。目の錯覚でなければ、奴やつは手首から刃を生やしていた。攻撃した直後に引っ込めたのか、自分以外に気付いた者はいなかったようだが。

　大体、ヴァンパイア王族より強い人間などいるはずがないのだ。あれを人間だと言うリタは世間知らずすぎる。

　リタは昔から天然っぽいところがあったからなあ、と甘い懐古に浸っていたヴィルヘルムの耳に、驚きよう愕がくの返答が入ってくる。

「その通りです。水ミ無ナ月ヅキは人間ではありません。白びやく檀だん春はる海みが製作した対吸血鬼戦闘用オートマタ、絡から繰くり騎き士し《白びやく檀だん式しき》です」

「《白びやく檀だん式しき》は五体だけのはずだ！　何な故ぜ、六体目がいるんだ!?」

「五体、というのは実戦に投入された数です。白びやく檀だん博士が製作したのは六体でした。しかし、博士は彼を『不適合』と判断し、水ミ無ナ月ヅキは部隊から外されました」

　オートマタの淡々とした声を聞き、ヴィルヘルムは小さく唸うなった。

「あれは失敗作、ということか。そんなポンコツには見えなかったけどな」
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　チリン、チリン、と呼び鈴が鳴る。

　自宅で水ミ無ナ月ヅキの動作確認テストをしていたカノンは、あ、と小さく声を上げた。作業着のつなぎのポケットから出したハンカチで、手についているオイルを拭う。

「きっとリタさんだ。水ミ無ナ月ヅキ、首に絆ばん創そう膏こう貼っておいて」

「なんだ、あいつを家に呼んだのか？」

「今朝、電話があった。『学校終わったら遊びに行くわ！』って一方的に言って、切れた」

　はあ、とため息を洩もらし、カノンは玄関へ行ってしまう。水ミ無ナ月ヅキは言われた通り、吸血痕があった場所に絆ばん創そう膏こうを貼った。

　貼り終えたところで、ドアが開く音と「カノン、なにその恰かつ好こう!?」と言う声がした。「つなぎ服というのはオートマタ整備師の作業服として推奨されているもので、端を発したのは十八世紀……」「あっ、もうわかったわ」

　そんな会話の後、制服姿のリタが「ミナヅキ！」と駆け寄ってくる。少女の身体がポスッと水ミ無ナ月ヅキの腕に収まった。

「会いたかったわ。あれからずっとミナヅキが学校に来てくれないから退屈だったのよ」

　ギュッとリタが背中に腕を回し、柔らかい身体を密着させてくる。後ろではカノンがあわあわと「リタさん！　離れて！　水ミ無ナ月ヅキから離れて！」と言っていた。まだ自分がリタを殺すかもしれないと思っているのだろうか。心外である。

「この前の人質事件の後、帰ったら貧血で倒れたってカノンから聞いたわ。もう起きて大丈夫なの？」

　水ミ無ナ月ヅキから身体を離し、リタは訊きく。

　吸血鬼と大がかりな戦闘をした水ミ無ナ月ヅキは大規模な修復作業が必要だった。そのために学校は休んでいたのだ。

「問題ない。すべての動作を確認済みだ」

「そうね。なんだかミナヅキよりカノンのほうが顔色が悪いものね」

「「……」」

　リタの目線が水ミ無ナ月ヅキからカノンへ移る。

　その言葉通り、カノンの目の下にはクマができていて、顔の青白さには拍車がかかっていた。

　違法オートマタである水ミ無ナ月ヅキの修復は、当然カノンがたった一人で行わなければならない。水ミ無ナ月ヅキの実戦が初めてならば、カノンもまた実戦後の手入れは初めてだった。ここ数日、ほとんど不眠不休で彼女は作業していたのだ。

　カノンがすっと目を逸そらし、お茶にしよう、と一同をキッチンへ促した。

「イエッセルも物騒になったね。今、学校にも共和国軍が配備されてるって聞いたけど？」

「ええ、お父様が主導して、学校の周囲は特に警戒しているわ。でも、なんで学校に来ていないカノンがそんなことを知っているの？」

「マイヤー先生から電話があったから」

　言いながらカノンが、三人分の紅茶とバスケットに盛った歯車クッキーをテーブルに置いた。

　リタは早速、自分の紅茶をフーフーし始める。吸血鬼は体温が低いため、熱い食べ物が苦手なのだ。

「ほんとお父様の心配性も困ったものだわ。危うく学校にも通えなくなるところだったのよ。わたくしに何かあったら大変だからって。今日だって真まっ直すぐ帰宅させられるところを、護衛を撒まいてきたんだから」

「リタさん、そこまでしてうちに来なくても……」

「そうでもしないとミナヅキに会えないでしょう!?　こんなことになったのも全部、ヴィルヘルムが悪いのよ！　今度会ったらあの男、わたくしの剣で吹き飛ばしてやるわ」

「なんでそんなことを言うんだ？　婚約者だったんだろう？」

　水ミ無ナ月ヅキの問いかけに、ブッとリタは紅茶を噴き出した。

「噓うそっ!?　なんでミナヅキまで知ってるのよ！　カノンが言ったの!?」

「わたしじゃない。そんなこと、わたしは水ミ無ナ月ヅキには……」

「厨ちゆう房ぼうで聞いていた。大声で叫んでたじゃないか」

　ああん、とリタは頭を抱えた。

「違うの！　違うのよ、ミナヅキ！　あれはお父様たちが勝手に決めた婚約で、わたくしの意志ではないの。幼いときは何も知らずに一緒に遊んでいただけで、ミナヅキが気にするようなことは断じてないんだから！」

「俺は何も気にしてないぞ」

「え」

　不思議そうな水ミ無ナ月ヅキに、リタもきょとんとする。

　カノンが何食わぬ顔で紅茶のカップを持ち上げた。

「ヘルヴァイツに来た時点で、ヴァンパイア革命軍が捕まるのは時間の問題。吸血鬼の兵士もいる共和国軍に、一介の武装組織が太刀打ちできるとは思えないし……」

「あら、カノンはテレビを見ていないの？　今、一番危険視されているのはヴァンパイア革命軍ではなくて、ヴァンパイア革命軍を秘密裏に殺した《白びやく檀だん式しき》よ！」

　今度はカノンが噎むせた。ゴホゴホと咳せき込こんでから、リタへ身を乗り出す。

「それってどういうこと!?　どうしてそこで《白びやく檀だん式しき》が出てくるの!?」

「だって、いつの間にかヴァンパイアが三十七人も灰になっていたのよ!?　そんなことができるのは《白びやく檀だん式しき》以外ありえないわ！」

「そ、そうかもしれないけど、《白びやく檀だん式しき》はとっくに壊されたはず。今さら街で動いているわけがない」

「いいえ、それがあるのよ。まだ壊されていない《白びやく檀だん式しき》がね」

　カノンも水ミ無ナ月ヅキも押し黙った。

　固かた唾ずを吞のむ二人に、リタも真剣な面持ちで口を開く。

「それはね、ムツキよ」

　カノンがそっと息をつくのがわかった。リタは瞳を輝かせて続ける。

「ほら、昔、暴走した《白びやく檀だん式しき》狩りが行われたとき、ムツキだけ残骸が見つからなかったでしょう？　もしかしたらムツキがまだ動いているんじゃないかって言われているのよ」

　ああ、とカノンが曖昧な相あい槌づちを打つ。

　その横で水ミ無ナ月ヅキは、ヴィルヘルムと共にいた金髪の女を思い出していた。

　睦ム月ツキで間違いない、と思う。

　冷静に考えれば、水ミ無ナ月ヅキの暗器を弾はじけるのは、同等以上の反応速度を持つ《白びやく檀だん式しき》だけである。

　彼女のトレードマークである白スーツも昔と変わらなかった。

　春はる海みに最初に与えられた一いつ張ちよう羅らを睦ム月ツキはことさら大切にしていて、戦場でも身に着けていた。大事な服なら戦場に着ていくべきじゃない、と水ミ無ナ月ヅキは言ったのだが、「その理屈は理解不能だ」と切って返された。その意味がわかったのは、それからしばらく後のことである。

　帰投したとき睦ム月ツキの真っ白いスーツが汚れていたことは、ただの一度もなかったのだ。

「睦ム月ツキがどこかで生きている、という都市伝説は結構前からある。暴走したオートマタが独りでに正気に戻っているとは考えにくいけれど」

「都市伝説じゃないわ！　ああ、カノンはもう一つの大事件を知らないのね。……あのとき人質事件と並行して、博物館に展示されていたキサラギから波動歯車ハーモニー・ギアがごっそり盗まれていたの。警備がレストラン棟へ集中して、博物館が手薄になったのを利用した犯行よ」

「なんてこと！　今、波動歯車ハーモニー・ギアは滅多に手に入らない貴重品なのに。浜辺に打ち寄せる穏やかな波のように嚙かみ合あう歯車を、一日中眺めてうっとりしたいからって盗むなんて……」

「そんな変態的な動機を抱くのはカノンだけだわ！　そうじゃなくて、キサラギの歯車ギアを必要とするのは同じ《白びやく檀だん式しき》以外ないでしょう？　波動歯車ハーモニー・ギアを盗んだのはムツキじゃないかって言われているの。《白びやく檀だん式しき》が作られたのは十年以上前だし、歯車ギアが寿命でダメになっていてもおかしくないわ。でも……」

「それは手入れの怠慢！　波動歯車ハーモニー・ギアはバックラッシュがないから、百年保つと言われてる。寿命で歯車が壊れるなんてありえない。きっと日々の手入れを怠って錆さびさせただけ。今すぐ睦ム月ツキの所有者マスターをここに呼んで！　わたしがきっちり正しい手入れの方法を……！」

「話が先に進まないわ！　ミナヅキ、カノンをどうにかして！」

「マニアモードのカノンには全面降伏だ。それで、『でも』何だ？」

　紅茶をゴクゴクと飲み干し、水ミ無ナ月ヅキは訊きいた。最後にカップの中に残っている輪切りレモンを口に放り込もうとしたところで、カノンに手首を摑つかまれる。

「不可解なのよ。レストランの人質事件と《白びやく檀だん式しき》の歯車ギアの盗難。タイミングが合いすぎているの。わざわざキサラギの歯車ギアを盗むのは、ムツキの犯行と考えるのが妥当だし。だけど、もしムツキがヴィルヘルムと連携しているなら、ヴァンパイア革命軍が三十七人も犠牲になるわけがないでしょう？」

「味方を倒すとは思えないからな」

「そうなのよ。だから目下、軍はヴァンパイア革命軍とムツキの両方に備えて、イエッセル全域で厳戒態勢を敷いているわ」

　真実を知る水ミ無ナ月ヅキには、既に一本の線が見えていた。

　ヴィルヘルムが人質事件を起こしたのは、歯車ギアを睦ム月ツキに盗ませるため、とみていいだろう。睦ム月ツキはおそらく歯車が錆さびていて、かつてほどの動きができないのだ。

　しかし、睦ム月ツキの歯車ギアを直して、どうするつもりなのか。

　そもそも、睦ム月ツキは何な故ぜ、吸血鬼に従っているのか──。

　リタはクッキーを食べながら言う。

「ミナヅキはもしかしたらレストランの裏でムツキと遭遇していたかもしれないのよね。〈魅了シャルム〉されていなければムツキを見られたかもしれないのに、ほんと残念よね」

　水ミ無ナ月ヅキは共和国軍の事情聴取で、二人を助けようとして裏口へ行ったら、見張りの吸血鬼が死んでいた。中へ入ると吸血鬼に襲われて〈魅了シャルム〉された。気が付いたら厨ちゆう房ぼうにいて、カノンを助けるために近くにあった包丁を持って飛び出した。という設定を語った。

　バックヤードでのことを〈魅了シャルム〉されて意識がなかったで通せば、都合がよかった。

　心底残念そうなリタに水ミ無ナ月ヅキは首を捻ひねる。

「そんなに睦ム月ツキを見たかったのか？」

「ムツキを、というより動いてる《白びやく檀だん式しき》をよ。ミナヅキはドクター・ビャクダンが作った最強オートマタが動いているのを見てみたくないの？」

「……それは、まあ」

「博物館のは動力が切られているんだもの。あれじゃつまらないわ。ヴァンパイアを追い詰めたオートマタがどんな風に動いていたのか、実際にこの目で見てみたいじゃない。なんなら、一度戦ってみたいわね。どれくらい強いものかしら？」

「……少なくとも、おまえのブラッディソードを弾くくらいには」

「《白びやく檀だん式しき》は言葉を交わしても人間と区別がつかないって聞いたことがあるけど、本当かしら？　話してもオートマタだと気付かないなんて、そんなことあると思う？」

「……おまえがそう言うなら、あるんじゃないか」

　リタと水ミ無ナ月ヅキのやり取りに笑いを堪えていたカノンが、そこで提案した。

「うちに睦ム月ツキの初期設計図がある。《白びやく檀だん式しき》に興味があるなら、見てみる？」







　春はる海みが独身時代に工房兼住居として構えただけあって、家にはオートマタ製作をするための作業部屋がある。

　カノンに案内されて、そこへ入ったリタは途端に「んっ」と鼻を押さえた。

「オイルの匂いがするけど、気にしないで。そのうち慣れるから」

「慣れでどうにかなるものなの!?」

　鼻を覆うリタは、平然としているカノンと水ミ無ナ月ヅキを見て、呆あきれ顔がおになる。水ミ無ナ月ヅキはそもそも嗅覚がないからわからないが、どうやら部屋はかなりオイル臭いようだ。

　リタは室内をぐるりと見回し、「はああ……」と感嘆のため息を洩もらした。

　壁にかけられた様々な形をした歯車、陳列された精巧なオートマタの腕や脚、専門用語ばかりが並ぶ本棚……。すべて春はる海みが遺のこしたものである。カノンは幼いときからこれらに触れ、春はる海みのオートマタ製作を独学で学んできたらしい。

　カノンは部屋の隅にある大きな机の引き出しを開ける。

「あった。これ」

　古びたノートを手にカノンは戻ってくる。

「そこにはおか……ドクター・ビャクダンが学生時代に記した設計図が載っている。設計図を見ると、その人がどんなオートマタを作ろうとしているのかよくわかるの」

　そのノートは水ミ無ナ月ヅキも初めて目にする。リタの手元を覗のぞき込こんだ。

　中は鉛筆で、オートマタの全身像がラフに描かれていた。余白には几き帳ちよう面めんな筆跡でコンセプトや大まかな機能が書き込まれている。ページを捲めくると、歯車ギアの配置図、パーツごとの詳細な設計図が描かれていて、こんな機能を付けたいといった希望だとか、代替案や不採用案が連なっていた。

　春はる海みの試行錯誤した痕跡がそこにはあった。

「すごいわ。こうやってオートマタは作られていくものなのね。……でも、なんでカノンがドクター・ビャクダンの設計図を持っているの？　これ、本物だとしたらものすごく貴重な資料よね？」

　え!?　とカノンが慌てた声を上げる。

「そ、それは写し。博物館に展示されているものをわたしが全部、書き写したの。実はわたし、オートマタマニアなんだ！」

「実はも何も、そんなのとっくに知ってるわよ！」

　やや苦しかったが、うまく誤魔化せたようだ。

「睦ム月ツキの原型は、これ」

　カノンがページを操る。

　二十歳くらいのスーツ姿の女性が描かれているところで、ページは止まった。

　五指に挟み込んだ長い針。それは接近戦でも投とう擲てき用ようにも使われる。暗器からして睦ム月ツキに違いない。

　しかし、何な故ぜか描かれている彼女は眼鏡をかけてお盆を小脇に抱えている。

「コンセプトは最強の秘書。お茶出しからスケジュール管理、身辺警護まで。完璧な頭脳と肉体であなたのビジネスを完全サポート。……え、これがムツキ？」

　絵と一緒に書かれていた文章を読んだリタは、さっぱりわからない、という表情でカノンを見る。

「おそらくドクター・ビャクダンの中には昔から、暗器を備えたオートマタのアイデアがあった。初めは対吸血鬼戦闘用ではなくて、秘書を作るつもりだったみたい」

「何な故ぜ、秘書だったのかしら……？」

「さあ？　わたしにもわからない」

　水ミ無ナ月ヅキはノートの中の睦ム月ツキを見つめ、ふっと笑った。キャリアウーマンが暗器を構えている様は非現実的で滑稽ですらある。《白びやく檀だん式しき》は戦場で戦うから様になるのだ。

「これが天才、ドクター・ビャクダンの設計図？　なんか思ってたのと違うわ」

「率直に言って、ひどい。ドクター・ビャクダンの設計図は本当に滅め茶ちや苦く茶ちやなの。とにかく多機能で、無駄がものすごく多い。誰もオートマタにそんなことを求めないのに」

　首を傾かしげたリタに、カノンは静かに言った。

「ドクター・ビャクダンが目指したオートマタは、人間そのものだった」

　それは、ともすれば傲慢ともいえた。

　記憶領域メモリーの中の母を思い返す。

　水ミ無ナ月ヅキが知る限り、彼女は驕おごりとは対極にある女性だった。何を思って春はる海みが『人間』を作ろうとしたのか、今となってはわからない。

「どの技師もそんなオートマタを作ろうとはしなかった。だって、用途が明確に定められているオートマタを、限りなく人間に近付ける必要はないから。接客用だったら接客だけできればいいし、運転用だったら運転以外の動作はいらない。初めから用途に応じた知識だけを与えて、完璧な言動をプログラムしておけばそれで十分」

　世の中に出回っているオートマタはすべて〇〇用と定められ、それ以外の一切をしない。

「でも、ドクター・ビャクダンはそれをよしとしなかった。多機能で、学習すれば何でもできるオートマタをずっと求めていた。それがまるで人間だと一部の人たちに評価されて、天才と言われたの」

『殺すことしかできない残酷なオートマタをお母さんが作るはずがない』

　カノンはあの夜、そう言った。

　戦闘用オートマタは本来、戦闘しかしないものだ。けれど、水ミ無ナ月ヅキは学校にも通えるし、カノンと食事もできるし、リタとも仲良く会話できる。それが春はる海みの作ったオートマタの最大の特徴なのだ。

「……人間そのもののオートマタ。言葉にするとすごいわね。戦闘用以外で彼女が作ったオートマタはないの？」

「うん、まあ、そのノートを見てもわかる通り、ドクター・ビャクダンの製作するものは一般的な商品としては致命的だから。量産品は無理だったと思う」

　苦笑したカノンがノートに目を落とした。

　と、リタが「あっ」と何か思いついたような声を上げる。

「ねっ、ドクター・ビャクダンのオートマタが製品化されていないなら、このノートにコンテストにも使えるアイデアがあると思わない？」

　リタは名案だとばかりに言うが、カノンは難しい表情だ。

「どうだろ。わたしはあまり参考にならないと思うけど」

「見てみなければわからないじゃない。意外なアイデアが眠っているかもしれないわ」

　言いながらリタはページを捲めくる。

『コンセプトは凄すご腕うでのハンター。銃になった両腕で、どんな獲物も仕留めるワイルドな青年。水陸両用でアウトドアに連れていけば海の幸も山の幸も逃しません』

　ああ、これは如月キサラギだ。

　ノートを見て、水ミ無ナ月ヅキはぷっと噴き出した。熊とマグロを担かついでいるが、顔形は如月キサラギそのままだ。普段からくわえタバコでカッコつけていた彼も、自分の原型がまさかこんなひどいビジュアルとは思いもよらなかっただろう。

　リタもコメントに困った表情で次へ行く。

『コンセプトは日本人形。華道と茶道を嗜たしなむ着物姿の大和やまと撫なでし子こ。鉄扇で部屋に入り込んだ虫も仕留めます。日本の文化を学びたい方にオススメ』

　これは弥生ヤヨイ。

　長い黒髪を結って金色の振袖を着た少女。水ミ無ナ月ヅキより少し年下の設定で、並べば本当の兄妹きようだいみたいだった。

　着物は動きづらいはずなのに水ミ無ナ月ヅキより速く走るのだ。どういう脚の動きをしているのか気になって、一度裾を捲めくったら、本気で攻撃された。怪力な少女で、本当に壊れるかと思った。なんであんなことになったのか、いまだにわからない。

　大和やまと撫なでし子こじゃあなかったな、と鼻で笑った水ミ無ナ月ヅキは、待てよ、と思う。睦ム月ツキ、如月キサラギ、弥生ヤヨイ、とくれば……。

「殺虫の機能は蛇足ね」と言ったリタが先へ進む。

『コンセプトは双子のピエロ。幼いながらも巧みにワイヤーを使い、曲芸をします。ワイヤーは金属も切断可能なので、ＤＩＹにも』

　卯ウ月ヅキと皐サ月ツキだ。

　グルグルキャンディを持った双子の幼女。絶妙なコンビネーションで敵を翻弄するワイヤー使い。原型の段階では、ピエロのメイクをして体型もコロコロと丸みを帯びている。実際はちゃんと愛らしい幼女だった。

　もう確定である。この次は間違いなく自分だ。他人を笑っていたが、自分の原型は一体どんな有あり様さまなのか。兄姉きようだいの残念具合から嫌な予感しかしない。

「オートマタのコンセプトってこんなに自由でいいのね。なんだかわたくしもアイデアが出せそうな気がしてきたわ」

　リタがページを捲めくろうとしたとき、水ミ無ナ月ヅキはがしっとリタの手を摑つかんでいた。

「待て。もう十分だろう。これ以上、そのノートを見る価値があると思うか？」

「いきなりどうしたの、ミナヅキ？　一風変わったオートマタばかりだけど、これはこれで見ていて面白いわ」

「面白いから困るんだ！　……俺にはその先を直視する勇気がない……」

「わたしは次のが一番気に入ってる。こういうオートマタをわたしも作りたい」

　ニタ、と笑みを浮かべるカノンに、水ミ無ナ月ヅキは鋭く目を向ける。

「おまえはこの次に何があるのか知っているのか!?」

「もちろん。そのノートの中身は全部覚えてるよ」

「それならわたくしたちも見るわ。当然でしょう？」

「バカ、やめ……！」

　制止も虚むなしくページは捲めくられた。

　そこには、ショートカットの可愛かわいらしい女の子が。

『コンセプトは男の娘こ。女装が趣味の美少年。痴漢の囮おとり捜査にぴったり。可愛かわいい容姿とは裏腹に、アサシンブレードで不ふ埒らちな犯人を捕まえます』

「あああああああああああああっっっ!!」

　水ミ無ナ月ヅキががっくりと頽くずおれ、リタが瞬またたく。

「どうしたの、ミナヅキ？　わたくしはこのオートマタ欲しいわよ？」

「……水ミ無ナ月ヅキには受け入れがたい現実だったみたい」







　水ミ無ナ月ヅキが床で打ちひしがれている間にも、カノンとリタのコンテストに向けた会話は続く。

「わたくしはやっぱり《白びやく檀だん式しき》みたいなオートマタを作ってみたいわね」

「ええっと、それってつまり、戦闘用……？　それはイエッセル条約で……」

「違うわよ。会話ができるオートマタ。ショップ店員のオートマタってみんな同じことしか言わないじゃない。試着しても『お似合いです』以外言われたことないし、きっとミナヅキがスカートをはいても『お似合いです』って言うわよ」

「……問題ない。言われる前に破壊する」

「暗っ！　果てしなく暗いわ、ミナヅキ！　なんでそんなにどんよりしてるの!?」

「うん、ちょっと精神的ダメージが大きかっただけだから気にしないであげて。それで、リタさんは接客用オートマタに、ちゃんとした意見を言ってもらいたいってこと？」

「そうそう。今年のトレンドや最近の人気商品とかも訊ききたいし。オートマタと自由に話せたらいいと思わない？」

　カノンが顎に手を置いて考えこんだ。

「言語プログラムの強化……？　会話パターンのランダム選択……記憶領域メモリーから最適解を出力させる？　学習は必要不可欠……」

「な、何を言っているかわからないわ！　そんなに難しいことなの!?　《白びやく檀だん式しき》と同じように波動歯車ハーモニー・ギアを使えば、会話もできるようになるんじゃなくて!?」

「歯車ギアが司つかさどるのはオートマタの動きだけ。《白びやく檀だん式しき》は人間と変わらない複雑な動作ができるよう、波動歯車ハーモニー・ギアが使われた。会話は人工頭脳の問題になる」

　言いながら、カノンの足は再び机へ向かう。

「……《白びやく檀だん式しき》の人工頭脳は軍で開発された特別製だけど、構想段階の資料くらいあってもおかしくない。学習できるオートマタを作ろうとしたなら、頭の中をどうするかは最重要課題だし」

　ぶつぶつと呟つぶやきながらカノンは引き出しを漁あさっている。春はる海みが遺のこした資料は膨大で、なかなか目当てのものは見つからないようだ。

　精神的ダメージからようやく立ち直った水ミ無ナ月ヅキは、少女の背中へ言った。

「春はる海みは、解決されていない課題をデスクの正面の壁へ貼る癖がある」

　え？　とカノンが顔を上げた。その目が机の前、板へ無造作にピン留めされている紙束に留まる。

　水ミ無ナ月ヅキも今、十年前の記憶領域メモリーをさらって初めてわかった情報だ。

　いまだに《白びやく檀だん式しき》以外に学習するオートマタがないところを見ると、春はる海みも軍に属する前はそれの開発に成功していなかったと推測される。ということは、この工房にいる間はまだ、人工頭脳の問題は未解決だったはずだ。

　カノンはピンを外し、紙束を捲めくる。

「……あった。学習機能を搭載した頭部モデル。でも、これは……」

　水ミ無ナ月ヅキはカノンの手元を見て、彼女が言葉を失った理由を知った。

「──ブラックボックス、か」

　頭の断面図を描いたそこには、大きな空白があった。

　だが、春はる海みがそこに何かを入れようとしていた痕跡は残っている。

　通常の人工頭脳を搭載しただけでは学習はできない。それは他のオートマタが示す通りだ。

《白びやく檀だん式しき》の頭には、従来の人工頭脳を超えたものが入っている──。

「わたくしには難しいことはわからないのだけど」

　難しい表情で沈黙したカノンと水ミ無ナ月ヅキを見て、リタはおずおずと言う。

「なんでミナヅキがドクター・ビャクダンの癖を知っているの？　あと、その机は一体……？」

　問われた二人は思わず顔を見合わせ、

「「マニアなんだ！」」

　声を揃そろえた。

　リタが引いた。

「《白びやく檀だん式しき》の人工頭脳の仕組みはわからないけど、会話のバリエーションを増やすのはあり。記憶領域メモリーにありったけの応対パターンを入れて」

「可能だろう。従来の人工頭脳でも、登録する語彙を増やせば、もっとまともな受け答えはできるはずだと俺も思っていた。世の中のオートマタはそんなに記憶領域メモリーが少ないのか、と」

「行動ログを残さないといけないから、記憶領域メモリーは大部分を空けておく必要がある。けど、それも所有者認識チップみたいに交換可能にしておけば、備え付けの記憶領域メモリーを有効活用できると思う」

「ログ……？　チップ……？」

　チンプンカンプンなリタは目を回している。

「ログは履歴。どんなプログラムが働いてどういう行動をしたか、オートマタの記憶領域メモリーにはそれが全部刻まれている。チップはリタさんも知っているはず」

　カノンは近くの棚から、所有者認識チップを取って見せた。

　手のひらより一回り小さい、乳白色の薄い板。

「ああ、それね！　オートマタを買ったとき、最初に必ず入れるやつ」

「所有者情報を登録したチップの挿入は、百年以上も前からヘルヴァイツで義務付けられている。人工頭脳を働かせるスイッチにもなっている部品で、これを挿入されて初めてオートマタは動くの」

　水ミ無ナ月ヅキにも例外なく所有者認識チップが挿入され、そこにカノンの情報が記録されている。十年前は春はる海みのだったが、それでは起動命令ウェイクアップできないからカノンが新しいチップに替えたのだろう。

　終了シャットダウンしている状態であれば、首筋のチップを交換するのは誰だってできる。

　チップを仕舞ったカノンは、ぽつりと零こぼした。

「……今、一つコンセプトを思いついた。これならリタさんの希望にも応えられると思うんだけど」

「何かしら？　教えて」

　カノンはリタへ近寄った。口元に手を添え、コソコソとリタの耳に何事かを囁ささやく。

　水ミ無ナ月ヅキは瞬またたいた。

　聴覚に集中するが、聞き取れない。

　ふんふんと聞いていたリタが顔を綻ばせる。しばらくしてカノンはリタから離れた。

「どうだろ？　コンセプト的には新しいはず」

「面白そうね。いいと思うわ」

　イタズラを思いついたみたいに、くつくつと笑い合う二人。気になった水ミ無ナ月ヅキは言う。

「何だ？　俺にも教えろよ」

「「ヒミツ！」」

　紅白の少女たちに揃そろって返され、なっ、と水ミ無ナ月ヅキは驚く。

「なんでだ。俺もチームだろ。知る権利はあるはずだ」

「ダメ。水ミ無ナ月ヅキにはまだ秘密。設計図ができたら教えてあげるけど」

「そうよ。ミナヅキが知ったら絶対反対するもの。できてからのお楽しみよ」

　自分が反対する……？

　わけがわからないが、笑っている二人は教えてくれそうにない。仲間外れにされて面白くない水ミ無ナ月ヅキは口を尖とがらせた。

「なら、コンテストで俺の手助けは必要ないということだな」

「何拗すねてるの。少し秘密にするだけだし、後でちゃんと教えてあげるから。……これでコンセプトも決まったことだし、リタさん、これからは搭載する機能を詰めるよ！」

　気合い十分なカノンの言葉にも、水ミ無ナ月ヅキは疎外感しかない。渋い顔をしていると、

「あ、水ミ無ナ月ヅキはこれ」

　カノンから一枚の紙片を突きつけられた。

「食料品店で買い物。おつかい、もう一人で行けるよね？」
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　カノンに渡された買い物リスト通りに食材を買い込んだ水ミ無ナ月ヅキは、家へと帰っていた。

　夕暮れの空は茜あかね色いろに色付き、アルプスの山々や街並みをも染め上げる。赤い情景の中、そこかしこに軍服が目についた。

　ヴァンパイア革命軍や睦ム月ツキを警戒して共和国軍が出張っているというのは本当のようだ。機関銃を持った兵士たちの横を、買い物袋を提げた水ミ無ナ月ヅキは何食わぬ顔で通り過ぎていく。

　実はおつかいに出されたのはこれが初めてだった。

　水ミ無ナ月ヅキは一人で外出したことがなかった。家の裏にあるゴミステーションに行くのすら、カノンと一緒だった。外で「ここにいて」と言われることはあっても、目の届かない遠くへ彼女が行くことはなかった。

　それを水ミ無ナ月ヅキは、カノンが自分をボディーガードとして使っているのだとずっと思っていた。

　違うと気付いたのは、叩たたかれたあの夜だ。

　一人で出歩かせられないほど、信頼されていなかっただけなのだ。

　危なっかしい言動をする水ミ無ナ月ヅキが不安で、カノンは目を離せなかった。正体がバレそうになったときいつでもフォローできるように、人間らしくない振る舞いをしたとき適切な対応を教えるために、彼女は常に控えていた。

　水ミ無ナ月ヅキは守っていたつもりが、カノンに守られていたのだ。

　──俺は何のために存在しているのだろう。

　修復作業の最中、カノンに訊きいたら「それは人間ならみんな考えること」と返された。

　ベッドに横たわる水ミ無ナ月ヅキの傍かたわらで、カノンは真剣な面持ちで人工皮膚を貼り替えている。白い顔にはオイルがつき、銀糸のような髪は梳とかされていなかったが、少女が懸命に少年の身体をメンテナンスする様は、なんというか健けな気げだった。

　時折、少女の吐息や熱っぽい視線が素肌を掠かすめ、妙な気分になる。

　作業時間が長いため、起動状態でもできる作業はそのままやる、という試みを初めてされたのだが、これはなかなか悪くないと思った。

「自分の存在理由なんて、大概の人はわからない。人間はオートマタと違って〇〇用とは決められていないんだから。それでも、何のために自分が生きているのかわからなくても、人は生きていくものなの」

　俺は人間じゃない。

「いいの、水ミ無ナ月ヅキは普通のオートマタじゃないんだから。……わたしも自分の存在理由なんて知らない。でも、いつか見つけられたらいいと思う。人間はきっと、どうして生きているのか、自分なりの答えを常に探しているの」

　春はる海みは人間そのものを作ろうとしていた。

　水ミ無ナ月ヅキもそのうちの一体だった。

　なら、自分も人間と同じように探してみようと思う。

　この平和な時代で、新たな所有者マスターの元で、他人に設定された存在理由ではなく、自分の本当の存在理由を見つけよう。

　──一時の方向に敵二体、九時の方向に敵一体……──

「もういい」

　囁ささやいてきたプログラムの声を水ミ無ナ月ヅキは遮断した。

「……もうそんなことをしなくていいんだ」

　頭を振って視覚を切り替える。前方から近付いてきていた二つの青い人型が、ただのカップルになった。

『敵』はいない。戦闘シミュレーションは必要ない。

　水ミ無ナ月ヅキは初めて自分の意志でそれを止めた。

　買い物袋を提げた少年とカップルの間に緊張感が生まれることはなく、両者はすれ違っていく。

　帰宅すると、カノンが不思議そうな表情で水ミ無ナ月ヅキを出迎えた。

「どうしたの、水ミ無ナ月ヅキ。お店の場所、まだ覚えてなかった？」

「おまえは俺の記憶領域メモリーを五歳児以下と思っているのか」

「だって、水ミ無ナ月ヅキが家を出てからまだ十分も……」

「問題ない。任務完遂だ」

　ドサッ、と水ミ無ナ月ヅキは買い物袋を置いた。中を検あらためたカノンが驚きの声を上げる。

「……本当だ、ちゃんと買えてる。でも、どうして？　家からお店まで片道二十分以上かかるのに」

「タイムは上々だろう。途中にある川を橋まで行かず、跳び越えたのが勝因だったな」

「なっ、またそんなことをして！　誰かに見られたら……」

「問題ない。ちゃんと陽動作戦をしている」

「よ、陽動……？」

「川にいた鳥を四連装拳銃で追い払った。一斉に飛び立った鳥に驚いて、誰も俺が高速で川を跳んだのを見ていない」

　カノンがぽかん、と口を開けた。

「何だ？　何か問題があったか？」

　水ミ無ナ月ヅキとしては、初めてのおつかい任務は必ず成功させなければならなかった。これはいわば、テストである。水ミ無ナ月ヅキがカノンの期待通り行動できるか試されているのだ。失敗すればカノンの信頼をまた損なってしまう。

　そして、テストでは常にベストを尽くすのが水ミ無ナ月ヅキだ。今の彼は、やる気のない水ミ無ナ月ヅキではない。カノンの元で生活すると決意を新たにした新生・水ミ無ナ月ヅキだ。

　その結果、彼はタイムを意識し、おつかいで陽動作戦を実行するに至ったわけである。

「……うん、次からは普通に歩道を歩いてきてね」

　だが、カノンはあまり嬉うれしそうじゃない。

　水ミ無ナ月ヅキは不安になる。

「おい、俺のテストは及第点か？　問題があるなら、もう一度おつかい任務をやり直す」

「もう買うものはないから、やり直さなくていい」

「しかし、及第点じゃないなら……」

　言い募る水ミ無ナ月ヅキの頭に、カノンが触れた。

「水ミ無ナ月ヅキ、よくできました」

　しょうがない、とでも言いたげに、少女は笑っていた。

　温かい手が頭を包んでいる。

　黒髪を慈いつくしむように撫なでられ、水ミ無ナ月ヅキはされるがままになった。ついでに、ヘアピンを留とめ直なおされる。

　──ああ。

　かつて春はる海みにもそうされたことがあった。同じ言葉と共に。

　戦闘訓練を終えた後や、様々なテストを問題なくこなしたとき、春はる海みはそうやって労ねぎらってくれた。

　当時は、それを手放しで喜んだものだ。

　懐なつかしくも切ない思い出に、しばし意識を奪われた水ミ無ナ月ヅキに気付かず、カノンは買い物袋を持って行く。

　ふと、カノンの足が止まった。

「そうだ。リタさん、夕食うちで食べていくかな？　水ミ無ナ月ヅキ、訊きいてきて」

「作業部屋か？」

「うん、オートマタの部品が珍しいみたい。部屋にあるもの全部、不思議そうに見てる」

「今さらだが、チームの人選を誤ったか。あいつはオートマタに関する知識がまるでない。戦力にはならんだろう」

　リタの様子を思い返して水ミ無ナ月ヅキは首を振る。

　けれど、彼の心配をよそにカノンは悪戯っぽく笑った。

「だから、安心して家に呼べる。もし水ミ無ナ月ヅキの予備パーツを発見されても、リタさんなら誤魔化せそう」

「ああ、その点は安心だな」

　水ミ無ナ月ヅキもニヤリと笑って作業部屋へ向かう。

　部屋に入ると、リタの姿はなかった。おや、と思って室内を見渡すと、薄く開いているドアがある。

　そこは水ミ無ナ月ヅキの部屋のドアだった。作業部屋に隣接していたほうが、カノンも水ミ無ナ月ヅキの手入れがしやすく何かと効率がいい。そういう理由でそこを自室とされたのだが。

　水ミ無ナ月ヅキは音もなくドアを開けた。

　パンツ丸出しで床に這はいつくばっている少女がいた。

「うーん、おかしいわ……なんで何もないのよお……」

　四よつん這ばいになったリタはベッドの下へ視線を走らせ、ぶつぶつと呟つぶやいている。ドアはちょうど彼女の真後ろに位置していて、リタは水ミ無ナ月ヅキに気付かない。

　パンツを見ながら水ミ無ナ月ヅキは訊きいた。

「何してるんだ？」

「ひいいいいっ……！」

　がばっとリタが身体を起こして振り返る。顔面は血の気が引いて真っ青。まるで殺人鬼に見つかったみたいな怯おびえように、水ミ無ナ月ヅキは首を傾かしげた。

「どうした？　なんでそんなに怖がっているんだ？」

「ち、違うのよ。わざとじゃないの！　たまたまドアを開けたらミナヅキの部屋で、いけないと思ったんだけど、つい入っちゃっただけなの！　べっ、別にミナヅキの制服やベッドの匂いを嗅いだり、ベッドの下にやましいものがないか探したりしてないわよ！」

「……」

「なっ、何よ、その疑いの目は」

「疑っているのはおまえだろう」

　水ミ無ナ月ヅキは平静を装よそおい、小さく息をついた。ビクビクしている少女をこれ以上怯おびえさせないよう、何も持たない両手を挙げる。

「──それで、俺のベッドの下にネジでも見つかったか？」

「え、ネジ!?　なんでネジ!?」

「……いや、見つかってないならいい」
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　疑問符だらけになったリタに、水ミ無ナ月ヅキもまた混乱していた。

　──俺をオートマタだと思ったから怯おびえたんじゃないのか？　匂いは手入れのオイル臭がしないか確かめるため、やましいものとは俺の部品だろ？　他に何があるんだ？

「わ、わたくしは出るわ。勝手に入ってごめんなさい。本当に少ししか見てないから、気を悪くしないでよね」

「待てよ。いくらでも気が済むまで、この部屋を物色してくれて構わないぞ。どうせなら下着の匂いも確認していくか？」

「わたくしを変態扱いしないで！　部屋を見ただけで十分よ。それに、今そういうビデオとかが見つかっても、わたくしだって反応に困るもの」

「ビデオ？　ああ、なんだ、あれを探してたのか」

　理解した水ミ無ナ月ヅキは机へ向かう。と、探していたはずのリタが慌てふためいた。

「ミ、ミナヅキ！　出さなくていいわ！　それはもういいから……！」

「問題ない。探してたんだろう？　なんなら、今から一緒に観みるか」

「一緒に!?　ちょ、ちょっと待って。わたくし、心の準備が……」

「部屋を暗くするか。そのほうがムードが出るってカノンも言ってたしな」

「カノン!?　どうしてそこでカノンの名前が出てくるの!?」

「そんなの、いつもカノンと観みてるからに決まってるだろ」

　カチっと照明を消した。

　床にへたり込んだリタは呆ぼう然ぜんと水ミ無ナ月ヅキを見返していた。

　部屋は窓から射さし込こむ薄青い夕暮れだけが光源だった。手早くビデオをデッキにセットした水ミ無ナ月ヅキは、その光さえもぶ厚いカーテンで遮る。室内は濃密な闇に包まれた。

　テレビ画面に何かが始まりそうな黒が映る。

　途端に、弾はじかれたようにリタが立ち上がった。

「ダメよ！　ダメダメッ！　ミナヅキとカノンがそんな不健全な関係だったなんて……！」

　叫んだリタの背後でビデオがついた。

　壮大なクラシック音楽とロマンチックな映画のタイトルが流れた。

「…………………………何これ」

「カノンがお気に入りの恋愛映画だ」

「ムードがどうとか言っていたのは……？」

「暗くすると映画館みたいだそうだ」

　リタがテレビ画面を見つめたまま沈黙した。

　音楽が終わり、普通に映画が始まる。

　それでもまだ立ち尽くしているリタに水ミ無ナ月ヅキは首を傾かしげた。

「どうした？　おまえが探していたものと違ったか？」

「っ、そんなことないわっ！　いいわ、一緒に観みましょう」

　ベッドにかける水ミ無ナ月ヅキの隣に、憤然とリタが腰を下ろした。

　映画のストーリーは吸血鬼の少年と人間の少女が恋に落ち、紆う余よ曲きよく折せつあって結ばれるという内容だ。カノンに言わせると、王道のラブストーリーらしい。イエッセル条約が結ばれてから吸血鬼と人間の恋愛作品は一大ブームになったそうだ。

「……ねえ、ミナヅキはいつもこうしてカノンと映画を観みているの？」

　わざわざベッドの下まで探していたのに、リタはあまり映画に集中していないようだった。チラチラと横目で水ミ無ナ月ヅキを窺うかがっている。

「ああ」

「真っ暗な部屋で、ベッドにこんな風に並んで座って？」

「そうだが」

「この家、カノンとミナヅキだけで住んでるって本当？」

「噓うそをつく必要もないだろう」

「お風ふ呂ろとかはやっぱり、共用なのよね……？」

「この家の風ふ呂ろ場ばは一つだ。それがどうかしたのか？」

　リタが押し黙った。

　映画を眺めていると、少年と少女が抱擁を始めた。それを水ミ無ナ月ヅキは何の感慨もなく人工網膜に映し出す。

「それで、ミナヅキはドキドキしないの？」

「ドキドキ？」

　隣を見る。

　画面からのぼんやりとした光に照らされ、リタの姿は浮かび上がっていた。腕が触れそうな距離に座る少女へ、水ミ無ナ月ヅキは至って真面目に訊きく。

「ドキドキとは何だ？」

「ド、ドキドキはドキドキよ！　女の子と一つ屋根の下に住んで、真っ暗な部屋で二人っきりで、こんなロマンチックな映画を観みて、ミナヅキは何とも思わないわけ!?」

「どう思うのが正解なんだ？」

　リタが怯ひるんだ。

　映画の中では少年と少女が口づけをしている。

　そう。これもわからない。カノンに観みせられる映画では必ずやっている。何のためにこんなことをしているのか──。

　水ミ無ナ月ヅキはリタを見つめた。

　柔らかそうな唇がそこにある。

「カノンは教えてくれないんだ。俺に自分で考えろとしか言ってくれない」

　顔を近付けると、狼狽うろたえたリタが同じだけ身を引いた。

　身を乗り出すためにベッドへ手をつく。

　二人分の体重にスプリングが軋きしんだ音を立てた。

「観みていればいつかわかる、とカノンは言うが、いまだに俺はわからない。映画を観みても、何も感じないんだ。おまえはこれを観みて、どう思えば正解か知っているんだろう？」

　図らずも水ミ無ナ月ヅキはリタを腕に閉じ込めていた。

　少女の長い睫まつ毛げが間近で震えている。

　それを見つめ、水ミ無ナ月ヅキは真摯に口を開く。

「俺は知りたい。おまえは教えてくれるか？　映画で語られている恋愛というものを」

　囁ささやきが闇に溶けていく。

　二人の吐息が交錯し、紅あかい瞳が揺れた。

　やがて少女が何な故ぜか静かに目ま蓋ぶたを閉じたとき、




　カチッ。




　蛍光灯の眩まばゆい光が水ミ無ナ月ヅキの人工網膜を刺激した。開け放たれたドアを背に、絶対零度の空気を纏まとった無表情のカノンがいる。

「何やってるの？」







　リタは夕食前に帰ることになった。

　王女様が護衛を撒まいて行方を晦くらませたことは、テレビに「捜索中」とテロップが流れるくらい大おお事ごとになっていた。慌ててリタは家に電話し、そこで吸血鬼王にこってり絞られたようである。夕食は断念し、護衛が迎えに来ているという駅前まで水ミ無ナ月ヅキが送ることになった。

「寄り道しないで帰ってきてよ」

　エプロンを着けたカノンは玄関で水ミ無ナ月ヅキに言った。その眼まな差ざしはどういうわけか咎とがめるような色すら認められる。

「くれぐれもリタさんにヘンなことしないように」

「ヘンなことって何だ？」

「……真顔でそう言えるうちは心配いらないか」

　カノンがボソっと呟つぶやいた。

　リタが水ミ無ナ月ヅキの腕を取って言う。

「大丈夫よ、ミナヅキなら。いきなりオオカミにはならないわよね？」

「オオカミ？　俺に変身する仕様はない」

　ほらね、と言うようにリタはカノンを見た。カノンがため息をついた。

「いってらっしゃい」と白銀の少女に見送られ、水ミ無ナ月ヅキは家を出た。

　すっかり暗くなった道をリタと歩いていると、彼女は身体を寄せてくる。柔らかい感触が腕を包んだ。

「今なら誰もいないわよ。続き、して？」

　囁ささやかれた水ミ無ナ月ヅキは首を傾かしげる。

「続き？　何の続きだ？」

　返したら、ブチ、と音がした。

　腕をがっちりと摑つかまれる。次の瞬間、水ミ無ナ月ヅキは砲丸投げみたいに身体を振り回されていた。遠心力が乗ったところで投げられる。

　空中で体勢を立て直し無事に着地したが、あまりに唐突でびっくりした。

　追撃に備えたが、リタはすぐに攻撃してこなかった。その代わり、身に覚えのない罵ば詈り雑ぞう言ごんを投げつけられる。しまいには「わたくしとカノン、どっちを取るの!?」と問われ、「どっちとも仲良くする」と答えたら腹に強烈なフックを食らった。……何と答えればよかったんだ。

　もういいっ、と言われ、今にも泣き出しそうなリタは駆けていく。

　その背を追ったら「なんでついてくるのよ、バカ！」「俺は駅まで送れと言われている」「だから、もういいって言ってるでしょ！」「俺はおまえの命令は受けつけない」「何よ、それ！　もうわたくしに優しくしないで！」「それはできない。俺はおまえと仲良くすると決めている」「意味わかんない！　嫌いよ！　わたくしを選んでくれないミナヅキは嫌いだわ！」「問題ない。おまえに嫌われても、俺はおまえと仲良くする」「バカバカバカっ！」

　駅に着くと、リタは水ミ無ナ月ヅキにギュッと抱きついてきた。

　一瞬、また投げられるのかと身構えたが、そんなことはなかった。

　駅の雑踏が水ミ無ナ月ヅキたちを避けて流れていく。リタに抱きつかれるままになっていた水ミ無ナ月ヅキは、ふと少女を見下ろした。

　リタはいじらしく頰を染めて水ミ無ナ月ヅキの胸に顔を埋めていた。

　やがて少女は水ミ無ナ月ヅキを放すと、「また学校でね」と何事もなかったかのような笑顔で手を振り、去っていった。

　長い紅髪が雑踏に消えるのを見送り、水ミ無ナ月ヅキは思う。帰ったら、カノンに訊きくことが山ほどあるな、と。

　目まぐるしく変わる乙女心は、絡から繰くり少年には到底理解できるものではなかった。







　星空の下、水ミ無ナ月ヅキは帰路に就つく。

　家を出るとき、カノンはエプロンを着けていた。おそらく夕食の準備をしているのだろう。

　今晩のメニューは何だろうか、と考え、水ミ無ナ月ヅキはふっと笑みを零こぼした。

　カノンが初めて泣いたあの夜以来、水ミ無ナ月ヅキはカノンと食事をするようになった。

　レストランでの失態で反省したというのもある。だが、それ以上にカノンの『反抗』に自分も協力したかった。

　自分が殺すことから離れれば離れるほど、《白びやく檀だん式しき》が虐殺オートマタではない証明になる。波動歯車ハーモニー・ギアが危険な代物ではないと世の中に示すことができ、それが春はる海みの汚名を雪そそぐことにも繫つながる。

　学校に通うことも食事をすることも映画を観みることも、全部意味がある。

『世間に抗う絡繰リベリオ・マキナ少年』として、水ミ無ナ月ヅキはカノンと共にあると決めたのだ。

　帰宅したとき水ミ無ナ月ヅキは眉を寄せた。ドアに鍵がかかっていなかったのだ。

　不用心だな、と思いつつ玄関へ入る。

「ただいま。……カノン？」

　そのとき、水ミ無ナ月ヅキの目に廊下の奥へと続く足跡が映った。カノンは客を土足で家には上がらせない。

　胸がざわついた。

「カノン!?」

　逸はやる心を抑えて足跡を辿たどる。

　キッチンに入ると、テーブルの上に異様なものがあった。

　包丁を突き立てることで留とめられたメッセージカード。

　それを一読した水ミ無ナ月ヅキはカードをぐしゃりと握り潰した。そこには、ヴィルヘルムの署名が入っていた。
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『おはよう、水ミ無ナ月ヅキ。今日も素敵な日よ』

　初めて春はる海みにそう囁ささやかれた瞬間から、水ミ無ナ月ヅキの人生は始まった。

　目ま蓋ぶたを開けると母の顔があった。

　自分の製作者であり、自分の所有者マスター。所有者認識チップに登録されている彼女の顔を視認できたことに、水ミ無ナ月ヅキは歓よろこびを覚えた。それは生の歓よろこびとも言えた。

　作業台に横たわったまま視線を巡らせると、兄姉きようだいである睦ム月ツキ、如月キサラギ、弥生ヤヨイ、卯ウ月ヅキ、皐サ月ツキがそれぞれ自分を覗のぞき込こんでいたり、壁かべ際ぎわからチラチラと視線を投げてきたりしていた。彼らは新たな弟の誕生を興味深く見守っていた。

　家族の皆に囲まれ、水ミ無ナ月ヅキは身体を起こす。

「初めまして。僕は対吸血鬼戦闘用オートマタ、絡から繰くり騎き士し《白びやく檀だん式しき》第陸号・水ミ無ナ月ヅキです。マスター、起動してくれてありがとうございます」

　所有者マスターへの挨拶と名乗り。それと感謝。

　世にあるオートマタと同じように、水ミ無ナ月ヅキはプログラムされた通りの定型文を口にした。そして、そこに自分の頭で考えたオリジナルの言葉を付け加える。

「僕も早く母さんの期待に応え、みんなと戦場へ行けるよう頑張ります」

　……拍手が起こった。

　それは、水ミ無ナ月ヅキが《白びやく檀だん式しき》の一員として認められたことを意味していた。

　その言葉通り、水ミ無ナ月ヅキは兄姉きようだいに追いつくため、何にでも興味を持ち貪欲に知識を吸収した。水ミ無ナ月ヅキの好奇心旺盛さは時として春はる海みを困らせた。けれど、彼は一刻も早く成長して自分の存在意義を果たしたかったのだ。

　十六歳の少年とまったく同じように、彼は母に褒めてもらいたかった。

　既に目ざましい戦果を上げている兄姉きようだいは憧れの対象だった。兄姉きようだいたちが作戦に成功する度、母は誇らしげだったからだ。いつか自分も戦場で活躍して、母に喜んでもらうのだ。そんな未来を水ミ無ナ月ヅキは疑わなかった。

　だが、事件は起こる。

　対吸血鬼戦闘用オートマタを開発していた研究所に、吸血鬼に〈魅了シャルム〉された兵士が忍び込んだのだ。

　彼らの狙いは、《白びやく檀だん式しき》を生み出している春はる海みだった。吸血鬼は自分たちにとって脅威となるオートマタの製作者を亡き者にしようとしたのだ。

　そのとき、睦ム月ツキと如月キサラギは戦場へ行っていたし、弥生ヤヨイは訓練中だったし、卯ウ月ヅキと皐サ月ツキは研究所の中庭で遊んでいた。メンテナンス中の水ミ無ナ月ヅキだけが春はる海みと研究室にいた。

　兵士たちが荒々しくドアを破ってきたとき、水ミ無ナ月ヅキは見た。

　彼らの拳銃が春はる海みへ向けられる。

　トリガーが引き絞られる。

　春はる海みが撃たれる。

　春はる海みが死ぬ。

　そう認識したとき、全身が発火したような気がした。

　衝動のままに水ミ無ナ月ヅキは兵士たちへ跳びかかっていた。

　それはプログラムにより弾はじき出だされた行動ではなかった。プログラムならば、水ミ無ナ月ヅキが『敵』ではない人間に攻撃することはないのだ。

　どんな風に暗器を使って、何人にどれだけの怪け我がを負わせたのか定さだかではない。やがて水ミ無ナ月ヅキの耳は春はる海みの叫ぶ声を捉えた。

「……ップ！　オーダー、水ミ無ナ月ヅキ、ストップ……！」

　強制命令オーダーを認識し、水ミ無ナ月ヅキは動きを止めた。

　気が付けば、研究室は兵士たちの血でひどく汚れていた。何人もの人間が倒れ、呻うめき苦しんでいる。

　アサシンブレードを振り上げた中ちゆう途と半はん端ぱな姿勢で静止したまま、水ミ無ナ月ヅキは春はる海みがどこかに慌てて連絡するのを聞いていた。

　その声に苦痛の色がなかったから、ああ、母さんは無事だったんだな、と悟り、安あん堵どしている自分がいた。

　それから水ミ無ナ月ヅキは訓練を中止し、眠らされることが多くなった。

　春はる海みははっきり言わなかったが、身体ではなく頭の中──人工頭脳をいじられているのは薄々気付いていた。

　眠らされると、それだけ兄姉きようだいとの差も広がっていく。自分が眠っている間も兄姉きようだいは知識を蓄え、訓練をして、戦場へ行っているのだ。そう思うと水ミ無ナ月ヅキは焦燥で狂いそうだった。

　そしてある日、唐突に水ミ無ナ月ヅキは告げられる。

「……あなたは『不適合』と判断されたの」

　絶望した。

　自分は失敗作だったのだ。

　母が匙さじを投げるほど、兄姉きようだいと共に戦う資格すらない、どうしようもない失敗作だった。

　兄姉きようだいへの憧しよう憬けいが嫉妬に変わった。母を恨むのは筋違いだとわかっていたが、黒い感情を抑えることはできなかった。

　十年の月日が知らぬ間に流れ、壊されてしまった兄姉きようだいを博物館で見ていても思う。

《白びやく檀だん式しき》を名乗れるのは、戦場へ行った彼ら五体だけなのだ。

　絡から繰くり騎き士し《白びやく檀だん式しき》に第陸号は存在しない。母に認められなかった自分にその価値はないのだ。
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　ヴィルヘルムからのメッセージカードに記載されていた住所に辿たどり着ついた水ミ無ナ月ヅキは、木立の陰から巨大な建物を窺うかがった。

　廃工場のようである。シャッターの下りた建物には人気がなく、敷しき地ちは高い鉄柵にぐるりと囲まれている。入口には古びた錠がかかっていて、長い間、開閉されていないようだった。だが、敷しき地ちのすぐ外にはバンが何台か停とめてあり、轍わだちが残っている。

　キッチンにあったカードには、ヴィルヘルムがカノンの身柄を預かっていること、今夜中に指定した場所に水ミ無ナ月ヅキが一人で来なければカノンの命はないことが記されていた。

　自分をおびき出してどうするつもりだ、と訝いぶかしんだが、マスターのカノンが人質にされている以上、水ミ無ナ月ヅキがやることは決まっている。

　敵の要求を吞のみ、早急にカノンを救出する。

　……カノンの言いつけを忘れたわけではない。自分が表立って動かない方法も模索し、大公家と繫つながっているマイヤーにも連絡を取ってみた。けれど、無駄だった。カノンの生死がかかっているというのに、彼は軍へ連絡をするように、としか言わなかったのだ。

　民間人の少女一人が捕らわれたくらいで軍が迅速に対応してくれる保証はない。それに、一ひと度たび軍に動かれてしまったら、水ミ無ナ月ヅキも対吸血鬼戦闘用オートマタとしてやりづらくなる。カノンの救出を最優先に考えた結果、水ミ無ナ月ヅキは自ら動くことを選んだ。

　廃工場の裏手には切り立った崖があった。それは到底、人間が下りられるものではない。そこから敷しき地ち内ないに侵入すれば、敵の裏をかけるはずだ。

　戦略を立てた水ミ無ナ月ヅキは真っ暗な林を静かに疾走する。時刻はもう真夜中に近かった。肌を刺すような冷たい夜風が少年の黒髪を弄び、そこに付けられた銀のヘアピンが星々の光を反射する。

　闇夜に紛れ、漆黒の絡から繰くり少年は崖上に着く。

　目標とする廃工場を眼下に捉えた。

　──戦わずに生きようと決めた矢先に、これとはな。

　自嘲めいた考えを振り払い、足を踏み出したとき、

「っ！」

　何かが首を掠かすめた。

　その一撃で急所を破壊されなかったのは僥ぎよう倖こうと言えた。

　振り返った水ミ無ナ月ヅキの目にキラリと何かが迫る。

　反射的にアサシンブレードでそれを弾いた。飛来したものの正体がわかり、水ミ無ナ月ヅキに戦せん慄りつが走る。

　銀の針。

　次いで足元に針が勢いよく撃ち込まれ、水ミ無ナ月ヅキは崖へ身を投げていた。

　──まずい！　この攻撃は睦ム月ツキだ！

　二十センチほどの針には銀が塗られていて、吸血鬼なら心臓を一刺しされただけで絶命する。音もなく飛来する細いそれは肉眼で捉えるのも困難を極め、多くの吸血鬼は何をされたのかもわからず息絶えたはずだ。

　──『敵』を認識。戦闘モードへ移行──

　落下しながらプログラムの声を聞く。

　何な故ぜ、睦ム月ツキがここにいるんだ、と思考した水ミ無ナ月ヅキは、それが愚問だと悟っていた。

　自分が考えついた戦略を、同じプログラムを持つ姉が思いつかないはずはないのだ。

　ほぼ垂直に切り立つ崖を、アサシンブレードで落下スピードを殺しつつ下りる。その間も針は水ミ無ナ月ヅキの身体を掠かすめていた。

　睦ム月ツキに見つかった以上、作戦は失敗だ。敵の裏をかくどころか、完全に読まれていたことになる。

　一度撤退して、態勢を立て直すべきだ。

　そう理解はしていたが、水ミ無ナ月ヅキは廃工場へと真まっ直すぐ向かっていた。睦ム月ツキの攻撃で誘導されているのだ。

　崖を下りながら彼女の姿を捜すが、白いスーツは見当たらない。純白が夜陰に溶けられるはずもないのに、水ミ無ナ月ヅキは彼女を視認できない。

　地に下りた水ミ無ナ月ヅキは、撤退すべく一目散に林へと駆ける。

　が、金色が目前を舞った。

　ブロンドを翻ひるがえした睦ム月ツキが、自分の頭上から正面に下り立ったのだ。それを悟ったときには、必殺の長針が水ミ無ナ月ヅキへ繰り出されている。

「くっ……！」

　間一髪、針をアサシンブレードで受けた。

　冷たい美貌の女と愛らしい美少年が相対する。

　姉弟きようだいの再会、というべきか。けれど、視線を交わしたのは、感慨に耽ふけるにはあまりにも短い時間で。

　睦ム月ツキのもう片方の手が高速で突き出される。水ミ無ナ月ヅキは跳とび退すさってそれを避けた。そのまま逃走経路を求めて走る。

　すぐに睦ム月ツキも水ミ無ナ月ヅキを追う。

「何な故ぜ、逃げる？」

　女に問われた。

　久しぶりに聞いた彼女の声は、記憶領域メモリーにある怜れい悧りなソプラノのままだった。感情のこもらない、淡々とした声色。

「何な故ぜ、おまえは攻撃せずに、逃げてばかりいる？」

　ヒールの高い靴にもかかわらず、睦ム月ツキは建物の屋根を身軽に走り、追ってくる。常に自分が有利な位置を確保するのを忘れない。

　投とう擲てきされる針の猛攻から逃れるため、水ミ無ナ月ヅキは並んでいるドラム缶の隙間に飛び込んだ。針を受けた缶がダダダッとやかましい音を立てるのを聞き、水ミ無ナ月ヅキは思う。

　そんなの、決まっていると。

「姉弟きようだいだから攻撃しないのか？　おまえはそんな甘ったれた人格だったか？」

　違う！

　答えを返すことなく、水ミ無ナ月ヅキは地を強く蹴った。睦ム月ツキの射程圏外へ逃れようとするが、それを察知した女も屋根を蹴る。

　振り仰いだ水ミ無ナ月ヅキは、四連装拳銃を空中の白スーツへ向けた。

　無駄だと知りつつ、発砲。

　案の定、人工血液の銃弾は純白を汚すことなく、針で撃ち落とされた。

　これが攻撃しない理由だ。

　睦ム月ツキの前では、いかなる攻撃も無意味に終わる。戦場に白いスーツを着ていくのは、伊達だてではないのだ。

　彼女は敵に一撃も許さず戦場を駆け抜けた。それに比べ、自分は戦場にすら出されなかった『不適合』。

　敵かなう道理などあるはずもない。

　わかっているから、水ミ無ナ月ヅキは必死で逃げる。

　歯車ギアは既に如月キサラギのと交換されたのか、睦ム月ツキの挙動は完璧だった。これでは自分の勝機は万が一にもない。

　不意にガラガラガラと音がした。

　工場のシャッターが開き、現れた人物に水ミ無ナ月ヅキははっとする。

「カノン!?」

　夜闇の中でも煌きらめく白銀の髪。

　覚おぼ束つかない足取りでカノンは工場から出てくる。大きな怪け我がはないようだが、見慣れたつなぎ服は襟元が無残に破られ、胸元や白い肩を寒々しく晒さらしていた。

　見み紛まがうことなき少女の姿に、水ミ無ナ月ヅキは方向転換した。

　カノンを回収して逃げる。

　そう作戦を変更した水ミ無ナ月ヅキは、銃弾を乱射して睦ム月ツキを牽けん制せいする。睦ム月ツキが建物の陰に引っ込んだ隙に、水ミ無ナ月ヅキはカノンの元へと駆けた。

　銀の針が身体の随所を穿うがつ。人工皮膚が穴だらけになり、人工血液が噴出する。それでも絡から繰くり少年の足は止まらない。

「カノンっ！」

　傷だらけになりながらも水ミ無ナ月ヅキは、白銀の少女へ懸命に手を伸ばす。

　だが、助けを待っていたはずの少女は静かに言った。




「おやすみなさい、水ミ無ナ月ヅキ。よい夢を」




　何な故ぜだ──!?

　がくり、と膝を折った水ミ無ナ月ヅキは、カノンの表情に生気がないことに気付いた。瞳は焦点が合っておらず、水ミ無ナ月ヅキを見ていない。〈魅了シャルム〉されているのだ。

　マスターの終了命令シャットダウンに従い、水ミ無ナ月ヅキはすべてのプログラム処理を中断し、眠りに就く準備を始める。

　ダメだ！　今、終了したらダメだ、カノン……！

　全身の力が抜けていくのを止められない。
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　抵抗も虚むなしく水ミ無ナ月ヅキは泥沼に引きずり込まれる。

　狭まっていく視界で、カノンの背後にヴィルヘルムが立つのを認めたのを最後に、水ミ無ナ月ヅキは闇に吞のまれた。
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　膨大な記憶領域メモリーの海にたゆたう。

　まだ人工頭脳は微かすかに動いているらしい。

　終了された直後や起動の直前、水ミ無ナ月ヅキは人間で言うところの夢らしきものを見ることがあった。蓄積された過去の記憶データの一部がフラッシュバックするのだ。母との別れは、もう何度繰り返し見たかわからない。

　十年前のそのとき、水ミ無ナ月ヅキは研究室で春はる海みの向かいに座っていた。

　室内には重苦しい空気が漂い、春はる海みの表情もどこかやつれていた。

「水ミ無ナ月ヅキ、先日、ここに侵入してきた兵士たちのサーモグラフィ画像の色を答えなさい」

　春はる海みが問う。それは、尋問だった。

「全員、赤と認識しました」

「赤、ということは何を意味しているの？」

「体温が三十五度を超える人間であることを意味しています」

「あなたにとって人間は『敵』？」

「いいえ、『敵』ではありません」

「あなたが人間を攻撃することは許可されている？」

「いいえ、認められていません」

「正解よ。それを踏まえて、先日、あなたが兵士たちに取った行動は？」

「……攻撃しました」

「どうして人間を攻撃したのか、答えなさい」

「だって、母さんが殺されると思ったから……」

「それは回答として認められないわ。あなたの中で、そのときどういうプログラムが働いたの？　人間を攻撃してもよい、と判定したプログラムは何だったの？」

「母さんが撃たれたら嫌だと思ったんです。僕が母さんを守らないとって……」

「違うのよ、水ミ無ナ月ヅキ。そんなことを訊きいているのではないの」

　春はる海みは大きく息をついた。

　困惑している母の姿に、水ミ無ナ月ヅキもまた申し訳ない気持ちになった。けれど、それが真実なのだ。他に答えようがない。

「プログラム上、あなたたちは人間を攻撃できないのよ。それは戦闘用オートマタの禁則事項なの」

　禁則事項？　と首を傾かしげた少年に春はる海みは言う。

「戦闘用オートマタの製作が国で認可された際、『人間に危害を加えない』という制約がそれらには必ず課されることになったのよ。それはもちろん《白びやく檀だん式しき》にも設定されている。それなのに、水ミ無ナ月ヅキ。あなたはどうして人間を攻撃できたの？」

　わかりません、と答えた水ミ無ナ月ヅキに、春はる海みの表情が一段と険しくなる。

　──自分はいつになったら愛する母を笑顔にできるのだろう。

　そんな日は永遠に来ないのだと今の水ミ無ナ月ヅキは知っている。

　深い哀かなしみに支配された絡から繰くり少年は、記憶を塗り潰そうとしてくる真っ白い虚無に身を委ねる──。




　　　　[image: きごう]




「オハヨウ、ミナヅキ。キョウモステキナヒヨ」

　マスターの声紋で起動命令ウェイクアップの言葉を認識し、水ミ無ナ月ヅキは目を覚ます。

　薄暗い部屋だった。明滅する蛍光灯の光を受け、水ミ無ナ月ヅキは自分を見下ろす所有者マスターの顔を視認した。

　ヴィルヘルム・ルートヴィヒ。

　サーモグラフィ画像は赤。人間である。

　身体を起こした水ミ無ナ月ヅキは、新しいマスターに挨拶をする。

「初めまして。僕は対吸血鬼戦闘用オートマタ、絡から繰くり騎き士し《白びやく檀だん式しき》第陸号・水ミ無ナ月ヅキです。マスター、起動してくれてありがとうございます」

　灰色の髪をした青年がいやらしく口元を歪ゆがめた意味など気付かずに、水ミ無ナ月ヅキは微笑ほほえんで続ける。

「何でもご命令をどうぞ。早くマスターのお役に立てるよう頑張ります」

　ヴィルヘルムの後ろでは、睦ム月ツキが冷たい無表情で水ミ無ナ月ヅキを見つめていた。







　ヴィルヘルムについてこいと言われ、水ミ無ナ月ヅキは睦ム月ツキと共に古びた建物の中を進む。高い天井のある広い空間へ出ると、至るところにコンテナがうずたかく積まれていた。あちらこちらに戦闘服を着て武装した人間がいる。

　その中央に一人の吸血鬼の少女がいた。

　ロープで小さな身体をコンテナに括くくりつけられた少女は、両脚を投げ出して座っていた。目ま蓋ぶたを開けていることから、起きてはいるようだが、白銀の頭をかくんと俯うつむけたまま微動だにしない。その様は人形を思わせた。

　ヴィルヘルムが歩み寄り、反応すらしない少女の額へ指先を当てる。

「〈起きろ〉」

　刹那、少女が瞬またたいた。

　小さな呻うめき声ごえを上げ、藍色の瞳が焦点を取り戻す。

　少女はぼんやりとヴィルヘルムを見上げ、その後ろに立つ水ミ無ナ月ヅキを認めると顔色を変えた。

「水ミ無ナ月ヅキ！」

　──この声を知っている。

　そうは思ったが、水ミ無ナ月ヅキは眉をひそめることしかしなかった。吸血鬼が何な故ぜ、自分の名を知っているのか。

　水ミ無ナ月ヅキの怪け訝げんな視線を浴びて、少女は狼狽うろたえる。

「どうしたの、水ミ無ナ月ヅキ……？　なんで何も言わないの……？」

「くっ、はははっ！　いくら呼びかけたって無駄さ。そいつは今、僕のものなんだからな！」

　可お笑かしくて堪たまらないというようにヴィルヘルムは嘲笑した。

「まさかおまえが、ドクター・ビャクダンの娘で《白びやく檀だん式しき》を隠し持っていたとはな。よく身分を偽り、市井に溶け込んでいたもんだ」

「何な故ぜそれを……!?」

「〈魅了シャルム〉をかければ家畜の口を割らせるのは造作もないんだよ。……僕の〈魅了シャルム〉が効くとは、本当にリタはおまえを食ってなかったんだな。リタの奴隷を僕も味見したかったのに、期待外れだよ」

　舌打ちするヴィルヘルムに吸血鬼の少女が身体を震わせた。

　……会話が変だ。

　ヴィルヘルムと少女のやり取りに違和感を覚えた水ミ無ナ月ヅキは、会話の内容を反はん芻すうする。

　ドクター・ビャクダンの娘。そのビャクダンとは自分の製作者である白びやく檀だん春はる海みのことか？

　情報を求めて水ミ無ナ月ヅキは記憶領域メモリーを探る。しかし、記憶領域メモリーは空っぽだった。ヴィルヘルムに起こされる前のデータがない。初期情報として製作者の名前こそ残っているものの、白びやく檀だん春はる海みがどのような人物だか何も思い出せない。

　少女が水ミ無ナ月ヅキとヴィルヘルムを見比べながら訊きいた。

「水ミ無ナ月ヅキに何をしたの？」

「所有者認識チップを替えて、初期化しただけさ。あと、忌いま々いましいサーモグラフィの設定もいじらせてもらったかな」

「そんな……なんてことを……！」

「全部、おまえの手でやったことだ。終了してプログラムをいじり、起動命令ウェイクアップの言葉を教える。餌にしかならない家畜かと思ったが、なかなか立派な働きぶりだったよ。褒ほう美びとして、僕が直々に口をきいてやっているというわけさ。光栄に思えよ」

　嫌けん悪おに顔を歪ゆがめた少女が身じろぎをした。その拍子に白い首が覗のぞく。そこには生々しい二つの傷があった。

「マスター、どういうことですか？　僕のサーモグラフィはおかしいんですか？」

　思わず一歩踏み出した水ミ無ナ月ヅキに、ヴィルヘルムは命じる。

「オーダー、ミナヅキ、動くな。おまえは黙って僕に従えばいい」

　強制命令オーダーされて、水ミ無ナ月ヅキの身体は動かなくなる。けれど、依然と思考は働いたままだ。

　おかしい。

　気持ち悪い違和感が渦巻いている。さっきから、自分がとんでもないミスを犯しているような気がしてならないのだ。

　水ミ無ナ月ヅキは過去の記憶データの検索を開始した。

「……あなたの狙いは水ミ無ナ月ヅキだったの。水ミ無ナ月ヅキを手に入れて、どうするつもり？」

「《白びやく檀だん式しき》を集めてやることなんか、一つしかないだろう。虐殺さ」

　少女の息を吞のむ音がした。

　ヴィルヘルムは愉悦を含んだ声で続ける。

「イエッセル大虐殺を起こすんだよ！　《白びやく檀だん式しき》にイエッセル中の人間を殺させて、ローゼンベルク王と交渉するのさ。忌いま々いましいイエッセル条約が破棄されたら、リタとの婚約も元通り。ああ、この前リタと会えたのは本当に幸運だったよ！　見ないうちにあんな可愛かわいくなってるなんて、僕の目はやっぱり……！」

「やめて！　そんなことに《白びやく檀だん式しき》を使わないで！」

　強い声が工場内に反響した。

　興奮気味に語っていたヴィルヘルムが遮られて、台詞せりふを止める。

　ロープで縛られ、戦闘服の男たちに囲まれている孤立無援の少女。それでも、彼女は果敢にヴィルヘルムを睨にらみつけていた。

「《白びやく檀だん式しき》は虐殺オートマタじゃない！　そんなのわたしは認めない。水ミ無ナ月ヅキを返して。虐殺を企たくらむあなたに、お母さんの作ったオートマタは渡さない！」

　ふん、とヴィルヘルムは馬鹿にしたように鼻で笑った。

「何を言ってるんだか。元よりこいつらは戦闘用オートマタじゃないか。殺すために生み出された機械を、そのために使って何が悪い？　過去にもあっただろう。こいつらがヘルヴァイツで虐殺した事件がさ」

「ケルナーの悲劇のこと。あれは本来、起こるはずがなかった」

　少女は気丈に言葉を継ぐ。

「暴走の原因はいまだにはっきり究明されていないけど、歯車ギアの老朽化による故障という説が一番有力。だから、お母さんは手入れさえしっかりしていれば百年保つ波動歯車ハーモニー・ギアを使っている。それだけじゃない。歯車ギアの問題じゃなかった場合を想定して、人工頭脳には学習機能を搭載している。それはつまり、所有者マスターが一緒に行動することで自然とオートマタが倫理的な言動を取捨選択できるよう……」

「ごちゃごちゃとやかましいな」

　ガン、と大きな音がした。

　苛いら立だったヴィルヘルムがコンテナを蹴りつけたのだ。

　少女の顔のすぐ横にブーツの爪先が埋まり、金属の箱が凹へこんでいる。

　ぎゅっと目を閉じて身を竦すくめた少女だったが、泣きそうになりながらも彼女は最後にこう続けた。

「──だって、《白びやく檀だん式しき》の真のコンセプトは愛だから」

　瞬間、水ミ無ナ月ヅキの検索がヒットする。

　人工頭脳の奥深く、封じられている領域から見つかった一文ワン・センテンス。綺き羅ら星ぼしのように脳内で光るそれを頼りに、水ミ無ナ月ヅキは検索の手を伸ばす。

　消去デリートされたフォルダーを発見。

『カノン＝ザンデルホルツ』

　──初期化で破棄した記憶データを、記憶領域メモリーにインストールするか？──

　プログラムの問いかけに水ミ無ナ月ヅキは答える。

　──問題ないイエス。

　ヴィルヘルムは堪こらえきれないというように噴き出した。

「《白びやく檀だん式しき》のコンセプトが愛？　笑わせるな！　それはおまえの妄想だ。ドクター・ビャクダンの娘がこんな愚かしい小娘とはな」

「違う。妄想じゃない。わたしはお母さんからちゃんと聞いた……！」

「なら、ケルナーの悲劇はどう説明するつもりだ？」

　意地悪くヴィルヘルムは問いかける。

「結局、《白びやく檀だん式しき》は暴走した。暴走時にオートマタはどんな行動を取るか。それは個々のオートマタによって違う。共通しているのは、プログラムされている言動を際限なく繰り返すということだ。運転用なら目的地を見失ってひたすら運転し続ける。工事現場にいる奴やつなら資材を意味もなく運び続けたりな」

「それくらい知ってる。だって、プログラムされたこと以外の行動をオートマタが取るわけないんだから」

「それなら、暴走した《白びやく檀だん式しき》が虐殺を行ったのが何よりの証拠だろう。こいつらは殺すことしか頭にないのさ。何が愛だ。《白びやく檀だん式しき》は紛れもなく虐殺オートマタなんだよ」

　少女は唇をきつく嚙かみ締しめていた。

　悔しそうに顔を歪ゆがめているが、抗弁の言葉はない。

　ヴィルヘルムを睨にらみつけ、少女は口を開く。

「……あなたみたいな人がお母さんの作ったオートマタを持っているなんて、不愉快」

「僕だって愚かな家畜と話すのは不快だよ。よくリタはこんなのと話してるよなあ」

　やれやれ、とヴィルヘルムは少女へ背を向けた。

「ミナヅキも手に入ったことだし、おまえはもう用済みだ。大公の孫だから使い道があるかと思いきや、大公家はドクター・ビャクダンの娘なぞ知らないそうだ」

「大公家に連絡を取ったの？」

「捕まっている配下の解放を要求したが、おまえの命では交渉の材料にもならなかったよ。どうやらおまえはその程度の価値らしい」

　少女が哀かなしげに俯うつむき、白銀の髪が垂れる。

　水ミ無ナ月ヅキへ歩み寄ったヴィルヘルムは、少年の肩に手を置くと言った。

「オーダー、ミナヅキ、あの娘の首を刎はねろ」

　強制命令オーダーを認識し、びくりと水ミ無ナ月ヅキは震えた。

　──首を刎はねろ──

　プログラムが命令の遂行を強要する。

　少女へ足を踏み出すと、藍色の瞳が見開かれた。

「……噓うそ。やめて、水ミ無ナ月ヅキ。わたしは吸血鬼じゃない。人間なの！　あなたはサーモグラフィの設定を狂わされているだけで……！」

「無駄だよ。オートマタがマスターの強制命令オーダーに逆らうわけがないだろう。今、そいつは僕の忠実な玩具おもちやなんだ！」

　ヴィルヘルムの哄こう笑しようを背に受け、水ミ無ナ月ヅキは歩く。

　周囲にいる『人間』がニヤニヤと、まるで見世物を見るようにこっちの様子を窺うかがっているのがわかった。

　縛られている少女に逃げる術はない。彼女は水ミ無ナ月ヅキを見つめ、懸命に言葉を紡つむぐ。

「さっきまで水ミ無ナ月ヅキの所有者マスターはわたしだった。噓うそじゃない。ここ数か月、あなたはわたしと同じ家で暮らしてたの！　一緒に学校へ行って、帰りには一緒に買い物して、休みの日には一緒に出かけて……」

　少女の言葉を裏付ける記憶データが流れ込む。

　けれど、水ミ無ナ月ヅキは足を止めない。止められないのだ。

　──首を刎はねろ──

　プログラムに導かれるままアサシンブレードを出すと、少女がひゅっと短く息を吞のんだ。

「信じて、水ミ無ナ月ヅキ。彼に騙だまされたらダメ！　彼はあなたを無差別殺人に使おうとしている。あなたに人間を虐殺させようとしているの。そんなマスターに水ミ無ナ月ヅキは従うの!?」

「まだ喚わめくか。オーダー、ミナヅキ、早く首を刎はねて黙らせろ。そいつの首はリタに贈ると決めているんだ。顔を傷付けるなよ」

　──首を刎はねろ──

　呪じゆ詛そのように頭の中で命令が反はん芻すうされている。

　身体が重いのに、四肢は意に反してするすると動いていた。

　プログラムに操られた水ミ無ナ月ヅキは動けない少女の前へ立つ。

　青いサーモグラフィ画像。

『敵』だ、とプログラムは囁ささやく。

　水ミ無ナ月ヅキは少女を見下ろし、アサシンブレードを振り上げた。

　鈍にび色いろの刃が蛍光灯を反射する。その輝きは少女を恐怖させるには十分なものだ。

　だが、少女は藍色の双そう眸ぼうを閉じなかった。

　破れた服を纏まとう身体は小刻みに震え、両目には涙が溜たまっていたが、彼女は真まっ直すぐ水ミ無ナ月ヅキを見つめていた。

　その瞳に疑念はない。

　水ミ無ナ月ヅキを全面的に信じている瞳めだった。

　すうっと息を吸った少女が、思いきり叫ぶ。

「こんな命令に水ミ無ナ月ヅキが従うはずない！　ねえ、目を覚まして。わたしのこと思い出してよ、水ミ無ナ月ヅキっ!!」




「うるさい」




　鮮血が散った。

　飛散した赤が、ヴィルヘルムや戦闘服の男たちを汚す。

　アサシンブレードで自らの手首を切った水ミ無ナ月ヅキは、周囲に人工血液を撒まき散ちらしていた。何が起きたのかわからず呆ぼう然ぜんとする一同。

　その隙に水ミ無ナ月ヅキは四連装拳銃を起動した。

　射程圏内にいる『人間』へ向けて銃弾をばら撒まく。

　──二、三……五……十一、十二体！　くそっ、半分も外した！

　心臓を撃ち抜いた数だけの戦闘服が倒れる。苦く悶もんの声と怒号が重なり、工場内は一気に混乱の渦へと叩たたき込こまれた。

　それでも、水ミ無ナ月ヅキは成果に満足できず、顔を歪める。人間に銃口を向けたときに禁則事項を示すアラートが発動し、思うように発砲できなかったのだ。

　死を免まぬがれた戦闘員たちは、逃げ惑う者と武器を取る者とで交錯する。

　わずか数秒で配下を半数にされたヴィルヘルムが慌てて叫ぶ。

「オーダー、ミナヅキ、止まれ！」

　その間にも水ミ無ナ月ヅキは機関銃を構えた戦闘服へ跳びかかっていた。【禁則事項】とアラートが鳴るのを無視してアサシンブレードで『人間』の胸を突き破る。

「なっ、何な故ぜ、強制命令オーダーを聞かないんだ!?　オーダー、ミナヅキ、止まれ！」

　──止まれ──

　ヴィルヘルムが喚わめく。

　頭の中のプログラムも叫んでいる。

　──止まれ────止まれ────止まれ────止まれ────止まれ───

　──止まれ────止まれ───止まれ──止まれ止まれ止まれ─止ま止ま止ま止止止止止止止ま──

「だから、うるさいんだよッ！」

　水ミ無ナ月ヅキは衝動のままにアサシンブレードを自分の首筋へ突き刺した。

　そこは、所有者認識チップが挿入されている場所。

　バキ、という音がした。

　途端にプログラムが沈黙する。

　強制命令オーダーの呪縛が解け、一気に身体が軽くなる。砕けたチップの残骸が、微かな音を立てて床へ落ちた。

「バカな！　マスターの命令を聞かないオートマタなど……！」

「おまえのチップは破壊した。おまえはもう俺のマスターじゃない」

　狼狽うろたえるヴィルヘルムへ水ミ無ナ月ヅキは肉薄する。

「俺がカノンを殺すと思ったか！　プログラムをいじられたくらいで俺は操られない。吸血鬼の玩具おもちやなんぞに誰がなるか！」

　記憶データのインストールはとうに完了している。

　カノンとの記憶を取り戻した水ミ無ナ月ヅキは、誰が大切なのか、はっきりと思い出していた。

　頭の中では盛大な火花が散っている。

　当然だ。本来、チップは人工頭脳を働かせるためのスイッチも果たしていて、それが壊れたらオートマタはブレーンを失い、無条件で停止するものなのだ。

　だが、水ミ無ナ月ヅキは止まらない。

　チップを破壊したのは賭けだった。

《白びやく檀だん式しき》の頭部モデル。春はる海みの設計図を見たとき、水ミ無ナ月ヅキは《白びやく檀だん式しき》には二つの人工頭脳が入っているのではないかと思ったのだ。

　プログラムを司つかさどる従来の人工頭脳と、学習や会話ができる特殊な人工頭脳。

　もし二つ入っているのなら、前者が壊れても後者だけで動けるのではないか。

　仮説は今、証明された。

　プログラムから解き放たれた水ミ無ナ月ヅキは、ヴィルヘルムへ躊躇ためらいなくアサシンブレードを突き出す。

「──俺の『敵』はおまえだ、ヴィルヘルムッ!!」

　灰色の青年へ銀の刃が埋まる直前、睦ム月ツキが間に入った。

　指に挟み込んだ針で水ミ無ナ月ヅキの刃を受け止めている。

　感情の見えないコバルトブルーの瞳とぶつかった。

「この失敗作めが！　オーダー、ムツキ、そいつを壊してから、こっちに合流しろ！」

　ヴィルヘルムが忌いま々いましげに指示を出し、姿を消す。一瞬後「きゃあ！」と悲鳴が上がった。

「カノン!?」

　水ミ無ナ月ヅキが見ると、ヴィルヘルムがロープを解き、カノンを捕まえていた。

「嫌っ、放して！」

「黙れ、家畜」

　少女の髪を摑つかみ、ヴィルヘルムはその瞳を覗のぞき込こむ。

「〈魅了シャルム〉ついてこい」

　途端に暴れていたカノンがぴたりと動きを止めた。ヴィルヘルムに心を奪われたかのように、カノンは青年を陶然と見上げている。その頰はほんのり赤くなっていた。

　大人しくなったカノンは、倉庫をバタバタと出ていく吸血鬼たちの後を自ら追う。ヴィルヘルムによって〈魅了シャルム〉され、操られているのだ。

　くっと歯は嚙がみした水ミ無ナ月ヅキの胸に、針が突き刺さった。

「っ!?」

　カノンたちに気を取られて完全に油断した。

　ゼンマイを破壊される前に四連装拳銃を睦ム月ツキへ向ける。

　発砲した瞬間、睦ム月ツキに距離を取られていた。

　水ミ無ナ月ヅキが狙ったのは急所ではない脚だったのだが、睦ム月ツキは回避行動を取った。やはり意地でもスーツを汚さないつもりらしい。

　吸血鬼たちがいなくなった広い倉庫の中、大きく開け放たれたシャッターの前へ立ち塞がるように睦ム月ツキが下り立つ。

　壁かべ際ぎわには数メートル四方のコンテナがずらりと積み上げられているせいで、現状、裏口などは見当たらない。

　水ミ無ナ月ヅキは胸に刺さっていた針を抜き、捨てた。カン、と硬質な音が響く。傷口から滲にじみ出でた人工血液がじわりとシャツを濡ぬらした。

　勝てない相手なら逃げるべきだ。

　幸い、自分の目標は睦ム月ツキを倒すことじゃない。

　決断と同時に水ミ無ナ月ヅキは地を蹴った。横にある一番近いコンテナへ走る。

　睦ム月ツキも駆け、腕を振るう。

　飛来した針を姿勢を低くして回避した直後、水ミ無ナ月ヅキは跳んだ。

　直方体を一つずつ駆け上がる。

　針が水ミ無ナ月ヅキを掠かすめ、穿うがたれたコンテナが鋭い音を立てる。地にいる睦ム月ツキへ銃弾を浴びせ、水ミ無ナ月ヅキはコンテナの裏へ身を投げた。

　──これで出口を探せば……。

「また逃げるのか」

　言葉と同時に破壊音。

　落下中の水ミ無ナ月ヅキは、横に積み上がっていた直方体がひしゃげて中身を噴出させるのを見た。

　金属のぶつかり合う激しい音が聴覚を塞ぐ。コンテナに詰まっていたものが雪崩を打って水ミ無ナ月ヅキへ襲いかかった。

「くっ……！」

　中身はすべてオートマタの部品だった。降り注ぐ膨大な人工骨に殴られながら、水ミ無ナ月ヅキは着地に備える。

「何な故ぜだ。何な故ぜ、逃げる？　どうしてわたしと戦わない？」

　そのとき、こめかみに重い衝撃が走った。

「っ!?」

　視界が揺れ、頭の中が悲鳴を上げる。

　睦ム月ツキの投とう擲てきした針が水ミ無ナ月ヅキのこめかみを穿うがっていた。オートマタの部品に自分の姿は隠されていたはずなのに、だ。

　驚異的なコントロールに水ミ無ナ月ヅキは舌を巻く。

　落下する膨大な部品のわずかな間かん隙げきを読んだ攻撃。それで頭部を正確に狙い撃ちするなど、とても水ミ無ナ月ヅキの戦闘経験ではできない。

　大量の人工骨と共に水ミ無ナ月ヅキは倒れ込んだ。さらに上から落ちてきた部品たちに、全身を容赦なく殴おう打だされる。

　……痛覚はそもそもない。視覚にも聴覚にも異常は見られない。だが、深刻なダメージを負っている、という感覚だけはあった。

　金属片の山に埋もれ、水ミ無ナ月ヅキは目を向ける。

　十メートルほど離れた正面には白スーツの女が立っていた。

　薄暗い蛍光灯の中にあっても、その純白は眩まばゆいまでに輝いている。戦場でこれを見た吸血鬼たちの絶望は、如い何かばかりだっただろうか。

　睦ム月ツキのヒールがコツ、と音を立てた。

「さっきの行動は想定通りだった。水ミ無ナ月ヅキ、やはりおまえは変わらない。だが、わたしとの戦闘を避けるのは想定外だ」

「……さっきの行動とは、一体何のことを言っているんですか？」

「マスターの強制命令オーダーに逆らっただろう」

　睦ム月ツキの握られた両手。その指の間にシュッと針が生えた。

　暗器を閃ひらめかせ、金髪の女は近付いてくる。

「母が襲われたときもおまえは強制命令オーダーをすぐに受けつけなかった。母は何度もストップと言ったが、おまえが止まったのは兵士を倒した後だった。しかも、その兵士はわたしたちが攻撃できるはずのない人間。おまえはプログラムから外れた『不適合』だ」

「やめてください！　俺が『不適合』なのは知ってます。いつから姉さんは他人のトラウマを抉えぐるような性格になったんですか？」

「トラウマ……？」

　睦ム月ツキの声に怪け訝げんな色が混じる。

「捨てられるときに母さんに言われましたよ。あなたは『不適合』だって！　戦場には出せないって……！」

　癇かん癪しやくを起こした子供のように水ミ無ナ月ヅキはこめかみの針を抜くと、放り捨てた。自や棄けだった。なんでここまで追い詰められた末に、さらに過去トラウマをほじくり返されなければならないのか。

　感情を滅多に露あらわにしない睦ム月ツキの眉が寄った。

「……おまえの言うことは理解不能だ。しかし、わたしはおまえをどれだけ羨んだかわからない。いや、わたしたちと言うべきか。わたしたち兄姉きようだいは皆、おまえのようになれたらと思っていた」

「は!?　そんなわけないでしょう。どうして戦場に行けなかった俺を、姉さんたちが羨むんですか」

　水ミ無ナ月ヅキが人工骨の山から抜け出した瞬間、睦ム月ツキの針が投とう擲てきされる。それをアクロバティックに躱かわした水ミ無ナ月ヅキは壁に沿って逃走した。

　睦ム月ツキの針が追ってくる。

「おまえは母の最さい期ごを知らないだろう。母を殺したのは吸血鬼でも、わたしたち《白びやく檀だん式しき》でもない。人間なんだ。《白びやく檀だん式しき》の量産を望んだ軍の上層部に逆らい、母は殺された」

「なっ、それは歴史の授業で習ったことと違う！　母さんは暴走した《白びやく檀だん式しき》に殺されたって……」

「世間ではそういう認識になっているだけだ。歴史を書くのは、勝者だ。死した母に歴史が紡つむげるはずもない」

　突如、水ミ無ナ月ヅキの行く手にあるコンテナが破壊された。睦ム月ツキの針を受けて、中身が噴出したのだ。

　オートマタの胴体のフレームが雪崩を打って水ミ無ナ月ヅキの進路を塞ぐ。

　横はコンテナと壁だ。追い詰められた水ミ無ナ月ヅキは振り返った。

　両手に針を携えた白スーツの女が悠然と歩いてきていた。コバルトブルーの瞳がどこか遠くを見る。

「おまえにわたしたちの悔しさがわかるか？　目の前で母を喪うしなった。相手が人間だったがために、わたしは母を殺そうとする輩やからを攻撃できなかった。わたしが禁則事項を破れれば、母を死なせずに済んだのに！　最強の絡から繰くり騎き士し部隊？　ヘルヴァイツの英雄？　なんてくだらない。母一人守れなくて、何が英雄なのか！」

　感情表現が乏しい睦ム月ツキの表情は、凍りついたままだ。

　けれど、水ミ無ナ月ヅキには彼女の気持ちが痛いほどわかった。

　国のためでも人類のためでもない。

　母がいるから、母がそれを望むから、水ミ無ナ月ヅキは戦場へ行きたかったのだ。十年前、水ミ無ナ月ヅキを突き動かしていたのは純粋に母への思慕のみだった。

　それは水ミ無ナ月ヅキだけではなく、兄姉きようだいも同じだったに違いない。

「《白びやく檀だん式しき》の暴走もとんだ言いがかりだ。わたしたちは暴走などしていない。母が死んだことで、わたしたちのチップは軍人どものものに替えられた。だが、母を殺した奴やつらに進んで従う《白びやく檀だん式しき》などいない。戦わなくなったわたしたちのプログラムを、焦あせった軍人どもが書き換えた。その結果がこれだ」

　言うなり、睦ム月ツキが駆けた。

　迫る女に、水ミ無ナ月ヅキはアサシンブレードを構える。

　睦ム月ツキの手にある針が目にも留まらぬ速さで突き出された。

「人間が『敵』に見える。オートマタが『敵』に見える。吸血鬼が『敵』に見える。人の姿をしたすべてが『敵』に見える」

　針と刃が幾度もぶつかり、甲高い音が響く。両者は互いの暗器を短剣のように斬り結んでいた。

　豪速で腕を振るいながらも、睦ム月ツキは無機質な声で続ける。

「戦闘モードの解除は不可。マスターによる抑制がなければ、何もかも殺さないと殺さないと殺さないと……」

「それがケルナーの悲劇の真実……！」

　ケルナーの悲劇は本来起こるはずがなかった、とカノンが言ったのは本当だったのだ。

《白びやく檀だん式しき》は暴走して虐殺を引き起こしたのではない。春はる海みの知らないところでプログラムをいじられて、虐殺オートマタにさせられたのだ。

　カノンの求めていた真相がここにあった。

「そうだ。わたしは動力が切れるまでプログラムに虐殺を強いられた」

「何な故ぜ、今はヴィルヘルムに……？」

「大方、奴やつが動力切れのわたしを拾ったんだろう。チップがある以上、それが吸血鬼でもマスターの命令には逆らえない。おまえと違って、わたしはプログラムの奴隷なのだから」

　淀よどみなく繰り出される睦ム月ツキの攻撃は止まらない。

　処理が追いつかなくなってきた水ミ無ナ月ヅキに焦あせりが滲にじむ。

　左手の拳銃で、牽けん制せい。しようとした瞬間、女に懐ふところへ入られていた。

　膂りよ力りよくを込めた重い拳が水ミ無ナ月ヅキの鳩尾みぞおちを直撃する。

「うぐあっ……！」

　そして、その拳には当然、針が握られていて。

　腹から人工血液を噴出し、水ミ無ナ月ヅキは吹っ飛んでいた。けたたましい音を立てて部品の山へ墜落する。

　──ダメだ。やはり『不適合』の俺が敵かなう相手じゃない。

　四肢を投げ出した水ミ無ナ月ヅキは金属のフレームに埋もれていた。背中の感覚がなかった。今ので背中の神経ケーブルがやられたらしい。

　カツ、と睦ム月ツキのヒールが鳴った。足音は近付いてくる。

　水ミ無ナ月ヅキは仰向けに倒れたまま、それを聞いていた。

　身体を起こす気にもなれない。諦観した水ミ無ナ月ヅキが覚悟を決めて目ま蓋ぶたを閉じたとき、睦ム月ツキはどこか晴れやかな声で言い放った。

「だが、今こそ、この狂ったプログラムから自由になれるときがきた。水ミ無ナ月ヅキ、おまえがやるんだ。さあ、わたしを壊せ！　おまえの手で《白びやく檀だん式しき》の罪を終わらせるんだ！」

　……。

　思わず目を開けて首をもたげた。

　汚れ一つない白スーツに身を包んだ睦ム月ツキは、水ミ無ナ月ヅキを真顔で見つめている。

「何を言って……どう考えても台詞せりふが違うでしょう！　どうして俺が姉さんを倒せるんですか。俺は母さんに捨てられた『不適合』なのに！」

「どうやらおまえはひどい思い違いをしているようだ」

　部品の山の頂にいる水ミ無ナ月ヅキを見上げ、睦ム月ツキは瞳を細めた。

「母はおまえを戦場へ行かせるには惜しい『不適合イレギュラー』だと言っていた。オートマタからの『不適合』こそが、目指していたオートマタなのだと」

　一瞬、呆ほうけてしまった。

　満まん身しん創そう痍いの水ミ無ナ月ヅキは首を振る。

「……冗談はよしてください。到底信じられる話じゃありません」

「噓うそではない。おまえはプログラム通り動かなかった。感情でプログラムを抑え込み、自由意志で行動したんだ。それはオートマタの模範的な姿とは言いい難がたい」

「そうでしょうね。だから、俺は匙さじを投げられた」

「それは違う。少なくとも母は、わたしたちよりおまえに価値を置いていた。人間のように感情で動けるおまえにな。……それは結果を見ても明らかだろう。プログラムに囚とらわれたわたしたちは、一番大切な母を守れなかったんだ」

《白びやく檀だん式しき》はずっと悔恨を背負ってきたのだ。

　英雄としての栄光より重い、最愛の母を守れなかった悔恨を。

「母はおまえの人工頭脳をずっと研究していた。おまえのその性質は偶発的に生まれたんだ。何が作用したらそうなるのか、母は解明しようとしていた」

「じゃあ、なんで俺は母さんに捨てられたんですか!?」

「おまえは捨てられたのではなく、贈られたのだ」

　睦ム月ツキの眼まな差ざしが心なしか呆あきれた色を帯びる。

「戦場だけが危険なのではない、と母は気付いていた。吸血鬼は〈魅了シャルム〉で人間を操り、ヘルヴァイツの中から混乱を引き起こせる。そこで母は娘の無事を祈り、密ひそかに《白びやく檀だん式しき》の一体を贈ったのだ。何があっても、誰が敵になっても、娘が守られるように」

　初めから疑問には思っていた。

　何な故ぜ、捨てられるはずの自分が春はる海みの家にあったのか。

　それを水ミ無ナ月ヅキは、何かの手違いで荷物を取り違えたのかと思っていたのだが。

「母がおまえに価値を見出していたのは、この事実からも証明できる。母が実の娘に贈るものが、捨てるべき『不適合』なのか？」

　言葉もなかった。

　別わかれ際ぎわ、春はる海みは水ミ無ナ月ヅキに言った。あなたはここにいるべきじゃない、と。

　それは、戦場ではなくカノンの元で役目を果たせ、という意味だったのだ。

　──カノン。

　白銀の少女が脳裏に甦よみがえる。

　水ミ無ナ月ヅキが敵の強制命令オーダー下にあるにもかかわらず、決して目を逸そらさなかった少女。

　彼女のチップはもう水ミ無ナ月ヅキに入っていない。所有者マスターではない、ただの人間という認識だ。けれど、彼女のことを考えると胸が熱くなる。

　春はる海みに託されておきながら、自分はこんなところで何をやっているのか。

「……姉さん、そこを退いてくれませんか？　俺はカノンを助けに行かないといけないんです」

　決然たる声音で水ミ無ナ月ヅキは言った。

　身体を起こし、金属片の山から地へと降り立つ。衣服のほとんどを真っ赤に染めた水ミ無ナ月ヅキは、白いスーツを真まっ直すぐに見据えた。

　睦ム月ツキが微かすかに口角を持ち上げたように見えた。

「わたしが『敵』の言うことを聞くと思うか？」

「愚問でした。今、そのプログラムに雁がん字じ搦がらめにされた身体を壊してあげます」

「ああ、頼むよ、水ミ無ナ月ヅキ」

　ヴィルヘルムに強制命令オーダーされた睦ム月ツキは、自分の意志とは関係なく水ミ無ナ月ヅキを仕留めにかかる。行動不能にならない限り彼女は止まれないのだ。

　逃げるのはなしだ。

　睦ム月ツキの望み通り彼女を破壊する。

　自分が兄姉きようだいと対等以上の存在ならできるはずだ。

　十メートルほどの距離を開けて、両者は対たい峙じする。

　睦ム月ツキの両手に針が現れる。

　水ミ無ナ月ヅキは右手のアサシンブレードを構えた。

　開け放たれたシャッターからオレンジ色の朝日が射さし込こみ、夜明けを告げる鳥たちの声が響いた。

　残響。

　それが止み、無音になった刹那。二体の絡から繰くり騎き士しは同時に、音もなく地を蹴った。

　互いに一撃必殺を狙う。

　それが暗殺者たる《白びやく檀だん式しき》のセオリーだ。

　張り詰めた静寂の中、距離は瞬時に詰まる。

　そして、両者は互いの生死をかけて暗器を繰り出した──。

　水ミ無ナ月ヅキは睦ム月ツキの間合いに入る直前、前方宙返りをしていた。

　頭上を逆さまに跳ぶ水ミ無ナ月ヅキにも動じず、睦ム月ツキは針を突き出す。
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　そのとき、二体の視線が交錯した。

　コバルトブルーの瞳に、水ミ無ナ月ヅキは別れを告げられた気がした。十年ぶりの再会と永遠の別離。胸に湧き上がった名残なごり惜おしさを水ミ無ナ月ヅキは断ち切る。

　自身の得物を振り抜き、水ミ無ナ月ヅキは着地した。

　少年の軽い足音が工場に木霊こだまする。

　朝焼けを浴びて、背中合わせに立つ二体の絡から繰くり騎き士し。

　そのうちの一体が崩れるように倒れた。

　ドサリ、と重い音がする。

「……姉さんがどこを狙うか、俺にはわかっていたんですよ」

　立っている水ミ無ナ月ヅキは、そっと独りごちた。

　プログラム通りに行動する睦ム月ツキは、反射的に敵の心臓を狙う。水ミ無ナ月ヅキもリタと戦ったとき引っかかったことだ。どんな勝負であろうと、どれだけ防具が堅くとも、そこを狙ってしまう。

　わかっているから、水ミ無ナ月ヅキは左手を胸に添えていたのだ。睦ム月ツキの針は左手にある拳銃の銃身に刺さり、胸のゼンマイには至らなかった。

　左手を穿うがつ針を抜き、水ミ無ナ月ヅキは振り返った。

　アサシンブレードの斬撃を首筋に食らった睦ム月ツキは、瞳を開けたまま倒れていた。動く様子はない。

　チップだけ破壊できれば、もしかしたら自分と同じようにプログラムから解放されるのではと思ったのだが、ダメだったようだ。水ミ無ナ月ヅキの攻撃が悪かったのか、水ミ無ナ月ヅキのケースが特殊なのか、判別はつかない。

　壊れてもなお、純白のスーツには一点の汚れもなかった。

　穴だらけの服を人工血液まみれにしている水ミ無ナ月ヅキとは大違いである。

　──これでこそ、絡から繰くり騎き士し《白びやく檀だん式しき》第壱号。

　敬意を込めて、水ミ無ナ月ヅキは睦ム月ツキの傍かたわらに跪ひざまずく。

　せめてその目ま蓋ぶたを閉じようと彼女に触れたとき、さっきの斬撃でネジが緩んだのか、頭部のフレームが外れた。無数のケーブルに覆われた人工頭脳が露あらわになる。

　瞬間、水ミ無ナ月ヅキに寒気にも似た戦慄が走った。

「……何だ、これは……!?」

　春はる海みの設計図にあったブラックボックス。そこに埋め込まれていたのは──。




　　　　[image: きごう]




　現在ヘルヴァイツでは、すべての車の運転席に運転用オートマタが搭載され、人間が運転することはない。運転用オートマタは必ず安全運転で、どんなに所有者が急がせても法定速度は遵守される。

　廃工場を後にした水ミ無ナ月ヅキは車道の脇を時速二百キロで走っていた。法定速度の約三倍のスピードである。

　早朝という時間帯、走っているのは物流のトラックがほとんどで、水ミ無ナ月ヅキはそれらをあっという間に抜き去っていく。予想した経路と速度計算が間違っていなければ、そろそろヴィルヘルムたちに追いつく頃だった。

　ヴィルヘルムがどこへ向かったのか想像するのは容た易やすい。奴やつはイエッセルで人間を虐殺するつもりなのだ。

　睦ム月ツキに水ミ無ナ月ヅキを壊させた後、彼女を使って大虐殺を起こす。共和国軍が睦ム月ツキにかかりきりになっている間に、ローゼンベルク王と交渉しようとでも考えているのだろう。そこにリタがいれば、カノンも人質として有効だ。

　──奴やつの思惑通り事は運ばせない。

　水ミ無ナ月ヅキの目が前方を走るバンに留まった。

　記憶領域メモリーと照合。廃工場の敷しき地ち近くにあった車種、ナンバー、共に一致。

　念のため並走して中を確認した。

　窓ガラス越しに後部座席にいたヴィルヘルムと目が合う。その横、座席の隅にはカノンがぐったりとしていた。

　パリン、とガラスを突き破り、ヴィルヘルムがブラッディソードを伸ばしてくる。

　赤い蛇のように迫るそれを躱かわし、水ミ無ナ月ヅキは跳躍した。バンの上に飛び乗り、アサシンブレードを車の屋根へ突き刺す。

　ババババッと機関銃が車内から放たれた。

　鉛玉が脚や腹部を貫通するが、絡から繰くり少年は倒れない。

　下からの機関銃をものともせず、水ミ無ナ月ヅキは切りこみを入れた車の屋根に手を差し入れた。メリメリとルーフが捲めくれ、剝がれていく。外したルーフを水ミ無ナ月ヅキは無造作に脇へ放った。

　オープンカー状態になったバンで、ヴィルヘルムと数人の吸血鬼たちは走行中の車のフレームに立つ水ミ無ナ月ヅキを凝然と見上げていた。

　運転用オートマタだけがちゃんと前を向いて運転している。

「……バケモノだ」

　戦闘服を着た吸血鬼の一人が呟つぶやいた。

　それが合図となった。

〈霧化ネーベル〉した戦闘員の姿が消える。元より水ミ無ナ月ヅキもそんな小物を相手にするつもりはない。

　水ミ無ナ月ヅキはヴィルヘルムとカノンの間へ降り、敵へ得物を突き出した。

　ヴィルヘルムは座ったまま剣を水ミ無ナ月ヅキへ向ける。

　ブラッディソードとアサシンブレードがぶつかった。

　瞬間、赤い刀身が二つに割れ、剣先が後方へ向かう。はっと振り向いた水ミ無ナ月ヅキの目に、運転席で胸を貫かれているオートマタがいた。

　何な故ぜ？　と疑問を抱いたのも束つかの間ま。

　バンが急停止していた。

　水ミ無ナ月ヅキの身体は自然と前方へ投げ出され、カノンも前のシートへ叩たたきつけられる。

　くっと思ってヴィルヘルムを見ると、奴やつは〈霧化ネーベル〉して消えていた。

　次いで、ビイイィィィ───ッとけたたましいクラクションが響く。

　水ミ無ナ月ヅキの目に、迫る後続の大型トラックが映った。

　──カノンを連れて脱出。間に合うか？

　間に合わせるんだ。

　即座に疑問を切り捨て、水ミ無ナ月ヅキはカノンを抱えた。

　トラックと衝突する寸前、車の上部から脱出する。

　物流の巨大トラックに衝突されたバンは軽々と吹っ飛んだ。路上へ落下した車はバウンドして転がる。そして、轟ごう音おんと共に爆発した。

　道路脇に着地していた水ミ無ナ月ヅキを熱風が煽あおる。

　飛んできた火の粉から守るように、水ミ無ナ月ヅキはカノンをしっかりと抱き締めていた。

「……水無、月……？」

　パチパチと炎が爆はぜる音に混じって、腕の中でカノンが弱々しい声を出した。

　少女の息遣いが、鼓動が伝わってくる。

　思わず水ミ無ナ月ヅキは白銀の髪に顔を埋めていた。

　柔らかい感触が頰を撫なでる。初めて抱き締めた少女の身体は胸が詰まるほどに温かくて、どうして人が抱擁するのか、なんとなく理解できるように思えた。

　そのとき、「おーい、キミたち大丈夫かー？」と声が聞こえた。

　顔を上げると、事故で足止めを食らって車を降りた人がこっちを心配そうに見ている。水ミ無ナ月ヅキを認めるなり、彼は顔をしかめた。

「待ってろ。今、助けを呼んでくるからな！」

　どうやら彼は水ミ無ナ月ヅキたちが怪け我がをしていると思ったようだ。慌てて走り去っていく。

　カノンが身じろぎをした。

　それでようやく水ミ無ナ月ヅキは身体を離す。

　水ミ無ナ月ヅキを見上げるなり、少女は血相を変えた。

「ひどい傷、水ミ無ナ月ヅキ……全身血ち塗まみれだし、早く帰って修復しないと！」

「待て。その前にまだやることが残っている」

　カノンを押おし留とどめ、水ミ無ナ月ヅキは周囲に油断なく視線を走らせた。ヴィルヘルムも配下の吸血鬼も見当たらないが、これで奴やつが引き下がったとは考えにくい。それに、さっきから誰かに見られているような感じがする。

　そんな水ミ無ナ月ヅキを見て、カノンは信じられないという表情になった。

「やることって何？　まさかこんなボロボロになって、まだ戦うなんて言うの!?」

「問題ない。暗器の損傷はほとんどない。戦闘に支障はない」

「問題ある！　こんな傷だらけの姿を誰かに見られたら、水ミ無ナ月ヅキがオートマタだってすぐバレるでしょ」

　ヴィルヘルムに囚とらわれて体力も限界であるはずの少女は、どこにそんな力があるのかと思うほど強く、水ミ無ナ月ヅキの腕を握り締めていた。

「今すぐ家に帰るよ。早くしないと共和国軍が来る。人が集まる前にここから逃げるの！　こんな大おお怪け我がして人間が普通に動いていたらおかしい。服もこんなに破れて、どうやって機械の身体を隠したら……」

「逃げることはできない。あいつを倒すまで俺は退かない」

「なんでっ！　どうしてまたそうなるの？　勝手なことは許さない。吸血鬼と戦うなんて絶対にダメ！　お願いだから、言うことを聞いて。ヴァンパイア革命軍はきっと共和国軍が何とかする。水ミ無ナ月ヅキが戦わなくても、共和国軍が……」

「その命令は聞けない。もう黙れ」

「嫌だっ！　水ミ無ナ月ヅキが聞くまで、何度でも言う！　水ミ無ナ月ヅキは戦う必要なんかない。わたしと一緒に日常生活を送ってくれるだけで十分。それしかわたしは水ミ無ナ月ヅキに望まない。水ミ無ナ月ヅキの存在意義は、それじゃダメだって言うの!?　わたしの傍そばにいてくれるだけじゃ……！」

「黙れと言ってるだろ」

　唐突にカノンの言葉が途切れた。

　当然だ。カノンの口は水ミ無ナ月ヅキが唇で塞いでいたのだから。

　少女が目を見開いたまま硬直する。

　重ね合わせた唇が心地よい。快感、というものを水ミ無ナ月ヅキはこのとき初めて知ったような気がした。

　やがて水ミ無ナ月ヅキは口を離すと、言う。

「──俺はおまえを守るために作られた」

「っ……！」

　カノンの頰が燃えたみたいに赤くなった。水ミ無ナ月ヅキは構わず続ける。

「おまえを守るのが俺の存在理由だ。春はる海みもそれを望み、俺自身もそれを択ぶ。俺にとってそれ以上に優先されることはないんだ」

《白びやく檀だん式しき》の真のコンセプトは愛。あまりにも漠然としていて、水ミ無ナ月ヅキも春はる海みに語られたときには理解できずに記憶領域メモリーの底へ埋めていた。

　でも、今ならその意味を理解できるような気がする。

《白びやく檀だん式しき》は愛する者を守るために作られたのだ。

　水ミ無ナ月ヅキはさっき見てしまった。睦ム月ツキに入っていた二つの人工頭脳。そのうちの一つには、本物の脳が使われていたのだ。

　一体、春はる海みが何を思ってそれを使ったのかわからない。

　だが、《白びやく檀だん式しき》に感情や自由意志があるのはきっとそのためだろう。

　人間と同じ脳を持っている《白びやく檀だん式しき》は、プログラムに囚とらわれない柔軟な思考ができる。『敵』か『敵』以外か、なんて無機質な判定ではなく、自分の感情で敵か味方かを判別することができる。

　そして、誰かを心から大切だと想おもうこともできる。所有者認識チップなどなくても、水ミ無ナ月ヅキがカノンを守りたいと思うように。

　それが《白びやく檀だん式しき》の、春はる海みが求めたオートマタの真の姿だったのだ。

「おまえを執しつ拗ように狙う輩やからを野放しにはできない。ここで奴やつを仕留めておかないと、俺はきっと後悔する。おまえを失ってからじゃ遅いんだ」

　ヴィルヘルムはカノンを吸血している。奴やつが生きている限り、ヴィルヘルムはカノンを〈魅了シャルム〉して操れるのだ。

　兄姉きようだいは母を守れなかった無念を抱いて壊れていった。だからこそ、と水ミ無ナ月ヅキは決意を固める。

　──俺は兄姉きようだいと同じ轍てつは踏まない。

　水ミ無ナ月ヅキの強い意志が伝わったのか、カノンは口を開かなかった。

　藍色の双そう眸ぼうを潤ませ、少年を真まっ直すぐに見つめている。

　早朝の寒い風が黒煙を乗せて吹き、少女の銀髪を揺らした。

　遠くから靴音がした。共和国軍の軍服を着た兵士が二人、こちらへ駆けてくる。

　潮時だった。

　カノンの肩から手を放すと、水ミ無ナ月ヅキは背を向けた。

　後ろでカノンが息を吸う気配がする。

「オーダー、無事に戻ってきて、水ミ無ナ月ヅキっ！」

　初めてカノンの口から強制命令オーダーを聞いた。

　これまで彼女は決してそれを行使しようとしなかった。

　カノンはいつだって、水ミ無ナ月ヅキをオートマタとしてではなく、一人の人間として扱っていたのだ。

　だから、これは命令ではなく、祈りだ。

　命令を受けつけるチップがないとわかっていても、言わずにはいられなかったカノンの祈り。

　振り向くと、少女はほとんど泣き顔だった。

　涙を溜ためて、それでも懸命にそれを堪こらえるカノンに水ミ無ナ月ヅキは微わ笑らう。

「ああ。あいつを倒して、すぐに戻ってくる」

　カノンの傍そばに駆け寄った兵士が、水ミ無ナ月ヅキへ「おい、キミ!?」と声を投げる。けれど、水ミ無ナ月ヅキはそれを無視して走り出していた。

　カノンが自らの怪け我がを理由に兵士たちを引き留め、兵士が無線機で応援を呼ぶ声が背中でする。

　それを聞きながら、水ミ無ナ月ヅキは謎が一つ解けたことに満足していた。

　唇を重ねる行為の意味。

　映画を観みていて気付いたのだ。これをすると喋しやべらないな、と。

　やってみたらカノンもいきなり静かになった。推測が確信に変わった。

　口づけは相手を黙らせる手段の一つである。それが、絡から繰くり少年の優秀な人工頭脳が導き出した本当に残念な結論だった。
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　バンに衝突した大型トラックは二車線を塞いでいた。

　イエッセルの中央へ向かう道はこれで完全に通行止めになっている。しかし、事故があったせいか反対側にも走っている車はなかった。

　跳躍し、トラックの上へ乗った水ミ無ナ月ヅキは、辺りを見渡した。

　まるで円形闘技場のように開けた空間があった。横転した車両によって、車の流れがせき止められている。遠くで車のクラクションが断続的に鳴っていた。

　灰色の髪を風になびかせた青年は、円形闘技場の端にいた。横転したトラックのコンテナにもたれる彼は水ミ無ナ月ヅキを認め、口を開く。

「やっと来たか。あの家畜と別れは済ませてきたのか？」

「いや、すぐに戻ると言ってきた。どこに伏兵がいるかわからないからな」

　言いながら水ミ無ナ月ヅキは周囲を窺うかがった。戦闘服の連中は見当たらないが、またどこからか強い視線を感じていた。

　警戒する水ミ無ナ月ヅキに、ヴィルヘルムは肩を竦すくめて首を振る。

「その心配なら無用だよ。配下の者たちは全員、この場から遠ざかっている」

「なんだ、見限られたのか。よほどおまえに人望がないと見える」

「ったく、いちいち腹立たしいオートマタだな！　僕は王族だぞ。王族が戦うときは、民は遠くへ行くもんなんだよ。巻き添えを食らわないようにな」

　整った顔を歪ゆがめたヴィルヘルムは手を突き出した。

　血のように赤い彼の瞳がギラつく。

「仮にも対吸血鬼戦闘用オートマタなら知っているだろう？　僕たちヴァンパイア王族が誇るブラッディソードを」

　刹那、水ミ無ナ月ヅキを鞭むちのようなものが襲った。

　──速いっ！

　いつの間にかヴィルヘルムの手には真紅の得物が現れていた。柄つかは剣のものだが、刀身は長く伸びて、しなっている。

　跳躍して攻撃を躱かわした水ミ無ナ月ヅキは、赤い剣先に打たれたトラックが無残に破壊されるのを見た。派手な音がして、窓ガラスやフレーム、千切れた運転用オートマタの上半身が地へ落ちる。

「そういえば、ムツキはどうしたんだ？」

　ブラッディソードを振るいながら、ヴィルヘルムは問う。

　風を切って一直線に迫るそれを、空中の水ミ無ナ月ヅキはアサシンブレードで弾いた。が、赤い刀身の先が四つに割れる。

　生き物が口を開けたように。四方から吞のみ込こもうとしてくる剣の一本を蹴ることで、水ミ無ナ月ヅキはその攻撃から逃れた。

　それをヴィルヘルムは面白そうに見つめる。

「おまえがここにいるということは、壊したのか？　そういうことだよな」

　着地した水ミ無ナ月ヅキは答えずに灰色の青年へ駆けた。

　と、横から赤い剣が襲いかかる。

　跳躍してそれを躱かわした水ミ無ナ月ヅキは、いきなり脚を引かれた。見ると、足首にブラッディソードが巻きついている。

　ヴィルヘルムはブラッディソードで水ミ無ナ月ヅキを放り、嘆息する。

「おまえのせいで僕の計画は台無しだよ。歯車ギアを換えても失敗作に壊されるようじゃ、ムツキも大したことなかったな。所詮、ムツキも暴走したガラクタだったってわけか」

「黙れ」

　水ミ無ナ月ヅキは四連装拳銃を足元のブラッディソードへ向けた。

　絡からみついている箇所へ発砲する。水銀の含まれた人工血液を浴びたブラッディソードが、身を捩よじるように退いていくのを見た。

　銃撃に屈したブラッディソードを水ミ無ナ月ヅキは強引に引き千切る。

「何を怒っているんだい？　ムツキを貶けなされたことか？　それとも、自分を失敗作と言われたことかな？」

「姉さんは絡から繰くり騎き士しの名に相応ふさわしい強さだった！　ガラクタなんかじゃない！」

《白びやく檀だん式しき》は暴走したのではない。プログラムをいじられただけなのだ。

　自由意志があるだけに、それは残酷だった。

　意に沿わないことを延々と強制される。人間を大量虐殺した挙句に、吸血鬼に従わされる。睦ム月ツキの心情を考えると、水ミ無ナ月ヅキは怒りすらこみ上げてくる。

　ブラッディソードの束縛から脱け出し、水ミ無ナ月ヅキは灰色の吸血鬼へ突進する。

　縦横無尽に襲いかかる剣をかい潜くぐり、隙を見て左手の拳銃をヴィルヘルムに向けた。

　発砲。

　銃弾は赤い剣に受け止められたが、人工血液は奴やつに付着した。

　これで〈霧化ネーベル〉は使えない。

　水ミ無ナ月ヅキはヴィルヘルムを間合いに捉える。

「姉さんを貶けなすのは許さない。姉さんの無念、晴らさせてもらうぞ！」

　渾こん身しんの力をもって、水ミ無ナ月ヅキはアサシンブレードを吸血鬼の胸に突き出した──。

　右腕の動きが、がちりと止まる。

　吹きすさぶ風が鳴り、両者の髪を揺らした。

　ふっと間近で青年が嗤わらう。

「……玩具おもちやの気持ちなんか僕の知ったことじゃないよ」

　ヴィルヘルムは相変わらずコンテナにもたれたままだった。

　アサシンブレードは青年の胸に届くことなく止まっている。水ミ無ナ月ヅキの右腕は赤い剣に絡からみつかれ、拘束されていた。押すことも引くこともできない。

　くっと呻うめき、水ミ無ナ月ヅキは拳銃を右腕へ向けた。

　発砲して、顔色が変わる。

　弾切れだった。

　銃口からは空気しか出てこない。睦ム月ツキとの戦闘で身体に穴を開けられたのが痛かった。水ミ無ナ月ヅキの体内に人工血液は一滴も残っていない。

「さっきの勢いはどうしたんだい？　隙だらけだよ」

　愉悦を含んだ囁ささやき声ごえ。次の瞬間、ヴィルヘルムの強烈な蹴りが水ミ無ナ月ヅキの腹にめり込んだ。身体の中で何かが砕ける音がした。

「ぐはっ……！」

　軽々と吹っ飛んだ水ミ無ナ月ヅキは、受け身も取れず地面に墜落した。全身がバラバラになるような衝撃が走り、ぶつん、と音がする。

　──最悪だ。暗器の一つが封じられるなんて。

　これで水ミ無ナ月ヅキの武器は、右手にあるアサシンブレードだけになった。ヴィルヘルムのブラッディソードと渡り合うには、銀の刃だけでは分が悪すぎる。

　加えて、身体のあちこちに異常があった。複数の神経ケーブルが断線している。人工臓器が砕かれ、体内に違和感がある。一部の人工筋肉は既に破損し、機能していない。他には、フレームの凹へこみ、左の聴覚の不具合……。

　自己の状況を診断していると、緊張感のない声が投げられた。

「おや、少し強く蹴りすぎたか。おーい、壊れたのかい？」

　膨大な異常を検出している水ミ無ナ月ヅキは応えられない。

　転がったままの水ミ無ナ月ヅキに、ヴィルヘルムは首を振ってブラッディソードを消す。

「うまくいじればムツキの代わりになるかと思ったが、やはり失敗作は失敗作か。期待外れだったな」

「……違う。俺は失敗作じゃない」

　立ち去ろうとしていたヴィルヘルムが、水ミ無ナ月ヅキのくぐもった呟つぶやきに足を止めた。

　人工血液とオイルと泥にまみれた絡から繰くり少年は、ほとんど感覚のない手をつき、身体を起こしていた。その際、口から溢あふれてきた人工臓器の破片を嘔おう吐とする。

　人工筋肉を総動員して立ち上がると、彼は漆黒の瞳を吸血鬼へ向けた。その双そう眸ぼうには強きよう靭じんな光が灯ともっている。

　ヴィルヘルムが「へえ」と感嘆した。

「さすが世界に名高い《白びやく檀だん式しき》だ。それだけ壊れててもまだ動くとは。ますます僕のものにしたくなったよ」

　咳せき込こんで喉に引っかかっていた金属片を吐き出した水ミ無ナ月ヅキは、言う。

「つくづく吸血鬼は俺を欲しがるんだな。以前、リタにも同じことを言われたぞ」

「何だって？」

　リタの名前を出した途端、ヴィルヘルムの表情が変わった。

「リタはおまえを人間だと思っていたじゃないか。なんでおまえを欲しがるんだ」

「ああ、直じかに吸血したかったらしいぞ。人間だと思われて交際を申し込まれた」

「……」

「当然、即座に断ったがな。そしたら勝負になって、俺が勝ったからリタが俺のものになった」

「……」

「今も仲良くしてるぞ。昨日はリタがうちに来て、俺のベッドで一緒に過ごしたしな。……どうした？　なんでそんな震えてるんだ？」

　ヴィルヘルムは顔を伏せ、わなわなと全身を震わせていた。

　恋愛感情を理解できない水ミ無ナ月ヅキは、大真面目に怪け訝げんな顔である。自分がヴィルヘルムの地雷を思いっきり踏みつけたことになど気付いていない。

　やがて、ヴィルヘルムが手を掲げた。

「……そういう大事なことはさ、最初に言いなよ。そうしたら僕だって、初めから手加減しなかったのに」

　刹那、その手から爆発的な赤い光が迸ほとばしった。

「くっ！」

　反射的に視界を覆った水ミ無ナ月ヅキの耳に、ヴィルヘルムの声だけが届く。

「疑問には思わなかったのかい？　ヴァンパイア王族の力の象徴とも言えるブラッディソードが、ただの物理攻撃しかできないわけがないだろう」

　王族のみが使える魔術。吸血鬼を統すべる力。天災に匹敵する威力を誇るのがブラッディソードだ。

　実際、リタの〈風葬の薔薇トルナルド・ローゼ〉は「風」を生み出していた。ヴィルヘルムのにも、何か特性があると考えるのが妥当だろう。

「《白びやく檀だん式しき》にイエッセル大虐殺をさせる計画は失敗したけど、別に僕のブラッディソードでもそれは引き起こせるんだよ。ローゼンベルク王の機嫌をあまり損ねたくなかったから、やらなかっただけでね」

　光が収まり、水ミ無ナ月ヅキは目を開ける。

「これは……!?」

　空には巨大な赤い円盤が浮いていた。

　圧倒的な質量で空に拡ひろがり、陽ひ射ざしを遮っている。血色をした円盤は、どうやらヴィルヘルムの手にある剣の集合体のようだ。全体が蠢うごめくようにおぞましく動いている。禍まが々まがしい剣の群れに見下ろされ、水ミ無ナ月ヅキは身じろぎした。

　ヴィルヘルムは自らが生み出したものを満足げに見上げる。

「でも、婚約者を盗とられたんだったら、十分正当な理由だろう。イエッセルは僕が廃はい墟きよにする。僕のブラッディソード〈月喰らう蛇ヒンメル・シュランゲ〉でね」

　そして、とヴィルヘルムは己の手にある剣を水ミ無ナ月ヅキへ向けた。

　天を覆う赤を従え、灰色の吸血鬼は敵意を剝むく。

「──おまえは僕が壊す。この僕が直々に相手をしてやるんだ。光栄に思えよ、失敗作」

　寒気にも似た直感が走った。

　跳躍する。

　ヴィルヘルムの手元から伸びた無数の赤い大蛇が、一瞬前まで水ミ無ナ月ヅキの立っていた場所を襲っていた。

　水ミ無ナ月ヅキが回避したことで、背後のトラックがその攻撃に巻き込まれる。奔ほん流りゆうを思わせる紅あかにトラックが吞まれた瞬間、金属の塊は強酸を浴びたみたいに熔とけた。

　目を見張る。

「驚いたか？　これが手加減していた理由だよ。僕のブラッディソードは暴食でさ、手当たり次第、攻撃したものを喰らってしまう。熔かしたら手駒にできないから制御していたけど、もうそんな必要もないよなあ！　リタに触れたおまえの身体を欠片かけらも残さず喰ってやるさ！」

「暴食」。触れただけで溶かされる、厄介な特性だった。

　ヴィルヘルムの手元だけではなく、天にも油断なく気を配り、水ミ無ナ月ヅキは訊きく。

「空のあれは何だ？　あれもおまえのブラッディソードなのか？」

「そうだよ。あっちが本体と言うべきかな。僕の手にあるのは、あそこから少しだけ呼び寄せているにすぎない」

　空中にいる水ミ無ナ月ヅキを仕留めるべく、紅い剣は自ら意志を持っているかのごとく迫る。それをアサシンブレードで払い、水ミ無ナ月ヅキはブラッディソードから逃れた。

　銀の刃で紅を退け、道を切り拓く。

「僕はこれから〈月喰らう蛇ヒンメル・シュランゲ〉を降らせて、イエッセルを壊滅させる。生き残るのは吸血鬼王族くらいだろうね。でも、構わないさ。僕はリタさえ手に入ればいいんだから」

「させるかっ！」

　まるで蠢く紅い茨の森だ。行く手を阻むブラッディソードの間隙を縫い、水ミ無ナ月ヅキはヴィルヘルムに迫る。

　機械の身体が軋きしむ。限界はとうに超えている。一歩踏み出すごとに胴体の内側では部品の欠片かけらが不快な音を立て、全身の人工筋肉は悲鳴を上げる。

　避よけ損そこなった紅い剣先が身体を掠かすめる。衣服と人工皮膚の一部が無残に熔とけて、武骨な機械の部品が露わになった。

　それでも、絡から繰くり少年は動力の続く限り止まらない。

　対吸血鬼戦闘用オートマタの矜持をかけて、水ミ無ナ月ヅキは青年の懐ふところへ飛び込み、アサシンブレードで吸血鬼の心臓を狙う。

　が、硬い衝撃が腕に走った。

　ヴィルヘルムからわずか数センチのところで、銀の刃は止まっていた。放射状に広がったブラッディソードが水ミ無ナ月ヅキの刺突を阻はばんでいる。

　顔を歪ゆがめる水ミ無ナ月ヅキに、ヴィルヘルムは嗤わらった。

「無駄だよ。家畜の玩具おもちやごときにヴァンパイア王族が斃たおせるものか」

　金属が熔とけるようなジュウゥと音がして、はっと水ミ無ナ月ヅキはアサシンブレードを見み遣やった。残された唯一の暗器が熔とかされていく。

　水ミ無ナ月ヅキの驚きよう愕がくを嘲あざ笑わらうようにヴィルヘルムは言う。

「僕のブラッディソードは生きているんだよ。喰くらおうと思えば銀だって食える。おまえも、あの愚かな家畜も、イエッセルの人間どもも、全部全部、僕の〈月喰らう蛇ヒンメル・シュランゲ〉で吞のみ込こんでやるのさ！」

　──カノン。

　絶望的な状況に追い込まれ、水ミ無ナ月ヅキの脳裏に白銀の少女が浮かんだ。

　三か月、共に暮らした少女。

　たった一人で世間に抗ってきた少女。

　泣きじゃくる彼女を見たとき、寄り添いたいと思った。自分が守りたいと思った。

　単純に嬉しかったのだ。自分の愛した母や、兄姉きようだいである《白びやく檀だん式しき》の無実を、純粋に信じ続けてくれていたことに。

　彼女の志をここで潰ついえさせるわけにはいかない。

　水ミ無ナ月ヅキは、今や風前の灯火となったアサシンブレードを見る。

　食えるといってもやはり銀には弱いらしく、ブラッディソードはアサシンブレードと相そう殺さいするように薄くなっていく。だが、ヴィルヘルムの心臓に到達する前に銀の刃は潰ついえてしまうだろう。

　心臓まで届く銀が必要だった。

　自らの絶対的な勝利を疑わないヴィルヘルムは、哄こう笑しようを上げながら言う。

「さあ、失敗作なら失敗作らしく、僕のブラッディソードの餌え食じきに……！」

「黙れ。さっきから、貴様は間違えてるんだよ」

　ヴィルヘルムを遮った水ミ無ナ月ヅキは、感覚のない左手で髪の一部を毟むしり取とった。正確には、その髪につけられた銀のヘアピンを。

　少年の黒髪が風に吹かれて舞い散る。

　ブラッディソードはヴィルヘルムを倒せば消えるはずだ。

　そして、残された銀はこれしかない。

　すべてを熔とかす赤を前に、水ミ無ナ月ヅキの頭の中で微かにノイズが走った。それは本来、プログラムが囁ささやくべき台詞。

『これでおまえは再起不能になるが、いいのか？』

　その問いを水ミ無ナ月ヅキは刹那に切って捨てた。

　ふっと微笑ほほえむ。

　──問題ない。

　たとえこの身体が壊れようと、俺はカノンを守るのだ。

　それこそが、俺の存在理由なのだから。

　自らの生にすら頓着しない絡から繰くり少年は、左手の拳を硬く握り締める。

「失敗作、失敗作ってうるさいんだよ！　俺は失敗作じゃない！　『不適合イレギュラー』だっ!!」

　アサシンブレードがすべて熔とけ切きった瞬間、水ミ無ナ月ヅキは渾こん身しんの拳をヴィルヘルムの心臓へ叩たたき込こんだ。







　変化は唐突だった。

　天にあった赤が、水ミ無ナ月ヅキとヴィルヘルムの間にあった赤が消失する。

　水ミ無ナ月ヅキの熔とけた左腕は鋭利な人工骨だけになり、青年の胸を貫いていた。

　拳に握り込んだ銀のヘアピンが、吸血鬼の心臓を停止させる。

　ヴィルヘルムは自らの胸を見下ろし、何が起きたかわからないという表情になっていた。

「……バカ、な。ヴァンパイア王ぞ、くの僕、が……」

　灰色の青年はそのまま崩れるように倒れた。

　ドサリ、と重い音がして、円形闘技場に乾いた風が吹く。青年の黒衣がはためき、飛散する砂さ塵じんで汚れていった。

　地面に沈んだその体たい軀くを見下ろし、水ミ無ナ月ヅキは息をつく。

　終わったのだ。

　そう安あん堵どしたとき、

「ミナヅキ!?」

　よく知った少女の声が後ろからした。

　首を回す。

　横倒しになったトラックの向こうに、軍服姿のリタがいた。彼女の後ろには《赤の乙女部隊スカーレット・メイデン》の面々が控えている。

「噓うそ……何それ、ミナヅキ……」

　リタが震える声を洩もらす。

　彼女は倒れているヴィルヘルムではなく、水ミ無ナ月ヅキを見て慄おののいていた。

　ひどい有あり様さまなのは自覚している。

　衣服はほとんどが破けてなくなっていた。外気に晒さらされた胴体はメタリックなフレームが覗のぞき、人間ではありえない凹へこみ方かたや致命傷を負っている。右腕は手首から先がなくなり、断線した神経ケーブルがだらりと垂れ下がっていた。左腕に至っては人工皮膚が根こそぎ熔とけ、人工骨と人工筋肉が露出している。

　今の水ミ無ナ月ヅキは誰が見てもオートマタだった。

　しばし呆ぼう然ぜんとしていたリタは、カノンを振り返った。「どういうことなの!?」とカノンへ詰め寄る。

　その間に《赤の乙女部隊スカーレット・メイデン》が任務を全うすべく前へ出た。水ミ無ナ月ヅキを包囲するように彼女たちは訓練された動きで陣形を展開する。

　ずらりと並んだ機関銃の銃口が水ミ無ナ月ヅキを見据えた。

「……ローゼンベルク少将。あの、指揮を」

　赤い徽き章しようをつけた女性兵士の一人に言われ、リタが「え!?」と素すっ頓とん狂きような声を上げる。カノンをひとまず置き、リタは水ミ無ナ月ヅキに向き直った。

　だが、彼女の口からはなかなか適切な言葉が出てこない。

「え、そんな、だって、ミナヅキは……どうなってるのよ！　わたくしもわけがわからないわ！」

　自や棄けになったように、リタは叫んだ。

　きっと誰も彼も初めての状況なのだろう。現存するオートマタが吸血鬼を殺すなんて、ありえないのだ。けれど、それを成し遂げてしまったオートマタが目の前にいる。

　取り乱すリタに代わって、女性兵士が声を張り上げた。

「あなたの製品名と所有者マスターを答えなさい！　動いたら撃ちます！」

　固かた唾ずを吞のんで返答を待つ兵士たちに注視され、水ミ無ナ月ヅキは鼻で笑った。

「俺にマスターなどいない」

　声には出さないが、水ミ無ナ月ヅキの人間めいた台詞や仕草に、周囲にいる兵士たちの内心がざわつくのがわかった。

　大勢の兵士が居並ぶのを見渡し、このときとばかりに水ミ無ナ月ヅキは高らかに叫ぶ。




「──俺は対吸血鬼戦闘用オートマタ、絡から繰くり騎き士し《白びやく檀だん式しき》第陸号・水ミ無ナ月ヅキだッ!!」




　銃声が轟とどろいた。

　無数の弾丸が自分を貫いていく最中、カノンが何かを叫びながらこっちへ駆け出そうとするのが見えた。だが、リタに抱き止められる。

　ヴィルヘルムを倒したから、もうカノンは大丈夫だろう。

　胸のゼンマイが壊れていくのを自覚しながら、水ミ無ナ月ヅキは満足げに笑った。

　カノンを守ったことで、やっと自分も《白びやく檀だん式しき》と名乗る資格を手に入れた気がした。

　十年かけてようやく兄姉きようだいに追いつき、追い越したのだ。

　達成感しかなかった。

　ゼンマイが破壊され、動力供給が停止する。身体が傾かしぎ、頭が地に落ちる重い音がした。すべての感覚が遠い。

　視界一杯に薄青い空が広がっている。

　そこに幻覚だろうか、ふと春はる海みの顔が浮かんだ。

　泣いているのか笑っているのか、既に焦点の合わない視覚では判別できなかった。

　天へ召された春はる海みは自分たちを見守っているのだろうか。見ていたとしたら、何と思っているのだろうか。

　幻の春はる海みが腕を伸ばす。頭に手が触れたような気がして、水ミ無ナ月ヅキはああ、と幸せな気持ちになった。

　褒めてくれるんですね、母さん───。
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　薄青い空をバックにした少女のみっともない泣き顔がぷつりと消え、画面が暗転する。

「……以上が、残っていた水ミ無ナ月ヅキの記憶領域メモリーよ」

　水ミ無ナ月ヅキの部屋にあるテレビで、水ミ無ナ月ヅキの記憶データを再生していたカノンは、真っ黒くなった画面を消した。水ミ無ナ月ヅキの知覚、思考、感情がダダ洩もれのデータだ。主要なところをかいつまんで観みたのだが、それでも半日以上かかった。

　隣にいるリタはよほどショックだったのか、さっきから黙り込んでいる。

　だって、まさか恋していた相手が恋愛感情を一切理解できないオートマタだったなんて、誰だって信じたくない。

　自分も、キスの意味を誤解したままファーストキスを奪われていたのはショックだった。あのときの水ミ無ナ月ヅキは本当にカッコよかっただけにショック倍増だった。

「だから、見ないほうがいいって、わたしは言ったんだけど……」

「うぅ、ひどいわ、ミナヅキ！　あれだけ思わせぶりなことを言っておきながら、何とも思っていなかったなんて。全部わたくしの勘違いって、どういうこと!?」

　悔しげに言ったリタは、カノンをじろりと見た。

「カノンもカノンだわ。どうしてもっと早く、ミナヅキの正体やカノンの出自を教えてくれなかったのよ。わたくしが《白びやく檀だん式しき》を悪く思っていないとわかったときに、事実を教えてくれてもよかったんじゃなくて？」

「ごめんなさい。でも、こんなことにならなければ、わたしはきっと一生打ち明けなかったと思う」

　にべもないカノンに、リタは「はあ」と肩を落とした。

「秘密にしなければならなかった事情はわかるけど、友達としては頼って欲しかったわね。あーあ、わたくしもあんなミナヅキを見るまで気付かないだなんて。ヒントはたくさんあったのに、なんでそういう発想にならなかったのかしら！」

　固定概念に囚とらわれているとそういうことはよくある、と思ったが、カノンは黙っておいた。

「でも、これではっきりしたわ。何な故ぜ、カノンがオートマタコンテストで『家族』をコンセプトにしたのか」

　得意げに言われ、カノンは気恥ずかしくなる。

「水ミ無ナ月ヅキを見ていて、家族みたいに一緒に日常を過ごせるオートマタがあったらって思ったの。わたしはずっと水ミ無ナ月ヅキを家族だと思っていたし、水ミ無ナ月ヅキがいてくるだけですごく救われてた。それを本人に言うのは恥ずかしかったから、ナイショにしちゃったんだけど」

　こんなことになるなら、水ミ無ナ月ヅキに初めから言っておけばよかったと思う。

「水ミ無ナ月ヅキには感謝してるの。最初の頃は全然言うこと聞いてくれなくて苦労したけど、誤解が解けてからは素直でいい子になったし。……たまにズレたことするけど」

　おつかいで陽動作戦を実行した水ミ無ナ月ヅキを思い出して、二人の少女は口元を綻ばせた。

「ミナヅキってクールな顔して意外と子供っぽいわよね。不ふ貞て腐くされてたり、すぐ戦いたくなったり」

「ちゃんと言わなかったわたしも、いけなかった。今の時代で水ミ無ナ月ヅキに新しい生き方を見つけて欲しかったから学校にも連れて行ったんだけど、最初は意図が伝わってなかったみたい」

　お互いに本音をぶつけ合ったあの夜まで、ずっとすれ違っていたのだ。

　まるで人間同士だと思う。

「あれから、わたしも水ミ無ナ月ヅキのことを考えられていなかったと反省したの。例えば、食事。水ミ無ナ月ヅキは味が認識できないから、食事が楽しくないのは当たり前」

「だから、設計図の『家族』には味覚機能がついているのよね？」

　カノンは頷うなずく。

　そう。味覚機能はいち早く完成させて水ミ無ナ月ヅキにつけてみる予定だった。

　せっかく一緒に食事してくれるのだ。彼だけ味がわからないのでは、カノンも心苦しい。

「わたくしはてっきり味覚音痴のミナヅキに当てつけた機能かと思っていたわ」

　リタの言葉にカノンは苦笑する。

　それからカノンは真面目な表情になると、リタに向き直った。

「本当にありがとう、リタさん。水ミ無ナ月ヅキのことでいろいろ口をきいてくれて」

「いきなり何よ。わたくしはお父様に事実を言ったまでよ。ミナヅキはわたくしの同級生だったわ、とね」

　本来なら戦闘用オートマタを持っていたカノンは逮捕されるはずなのだ。

　だが、水ミ無ナ月ヅキの首筋にチップが入っていなかったことから、所有者マスターは不在という扱いになった。水ミ無ナ月ヅキの記憶データを見ればカノンが所有者マスターであるのは明白なのだが、チップが挿入されていない以上、カノンの責任は問えない。

　法律ではそうなっていたのだ。水ミ無ナ月ヅキはきっとそれを知っていたのだろう。

「それに、今回、イエッセルの平和に一番貢献したのは間違いなくミナヅキよ。博物館人質事件といい、イエッセル大虐殺未遂事件といい、共和国軍はほとんど何もしていないわ」

「そういえば、ヴァンパイア革命軍はどうなったの？　最近、ニュースでは聞かないけど」

「ヴィルヘルムがいなくなったから解散よ。あれはルートヴィヒ王の正規軍ではなくて、ヴィルヘルムが個人的に作っていた武装組織だもの。目的が、わたくしとの婚約を復活させるためだったなんて、笑えないわよ」

　呆あきれるリタに、カノンはおずおずと訊きく。

「だったら、水ミ無ナ月ヅキがヴィルヘルムを倒したことで、吸血鬼王ルートヴィヒが報復でヘルヴァイツに攻めてきたりとかは……」

「ないわね。吸血鬼王同士が直接戦ったら、被害が大きすぎて誰の得にもならない。ルートヴィヒ王もそれは知っているわ」

　でも、とリタは目を落とした。

「ヴィルヘルムがイエッセルで騒ぎを起こしたことで、ヘルヴァイツ国内ではヴァンパイアと人間の溝が深まっているわ。街の雰囲気がピリピリしているのは、そのせいよ」

　ああ、とカノンは納得して頷うなずいた。

「ま、もしミナヅキがヴィルヘルムを倒していなかったら、もっと大変なことになっていたけどね。〈月喰らう蛇ヒンメル・シュランゲ〉がイエッセルに降り注いでいたらと思うと、ぞっとするわ。お父様もミナヅキには感謝しているのよ」

「だから、ローゼンベルク王は回収した水ミ無ナ月ヅキを廃棄しなかったの？」

「お父様は以前から《白びやく檀だん式しき》のファンだもの。廃棄なんてもったいなくてできないわ」

「でも、イエッセル条約では……」

「ええ、そうね。イエッセル条約では、戦闘用オートマタの製作および所持を禁じている。でも、ミナヅキを戦闘用オートマタと言えるかしら？　女の子と一緒に暮らして、学校に通い、食事をして、映画を観みるオートマタが戦闘用？　そんなの誰が聞いたっておかしいわ」

　世間に知られていなかった六体目の《白びやく檀だん式しき》に、ローゼンベルク王は非常に興味を示した。リタの口添えも功を奏したのだろう。

　建前上、誰の持ち物でもない水ミ無ナ月ヅキはローゼンベルク王の手へ渡り、せっかくだから修復したいと吸血鬼王の命を受けた従者がカノンの元を訪れたのが、二週間前。

　それはカノンにとっても喜ばしい申し出だった。他人の手に渡ろうと、水ミ無ナ月ヅキがまた命を吹き返すのなら全面的に協力するつもりだった。

　カノンは春はる海みの遺のこしていた《白びやく檀だん式しき》に関する資料をかき集め、水ミ無ナ月ヅキの予備の部品と合わせて従者に渡したのだ。そこに味覚機能の設計図もこっそり混ぜることも忘れずに。

　いつかどこかでまた水ミ無ナ月ヅキに会えるかもしれない。できればガラスケースの中じゃなくて、動いている姿がいい。我わが儘ままかもしれないが、水ミ無ナ月ヅキにはやっぱり元気に動いていてもらいたいのだ。

　そう思っていたのだが──。

「でも、まさかこんなことになるなんて思ってなかった。なんでこうなったの？」

「そんなの決まっているじゃない。記憶領域メモリーを見れば、誰だってこうするしかないと思うわ。お父様から伝言よ。『国を救った騎士を姫へ返す』とね」

　悔しそうに言ったリタが、早く、と急かすようにカノンを見る。

　促されたカノンはベッドを見下ろした。

　そこには目ま蓋ぶたを閉じて眠る愛らしい美少年がいる。

　最後に見たボロボロの面影はどこにもない。一流の技師の手によって直されたのか、何もかもが完璧に修復されて元通りだった。一つ違うところがあるとすれば、味覚を認識できる機能がつけ加えられていることか。

　初めて彼を見つけたときみたいにドキドキしていた。

　頰を染め、カノンは彼の枕元へ跪ひざまずく。少女たちが少年の顔を覗のぞき込こんだ。




「おはよう、水ミ無ナ月ヅキ。今日も素敵な日よ」
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　あとがき




　初めまして。第二十五回電撃大賞で銀賞をいただきましたミサキナギです。

　皆さまの中には受賞作を発表と同時にチェックしていて、「あれ？　こんなタイトルの作品なかったぞ」と思った方もいらっしゃるでしょう。正解です。賞をいただいたとき、本作は『水み無な月づきのメモリー』というタイトルでした。

　何な故ぜ、この作品が『水み無な月づきのメモリー』だったかは、本編を読了された方であればわかっていただけるかと思います。しかし！　これだと和物の感動系な話と勘違いされそう、ということで、出版にあたり改題することになりました。

　その結果、『リベリオ・マキナ』という、ちゃんとバトルファンタジーらしく、カッコいいタイトルになっています。ちなみに、「リベリオ」はラテン語で「反抗」「反逆」の意。「マキナ」は同じくラテン語で「機械」という意味です。

　考えてくださった担当さんには大変、感謝しています。え、作者のしたことですか？　作者は、挙げていただいた候補の中から「これ！　これが一番カッコいい!!」と言っただけです。

　……タイトルだけで長々と語ってしまいました。

　作者としては、本作を読んでくださった皆さまが笑ったり涙したり、少しでも何か心に残ってくれたらいいな、と思います。

　以下、謝辞です。

　この本の出版に携わってくださった多くの方々に、この場を借りて、心より御礼申し上げます。

　担当編集の黒川さん。いつも丁寧に打ち合わせをしていただき、ありがとうございます。何かと手のかかる新人だと思いますが、今後もよろしくお願いいたします。

　美麗なイラストを描いてくださった、れい亜さん。水ミ無ナ月ヅキたちキャラクターに生命を吹き込んでくださり、感激です。本当にありがとうございます。

　学校関係の方々。特に榎本先生。随分長い間、お世話になりました。反抗的な生徒でしたが、先生には感謝しています。本当ですよ。

「えびすわん」のみんな。居酒屋でプロットを交換して読み合ったあの時間があったから、ここまで来ることができました。早く追いついてきてください。

　また、ライトノベルのことなどまったくわからないのに、お節介にもネタを提供し続けてくれたＴＡＮ氏にも、この場でこっそりお礼を言っておきます。

　最後に、この本を手に取ってくださった読者の皆さまに、最大級の感謝を。ありがとうございました。





ミサキナギ
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本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム

https://dengekibunko.jp/

※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。




ファンレターあて先

〒102-8584　東京都千代田区富士見1-8-19

電撃文庫編集部

「ミサキナギ先生」係

「れい亜先生」係











初出




本書は第25回電撃小説大賞で《銀賞》を受賞した『水無月のメモリー』を改題・加筆・修正したものです。













この物語はフィクションです。実在の人物・団体等とは一切関係ありません。
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リベリオ・マキナ
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